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お見合い夫婦の結婚事情～カタブツ副社長に独占欲全開で所望されています～










真帆の転職




「真ま帆ほちゃん、あなたの就職先決めてきたわよ」

　夕食時、唐突に告げられた母親の言葉に、入いり江え真帆は思わず食べかけの生姜しょうが焼きを吹き出しそうになった。

　ごふごふと咳せき込む真帆に、母の小さ夜よ子こはお茶を差し出しながら言葉を続ける。

「小鳥遊たかなしのおじさまにお願いしたのよ」

「おじさまに!?」

　喉の奥に引っかかっている生姜焼きをなんとかお茶で飲み下して、真帆は母に聞き返す。

「そうよ。あなた転職先を決めるって言ってから随分経つのに全然決めてこないじゃないの。心配になっちゃって。今日おじさまに会ったのよ、そしたらちょうど……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って！」

　痛いところを突かれて再び咳き込みそうになりながらも、真帆は母の話を遮る。

「私、そんなことお母さんに頼んだっけ？」

　確かに今、真帆は絶賛転職活動中である。

　三年間事務員として勤めてきた法律事務所の弁護士の先生が、老齢のため数カ月先に廃業することが決まっているからだ。けれど実際にはまだ残務処理としての仕事があるし、ある程度の貯蓄もある。きちんと勤め上げてから次を探そうと思っていただけで、まだべつに焦っているわけでもないのだ。

「でもぉ」

　小夜子は口を尖とがらせる。

　そんな仕草は彼女を歳よりもはるかに若く見せると真帆は思う。おっとりとした物言いがなんとなく様になってしまうのは、小夜子がお嬢様育ちだからだ。

「真帆ちゃん、次のあてはあるのって聞いたら全然ないって言ってたじゃない。心配になっちゃって……」

　小夜子の言葉に、真帆は記憶を手繰り寄せた。

　そういえば数週間前にそんな話をしたようなと思いあたるけれど、それにしても本人に断りもなく乱暴だなぁとも思う。

　頭をぽりぽりとかきながら母を見ると、彼女には真帆の困惑の理由がわからないようで、相変わらずおっとりと首を傾げている。

　母小夜子の実家の小鳥遊家はもともとは呉服で財をなした一族で、今は流通から小売まで幅広く事業を展開している。

　母は生粋のお嬢様なのだ。

　そのままゆけばどこぞの御曹司との結婚が待っていたのだが、世間知らずの彼女は、当時貧乏学生だった父、入江修しゅう二じと出会い恋に落ちる。そしてほとんど駆け落ち同然でふたりは一緒になったという。

　その話はいまだ少女のような雰囲気を残す母から、何度も何度も聞かされた。人に言えない苦労もあっただろうに、父の愛だけを頼りにすべてを乗り切った母を、真帆は尊敬している。

　そして母はそのまま実家に頼ることなく、研究員の職を得た父とふたり、ひとり娘の真帆を愛情深く育て上げてくれた。小鳥遊家には遠く及ばない経済力ではあるが、とても幸せな温かい家庭だった。

　数年前に父が病で亡くなった時は、後を追うのではないかと思うほど憔しょう悴すいした母だったが、日にち薬とはよく言ったもので少しずつ少しずつ元気を取り戻していった。

「小鳥遊のおじさまだったら、いい話があるかなって思って相談してみたのよ。たくさん会社を持ってらっしゃるから」

　父と一緒になってすぐの頃は実家と絶縁状態だった母も、祖父が他界した頃から少しずつ交流を再開させていった。

　どんなにお金に困っても、絶対に経済的には頼らないという母のプライドはあるものの、それ以外の面ではもはや普通の親戚と変わらないくらいの付き合いはある。

「ちょ、ちょっと、お母さん。なんでそんな勝手なこと……」

　確かに、小鳥遊の大叔父だったら真帆の就職を世話するくらいわけないだろう。だが大叔父の会社はどれも業界では大手ばかり。そんなところに、畑違いの仕事をしていた自分が飛び込んでやっていけるとは、到底思えなかった。

　母にはあてはないと言った真帆だが、本当のところまったくないわけではない。真帆の今のボスは今でこそ好こう々こう爺やを気取っているが、かつては弁護士会の会長も務めていた人物で法曹界では知らない人はいない。

　真帆が頼めば次の就職先を紹介するくらいわけないだろう。しかし真帆としては、次の一歩は自分で踏み出したいという気持ちもあり、お願いはしていなかった。

「事務所が閉鎖になるのはまだ少し先だし、私にだってまったくあてがないわけじゃないのよ。知り合いの弁護士さんだっているんだから」

　とりあえずの見栄を張ってみる真帆に、小夜子は眉をひそめた。

「そうかもしれないけれど、真帆ちゃんを得体の知れない弁護士のところで働かせるなんて心配だわ」

　今のボスの茂もて木き弁護士は、真帆の大学の頃の教授だった人物で、ある事情で窮地に陥っていた真帆を救ってくれた恩人でもある。その茂木と同じ職業を、得体の知れないと言ってしまうとは乱暴な話だと思うが、母が心配するのも仕方がないのかもしれない。

　なにせ父が亡くなった今となっては、母ひとり子ひとりだ。

「大丈夫よ。私そんなにやわじゃないんだから」

　心配をかけたくなくて大おお袈げ裟さに明るく言ってみるが母の眉間のシワはなくならない。

「おじさまの会社でも縁故採用なんて珍しくもなんともないそうよ。ちょうどいい話があるっておっしゃってたから近いうちにおじさまに会いに行きなさい」

　心配性の母にとっては、真帆はいつまでも小さな子供なのかもしれない。真帆は心の中でため息をついた。

「とてもありがたい話だけど、おじさまの会社は一流企業ばかりでしょう。業界違いの私が入るのは申し訳ないよ」

　いくらトップの紹介でも、まったく使えない人物が来たのでは他の社員にも迷惑だろう。そのような目に晒さらされながら働く自信もなかった。

　だが「おじさまには私から断っておくわ」と言いかけた真帆に、小夜子は意外なことを言った。

「あら、まったくの畑違いってわけでもないんじゃないかしら、確か秘書って言ってたわよ。秘書アシスタントだったかしら」

「秘書？」

　小夜子の言葉に真帆の心が少し動いた。秘書ならできるかもしれない。

　法律事務所の事務員の仕事と秘書の仕事は、実は似ているところがたくさんある。弁護士のスケジュール管理、来客の対応、必要な書類の作成、整理……。

「秘書ならできるかもしれない」

　ぽつりと呟つぶやく真帆に、小夜子は嬉うれしそうに勢い込む。

「でしょ？　でしょ？　話だけでも聞いてらっしゃい」

　どこかトンチンカンなところがある母が持ってきた話だから、まったくお門違いな話なのかと思っていたが、そうでもないようだ。

　真帆は黙って考え込んだ。いい歳をした社会人が、いつまでも親に頼っていていいのだろうかという気持ちが、胸の中に渦を巻いて燻くすぶった。真帆の今の仕事は茂木の好意で得られたものだが、あの時はそうせざるを得ないある事情があったのだ。あれから三年、次は自分の力で新しい一歩を進めたい。

　だが完全なる善意で話を持ってきた母の気持ちも、無視はできないと思った。

「わかったわ。お母さん、ありがとう。おじさまに話を聞いてみる」

　真帆が頷うなずくと、小夜子は安心したように生姜焼きにかぶりついて、にっこりと微笑んだ。




　小鳥遊家の屋敷はいつ来ても気後れする。通された応接間で、真帆はそわそわとしながら大叔父を待っていた。

　母は小さい頃にかわいがってもらっていたようで「おじさま、おじさま」と気軽に話をするが、真帆の大叔父にあたる小鳥遊義よし雄おは真帆にとっては大企業の上に立つ偉い人で、少し近寄りがたい存在だ。親戚付き合いが再開してからは「真帆、真帆」とかわいがってくれたが、それでもふたりきりで会うのは初めてかもしれない。

　やはり母に一緒に来てもらえばよかったと、キョロキョロと部屋を見まわしているとドアが開いて義雄が入ってきた。

「やぁ、真帆、元気か」

　真帆の前にどかりと座り、たっぷりの口髭ひげを揺らして義雄は微笑む。親しげに緩む目元に真帆の緊張も少し解けた。

「お久しぶりです。元気です。おじさまもお元気そうですね」

　もう八十歳はとっくに超えているはずなのに、義雄は声だけはいつまでも若々しい。

「あぁ、医者からは奇跡の老体だと言われとるよ。酒もタバコも好きなだけやっててこれだからな」

　そういえば、母が少しは節制してくれないと、とこぼしていたなと思い真帆はくすくすと笑った。そんな真帆に義雄が目を細めた。

「真帆はかわいくなったな、会うのは何年ぶりかな」

　普通の親戚付き合いはしているとはいえ、義雄は忙しい身だ。母の小夜子ならともかく真帆が会うのは……。

「確か、修二君が亡くなった時以来だな」

「そうですね……。ご無沙汰してしまいまして申し訳ありません」

　真帆は丁寧に頭を下げる。

　義雄も忙しい身ではあるが、真帆の方もここ数年は新社会人として生活が変化して忙しくしていた。父の葬儀以来、顔を合わせてはいなかった。

「いやいや」

　叔父は鷹おう揚ように首を振る。

「小夜子からは頑張っとると聞いておったよ。なかなかいい職場みたいじゃないか」

「そうなんです。だから、事務所がなくなるのは寂しいのですが」

　茂木弁護士の事務所は大所帯ではないが、とにかく抱えている案件が多くて忙しい。真帆は所内では一番若い事務員で雑用も多かった。それでも年齢も性別もバラバラな事務員たちとの人間関係はよく、充実した日々だ。本音を言えば、転職などしないでこのまま働き続けたいと思っているが、後を継ぐ弁護士がいないのだから仕方がない。

「小夜子から次の職場を世話してやってくれと言われとるのだが、真帆にはその気はあるのか」

　さすが大企業をまとめ上げる経営者である。ひとり娘の真帆を溺愛して、少々突っ走る傾向のある小夜子が、本人に断りもなく話を持ってきたことくらいはお見通しなのだろう。

　真帆は少し迷ってから口を開いた。

「おじさまにご迷惑でなければ、お話を聞かせてほしいと思って来ました」

　就職は縁だと思う。

　どんなにスキルに合った職種でも、よくない環境では意味がない。真帆は法律事務員として経験は積んだが、他の事務所へ行ってもそこのボスと合わなければそのスキルを発揮することはできないだろう。

　初めは勝手に話を進めた母に戸惑いもしたが、せっかく真帆を心配して持ってきてくれた話なのだから自ら可能性を狭めることはしないでおこうと後から思いなおした。

　真帆の言葉に、義雄はなぜか少し安あん堵どしたように微笑んだ。

「いい話なのだよ」

　真帆は頷く。そして一番心配なことをまず先に口にした。

「でもおじさま、私の最終学歴は高校です。そのあたりは大丈夫でしょうか」

　真帆は三年前まで四年制大学の法学部に通っていた。そのままいけば無事卒業式というところまではいったが、三年生の終わりに父修二が他界した。

　父が生きていた頃も慎ましい暮らしでその中から真帆の学費をなんとか捻出してくれていたのだから、その父がいなくなって家計は一気に傾いた。結局、真帆は大学を中退せざるを得なくなり、その時学部に教えにきていた客員教授の茂木の事務所へ入れてもらったのだ。

　真帆が茂木の事務所へ入れたのは、茂木が真帆の成績がよかったことを知っていたからゆえのイレギュラーな措置で、本来であれば学歴は大卒以上でなくてはならなかったはずだ。

　母に話を聞いてから、小鳥遊グループの会社の募集要項をインターネットで確認したが、いずれの会社も大卒の学歴は必須だった。

「まぁ……、その辺は大丈夫だ。わしの紹介ならなんとかなる」

「でも条件から外れているのに、ずるをするみたいで心苦しいのです……」

　真帆は眉を寄せた。

「ここ数年で少し蓄えもできました。実は母には言っていませんでしたが、次は働きながら大卒資格が取れる通信制大学に行こうかとも考えていたんです。おじさまの会社に入れていただくなら、その後でもいいかなと思っているんですが……」

　真帆の言葉に、なぜか義雄は少し慌てたように首を振った。

「いやいや、それじゃあ間に合わん」

「え……？」

「あ、いや……。実を言うと小鳥遊グループの会社ではないのだよ。わしの旧友の息子がやっておる会社でな。信頼できる筋からの秘書を探しておるそうなんだ。学歴に制限はなかったはずだ」

　義雄の言葉に真帆はひとまず胸を撫なで下ろした。小鳥遊グループの会社ではないとは少し意外な気がしたが。

「真帆は、弁護士先生のところで秘書みたいな仕事をしておると小夜子から聞いていたからな。適任なんじゃないかと思って」

「はい。先生のスケジュール管理から裁判資料の作成まで、なんでもやりました。もちろんお茶汲くみも。一般の企業の秘書の方とは違うところもあるとは思いますが」

　学歴に制限がないと聞いて少し気が楽になり、真帆は思わず前のめりになって言う。小鳥遊グループでない会社であれば、会長である義雄の親族であるということで周りに気を遣われることもないだろう。むくむくと真帆の中にやる気が湧いてきた。

「よしよし。じゃあ早速先方に伝えておこう」

　義雄が口髭を揺らして微笑んだ。

「ありがとうございます」

　真帆は胸を撫で下ろす。

　大学中退という真帆にとっての人生の危機を茂木に助けてもらってから、ずっといい環境で働かせてもらった。そこからまた世間に放りだされて自分の力でやっていくということに、自分でも思っていた以上に心細さを感じていたようだ。

　就職先が決まりそうであることに、思いの外安堵している自分がいた。

「うん。じゃが、真帆」

　少し難しい顔になって、義雄が真帆をジッと見る。

「お前は少し……地味じゃの」

「……へ？」

　突然話題が変わって、真帆は目を白黒とさせた。

「地味？」

　見た目の話をしているのだろうかと真帆は首を傾げる。

「うーん、うちの孫の美み咲さきはなんというか髪の色も明るくて、ふわふわとしているじゃないか。今の若い人の間では、そういうのが流行っているんだろう？」

　唐突になにを言い出すのだろうと思っていた真帆は、白い眉を上下させて問いかける義雄に思わず吹き出してしまった。

「おじさまったら！　美咲姉さんは美人ですから、華やかな装いが似合うんですよ。私がやっても……ふふふ」

　真帆の三歳年上の美咲は、小鳥遊家の本家の娘で深窓の令嬢だ。

　お互いに物心がついてからの交流であったが気立てがよくて真帆とは気が合い、時々連絡を取り合う仲だ。どんなブランドの服も着こなしてしまうモデル顔負けの彼女と比べられても、と真帆は笑いが止まらない。

「いや、しかし真帆だってかわいいじゃないか。そうだな、その伸びっぱなしの髪をなんとかしたらどうだ。そしたらもっと華やかにみえるだろう」

　確かにここ最近は事務所の閉鎖に向けて忙しい日々が続いていて、美容院に行けていなかった。でも真帆自身はあまりファッションには興味がないタチで、正直なところ自分ではなにも気にならない。

「でも、まとめていれば清潔感はありますし。私はあまり派手な格好は好きじゃないんです」

「いやいや、しかしそれじゃあ……うぉほん。よく聞きなさい真帆」

　義雄が、咳払いをしてうやうやしく胸を張った。

「秘書というのはだな、ただ事務作業やスケジュール管理をするだけの人間ではない。つまり、上司が不在の時は来客の相手をすることもあれば、レセプションなどに同行する場合もある」

　真帆は笑いを引っ込めて大叔父を見た。全然関係ない話をし出したのかと思っていたがどうやらそうではなかったらしい。

　真帆は、背筋を正して大叔父の話に耳を傾けた。

「場合によっては会社の窓口のような役割を果たすのだ。だから秘書が汚らしい格好では、ひいてはその秘書を置いている会社の品位に関わるということになる」

　真帆は神妙に頷いた。

　汚らしい格好とは少々心外だが、自身もたくさんの秘書を使っているであろう大叔父の話は、もっともだと思う。

「わかりました、おじさま。美容院に行って髪を切ってきます」

「うんうん。わしは今の真帆でも十分にかわいらしいと思ってはいるが、若者の好みとは違うだろうからな。真帆もおしゃれをすれば、美咲にも負けないくらい素敵になるだろう。自信を持ちなさい。美咲に言っておくから一緒に行って、少し華やかにしてもらうといい」

　真帆のように真面目なだけが取り柄の女を、美咲と比べるなんて酷なことをしないでほしいと思ったが、真帆は素直に頷いた。

「それにしても、おじさま。募集しているのは若い方の秘書なんですか？」

「……どうしてそう思う？」

　義雄がゲジゲジ眉を上げて真帆に聞き返す。

　真帆は少し考えながら口を開いた。

「だってさっきからおじさま、若い人の好みって……。次の上司になる人がおじさまのような年齢の方なら今のままでもいいんですよね」

　義雄は、うっと言葉に詰まって真帆から目を逸そらした。

「真帆は意外と鋭いな。その通りだ。社長であるわしの旧友の息子……はいい歳をした親父だが、その息子が副社長をしておってな。確か三十五歳だったかな。その者の秘書をすることになるだろう」

　三十五歳なら真帆よりも十歳も年上だが、義雄からしてみれば赤子に毛が生えたようなものだろう。

　それにしても三十五歳で副社長とは。

　御曹司ならばそれくらいあたりまえなのだろうかと変なことに感心しながら、そういえば会社名を聞いていなかったと真帆は気が付いた。

「おじさま、あのう……それでその会社のお名前をお聞きしてもいいですか」

　真帆の質問に義雄が「あぁ」と思い出したように言って立ち上がると、キャビネットから一枚の名刺を取り出して真帆に見せた。

　真帆が茂木の事務所で作ってもらった名刺とは違い、明らかに高級な材質でできたそれを見て真帆は目を見開く。

　義雄がにっこりとして口髭を揺らした。

「会社案内代わりに名刺をもらってきた。『藤堂不動産リアルティ株式会社』の藤とう堂どう蓮れん副社長じゃ。真帆も会社の名前くらいは聞いたことがあるだろう？」










副社長、藤堂蓮の憂うつ




　藤堂不動産リアルティ株式会社は業界最大手のデベロッパーである。本社は都内の一等地、自社ビル。その最上階の副社長室で藤堂蓮は憮ぶ然ぜんとして、秘書の一いち条じょう貴たかしの話を聞いていた。

　毎朝恒例のその日のスケジュール確認である。

　蓮と同じ歳の一条は、大学時代からの付き合いだ。シルバーの眼鏡を冷たく光らせて、いつも通り滞りなくスケジュールを確認している一条を胡う散さん臭い目で睨にらんでいると眼鏡の奥の瞳と目が合った。

「副社長、どうかされましたか」

　白々しい、と蓮は舌打ちをした。

「一条、俺に隠しごとがあるだろう」

　不機嫌に問いかけると、これまた白々しく一条が首を傾げた。

「秘書室に時期外れの異動があるそうじゃないか」

　蓮はまわりくどいのと時間を無駄にするのは大嫌いだ。ずばり追及すると真っ直ぐに一条を睨みつけた。立場にこそ上下関係はあるものの、もともとは大学の同期であった一条は、社内で〝副社長のキラーアイ〟と恐れられている蓮の視線を受けてもどこ吹く風で、飄ひょう々ひょうとしている。

「あぁ、あれですね。はい、新しいアシスタントが入ります」

「有能なお前にアシスタントなど必要ないだろう」

「ですが、社長命令では仕方がありません」

　秘書室に新人のアシスタントが入るという人事を、蓮は昨夜久しぶりに訪れた実家で父親から聞いた。話自体は以前から決まっていたようだから、当然室長である一条が知らなかったはずもない。それなのに、肝心の蓮にはひと言も報告がなかった。

「……黙ってたな」

「それも含めて社長命令ですので、はい」

　無表情でしれっと自分を裏切っていたと白状する秘書を睨みながら、蓮は昨夜の父との会話を思い出していた。




　昨日、普段は会社の近くでひとり暮らしをしている蓮に、社長であり父親でもある藤堂和かず正まさから話があるから実家に寄るようにという連絡が入った。蓮はそれを、やや憂うつな思いで受けた。

　ここ最近の父親との会話は、業務の話題を除くと概ねひとつの話題に絞られる。

　蓮の結婚のことだった。

　世代間ギャップか、はたまた個人の価値観の違いか、三十五歳になる蓮がいまだ独身を貫いているという状態は父にとっては理解し難いらしい。

　やれ亡くなった母さんが泣くだの、わしがお前の歳の頃にはもうお前は小学生だっただのと繰り返し言われ続けるのには慣れたが、鬱陶しい気持ちは変わらなかった。

　蓮とてべつに独身主義者ではない。今までも女性との付き合いはそれなりにあったし、それを楽しんでもいた。だがどの女性にも、ずっと生活を共にするほどの気持ちを抱けないでいて、どうにも結婚には踏み切れないでいるうちにこの歳になってしまった。

　そして二年前に副社長に就任してからは、将来の社長としての責務を負うべく邁まい進しんする日々で、親しく女性と付き合うこともなくなった。

　もちろん藤堂グループの正式な跡取りである蓮だから誘いは頻繁にあったが、副社長として忙しい中で時間を取るほど興味が持てなくなっているのが実際のところだ。蓮としてもそれには一定の危機感を感じてはいるが、この生活を変えられない以上仕方がないと、最近ではやや達観している部分もある。

　そんな蓮の内心を知ってか知らずか、父はひっきりなしに見合いの話を持ってきた。だから、話があるから実家に寄れと言われた時点で、蓮の頭に浮かんだのは当然見合いのことだった。

　今まで何度断ったか知れないのに、親父も諦めが悪いとうんざりして行った実家で蓮を待っていたのは、予想を遥かに上まわる父の話だった。

「一週間後にお前の秘書室に新人のアシスタントが入る」

　実家に着いた蓮の顔を見るなり開口一番和正は、してやったりと言うように歳より若く見える瞳を輝かせて言った。

「アシスタント……？　ですか」

　てっきりいつもの「いい人は見つかったか」という決まり文句を言われるものと思っていた蓮は、やや面くらって父を見た。

　互いに食事は済ませていたからリビングのローテーブルには、ウイスキーとグラスが用意されている。そのグラスにウイスキーを注ぎながら、和正はふふふときみの悪い笑みを漏らしている。

「……話というのはそのことですか」

　蓮はジャケットを脱いでローテーブルを挟んだソファに父と向かい合わせで座る。

「まぁ、そうだな」

　やたらと嬉しそうな父を訝いぶかしみながら。

　蓮の秘書室にアシスタントが入る、それのなにがそんなに嬉しいのだろう。

　そしてそんな話をするためにわざわざ蓮を呼び出した？

　業務の話なら昼間顔を合わせた時にすればいいようなものなのに。

　いやそもそも蓮の秘書室の人事を、わざわざ社長である父が蓮に直接伝える必要があるのだろうか。

　いろいろな疑問が頭に浮かび、蓮は父を正面からジッと見た。

「ほらほら、その、人を睨むクセをやめなさい」

　和正が顔をしかめる。

　睨んでいるつもりはないが蓮には相手をジッと見つめるクセがある。もともと目つきがいい方ではないが、そうされると相手は必要以上に萎縮してしまうという。

　蓮からしてみれば知ったことかと言いたい気持ちもある。だが何万人という社員の上に立つ身であればそれもよくないのかもしれないと思い、普段は意識して柔和に見えるように努めている。

　それでも、疑問に思うことがあるとついつい相手をジッと見つめてしまい、怖がられてしまうクセはなかなか抜けなかった。

「この前の会議でも人事部長を睨んでいただろう。彼、震え上がっていたじゃないか」

「あれは彼の会議への準備が足りなかったからです。きちんと準備していればあそこまであたふたする必要はないでしょう。……それより社長、さっきの話ですが」

　蓮は、ウイスキーを一口飲んで喉を潤してから話を続ける。

「私の秘書室に新しいアシスタントが入るのですか。確かに一条は多忙ですが、アシスタントはもうすでにふたりいてこれ以上必要なようには思いませんが」

　蓮の秘書室のメンバーは三人、第一秘書の一条、あとは彼のアシスタントをしている若い男性社員が二名だ。

　余裕があるとは言い難いが、人手不足というほどでもないはずだ。

「必要かどうかは社長であるわしが決める。少なくともお前には必要な女性だ」

　和正はワンマンな社長ではない。特に最近では将来的に社長の座を蓮に譲ることを念頭においているはずの彼が、このように意見を押し付けるのは非常に珍しい。

　しかも、またニヤニヤとしている。

　蓮は眉を寄せてウイスキーのグラスをテーブルに置いた。

「女性？　女性なんですか？」

「そうだ。お前まさか女性は嫌だとか、セクハラじみたことを言うつもりはないだろうな？」

「そんなつもりはありませんが……」

　そこまで言って蓮は考え込んだ。蓮の秘書室は他の役員の秘書室とは違い、男ばかりだ。

　これには理由がある。

　副社長に就任したばかりの頃の蓮の秘書室にも、女性社員はいた。

　一条は初めから蓮に付いているから、一条のアシスタントがすべて女性だったという形だ。

　彼女たちは皆、仕事ができるということで抜ばっ擢てきされたはずが、数カ月で異動をしていった。

　原因は、蓮を巡ってのいがみ合いである。

　もちろん蓮は、誰ひとりとして手を出してはいない。だが後で一条から聞いたところによると、コーヒーを入れてもらった折にありがとうと蓮が微笑めば、「私が一番お気に入りだ」となり、重いものを代わりに持ってやれば「誘われている」となるのだという。

　蓮の預かり知らぬところでいつのまにか秘書室は修復不可能になっていた。ひとりまたひとりと去ってゆき、結局半年後には蓮の秘書室に女性はいなくなってしまった。

　この出来事はちょっとした事件としてゴシップ好きの社員の間で語り継がれている。

　噂うわさになるのはおもしろくないが、今はスムーズに業務をこなせるのだから、蓮としてはこのままでまったく構わない。それなのに、なぜ今になってわざわざ女性を入れるのかと疑問に思う。

　それに父親のニヤニヤも不可解で不快だった。

「……父さん、なにかよからぬことを考えているんでしょう」

　蓮はあえて和正を父さんと呼び、追及した。父の表情がどう考えても業務の話をする時のそれではないからだ。今日の話は見合い話ではなかったと胸を撫で下ろしていたが、これはまさか……。

「いやよからぬことではない、蓮。いいことだ。お前のためにじいさんがいい子を探してきてくれた。なんとあの小鳥遊グループの……」

「父さん!!」

　たまらずに蓮は右手でテーブルを叩たたいた。つまりは秘書室に入るアシスタントとは父が見繕ってきた蓮の嫁候補なのだ。

　人が寝食を惜しんで仕事をしているというのに、いったいどういうつもりかと頭が沸騰しそうになる。将来を見据えて、社長業務を徐々に副社長である蓮に移行しているところだが、そんな暇があるのであれば元に戻してやろうかという考えが頭をよぎった。

　だが人事部長を震え上がらせる蓮の睨みも、父には効かない。

「お前がことごとく見合いの話を断るからだ」

　和正はこれまた歳に似合わぬ若々しい仕草で口を尖らせた。

「見合いをしたくないのはわかった。だが人事異動なら文句は言えんだろう」

　どうだと言わんばかりに胸を張る父を、蓮はやや唖あ然ぜんとして見る。まさか蓮の結婚のためにここまでやるとは。だが見合いなら断れても、正式な会社の決定とあらば無下にできないのも確かだった。

　もちろん人事に文句をつけるくらいはできるだろうが、背後に社ち長ちがいるのであればそれも無駄だろう。

「社長、私事を会社経営に持ち込むことはお控え下さい」

　蓮は父を睨んだまま怒りに震える声で唸うなるように言う。

「会社経営というほど重大な判断ではないだろう。これはただの縁故採用だ。べつに珍しくもない。じいさんの茶飲み友達のお孫さんが花嫁修業代わりに働く場所を探しているというから、お引き受けしただけだ」

　じいさんとは藤堂グループの会長で、今は第一線を退いているもののまだまだ財界では影響力をもつ蓮の祖父である。滅多に出社しないため最近は蓮もあまり顔を合わせていないが、父と同じくらい蓮の独身を苦々しく思っている。

　くそ、と心の中で悪態をついて蓮は立ち上がった。すでに周りは包囲されているようだ。

「無駄なことです。父さんたちが私の結婚を心配して下さる気持ちはありがたく受け取りますが、これは私事です。私が決めさせていただきます」

「そうだ、お前が決めていいんだ。いい子だそうだぞ。先方には事情も話してある。わかった上で秘書室に来るのだ」

「事情を話してあるなら尚更、早々にお辞めいただくことになるでしょう」

　蓮は冷ややかに父を見下ろした。

「その方にお伝え下さい。私にはその気はない。恥をかきたくないのであれば私の秘書室になど来ぬようにと」

　そう言うと蓮はソファに放り投げてあったジャケットを乱暴に掴つかむ。そして和正の返事を聞かずにさっさと部屋を後にした。

　してやられた、絶対に思い通りになどなるものかと思いながら。




「そう堅苦しく考える必要はないと思うが」

　一条が手にしていたタブレットの画面を閉じて脇に持った。彼が敬語を外す時は、友人として話をしているという合図だ。

「出会いのひとつだと思えよ。べつに、強制されているわけじゃあるまいし。このままお前の独り身生活が続いたら、俺とお前の恋人説がますます広まるぜ。そしたら俺もいい迷惑だ」

　蓮は「くだらない」と吐き捨てるように言った。そのような噂があるのは知っているが、バカバカしくて話をする気にすらならない。

「そうじゃなくても最近のお前は働きすぎだ。副社長就任からずっと、まともに休みもとってないだろう。就任当初言われた若い御曹司になにができるという雑音はもうない。誰もがお前の実力は認めている。そういう意味で、このへんで少し仕事以外にも目を向けてみたらどうだ。じゃないと続かないぜ」

　蓮は憮然として机を人差し指でとんとんと叩いた。

「……それが女か」

「そうだ。気が合えばそれにこしたことはないじゃないか。お前だって頑なに独身を貫くつもりはないんだろう？」

「まぁな」と言って蓮は窓の外に視線を移した。

　青空の下に都心の街が広がっている。あまりにも馬鹿にしたような父親の話に頭に血が上って、一条には裏切られたような気持ちでいたが、どうやらそれだけでもないらしい。

　確かにここ数年は朝も夜もなく働いた。息抜きも必要だという一条の言葉は、秘書としても友人としても頷ける。

　だがその息抜きが女性との付き合いだとは、どうしても思えなかった。

「相手は、小鳥遊グループの令嬢らしい」

　蓮はやや声を落として言った。

　小鳥遊グループといえば藤堂にも負けない名門だ。そんなところから話を持ってこられるところはさすが祖父だと言わざるを得ない。だが令嬢というのは、恐ろしくプライドが高く付き合いにくいというのが、蓮の感想だった。

「まぁ、会長が持ってきた話ならそうなるだろうな」

　一条はやや同情するように蓮から視線を外した。

「どうせ苦労も知らない世間知らずの我儘なお嬢様だ。手なんか出せば、結婚へ一直線さ。そんな相手と息抜きもなにもないだろう。……まぁ、いい。アシスタントの件はお前に任せる。俺にその気がないとわかれば、すぐにでも自分から出ていくだろう」

　蓮はそう言って右手で軽く机を叩くと午前中の会議に出るべく立ち上がる。無理やり頭の中からアシスタントの件を追い出して、会議へ向かうことにした。

　一条が一礼して部屋を出て行った。










恐怖の初対面




　初出勤の日はいかにも五月らしい晴天だった。

　又従姉妹の美咲に見立ててもらった薄い素材の紺色のスーツに身を包んだ真帆は、藤堂不動産の本社の前ですくみそうな脚を励まして立ち、そのビルを見上げていた。

　真帆が圧倒されて動けないでいるその間も、たくさんの社員がビルに吸い込まれてゆく。そのすべての人たちの上に立つ藤堂蓮副社長の秘書室で今日から働くのだということが真帆にはいまだに信じられない。




　義雄に彼の名刺を見せられたその時、真帆は即座にその話を断った。身の丈に合わないと。いくらなんでも茂木弁護士の事務所で秘書の真似事をしていただけの真帆に国内最大手である藤堂不動産の副社長秘書が務まるはずもない。

　義雄の顔に泥をぬることになるだろう。

　だがすっかりその気になってしまった義雄は、真帆の辞退に耳を貸さなかった。そして真帆がなにを言っても、大丈夫だからやってみろの一点張りだった。そのうちに示し合わせたように現れた美咲に、強制的に美容院に連れて行かれてしまった。

「おじいさまは初め、私に行かせようとしたのよ」

　美咲は美容院で真帆の髪を切る美容師にあれやこれやと注文を付けながら、おっとりと眉を寄せた。

「結婚前の社会勉強だって。だから大丈夫よ。私より真帆の方が賢いじゃない」

　美咲が社会勉強をするための場所だと言われれば藤堂不動産は頷ける。深窓の令嬢である彼女が働く場だというのであれば、そこら辺の会社では不都合だ。

　だがそれなら尚更、真帆には分不相応なのではないだろうか。一応は親戚だとはいっても、真帆は普通の家庭の出身だ。

「なぜ、姉さんが行かないの？」

　せっかく義雄が美咲のために用意した場なのに。

　すると美咲はピンクの唇をきゅっとつぼめて、少し考えるような仕草を見せてから口を開いた。

「……実は私、もうお相手がいるの」

　秘密めいた美咲の囁ささやきに、真帆は目を見開いて鏡越しに彼女を見つめる。

「お相手って、結婚の？」

「そう。すぐにでも結婚したいから、社会勉強をしている暇はないのよ。……真帆は今彼氏はいないんでしょう？」

　真帆は美咲の告白に少し驚きながらも頷いた。彼氏なんて今どころか一度もいたことはない。それは美咲も知っているはずだ。

「あぁ、よかった」

　美咲は可か憐れんな笑顔を見せて胸を撫で下ろしている。

「私がおじいさまにアドバイスしたのよ。真帆なら適任じゃないかしらって。そしたらちょうど小夜子おばさんがいらして真帆が転職するっていうじゃない。ほんとグッドタイミングだったわ。しかも真帆には彼氏がいないし……」

　真帆は肩のあたりまで切られてしまい軽くなった頭を傾げた。

　確かにこんなにぴったりのタイミングも珍しい。就職は縁だと思っていたが、美咲の話が本当であれば真帆に縁があったのだろう。

　それにしても彼氏のいるいないはどう関係するのだろうか。

「姉さん、そういう話なら藤堂不動産の話は私にも縁があったってことかもしれないね。わかったわ、どちらにしてももう断れないのだし、精一杯やってみる。でも、彼氏はどう関係するの？　まさか藤堂不動産が恋愛禁止ってわけじゃないでしょう？」

「あ、いえ……その」

　真帆の言葉に、美咲は視線を泳がせる。

「か、彼氏がいたら私みたいにすぐに結婚したくなって仕事が続かないかもしれないでしょう？」

　今どき結婚しても仕事を続ける女性の方が多いだろうに、寿退社が当然と考えている美咲はやっぱりお嬢様だ。それを微笑ましく感じながら真帆は頷く。

「それなら心配いらないわ、姉さん。私、バリバリ働いておじさまや姉さんに恥をかかせないように頑張る」

　髪よけケープの下で拳を作り、鏡を見つめて真帆は宣言する。

「バリバリ、まではいいんだけど……」

　そう美咲が呟いたことには気が付かなかった……。




　そうして心が決まり意気込んでいた真帆だったが、いざ藤堂不動産の本社ビルの前に立つとやはり恐れる気持ちを抑えられなくなりそうだ。

　茂木の事務所は、忙しくも和気あいあいとして温かい場所だった。今度の職場はそうはいかないだろう。だがもはや後戻りはできなかった。

　真帆は深呼吸をひとつして、暖かい春の空気を胸いっぱいに吸い込むと、低いパンプスを鳴らして本社ビルへ入って行った。




「あなたが、入江真帆さんですか……？」

　出社した真帆を待っていたのは、副社長秘書室室長だという一条という男性だった。カッコいいというよりもどこか女性的な美しさを感じさせる彼は、シルバーの眼鏡を光らせてさっきからなぜか少し意外そうな表情で、観察するように真帆を見ている。

　副社長室はビルの最上階にあり、秘書室はその隣だった。

　真帆が人事の担当者に案内されて入室すると一条がいて、まずはミーティングルームで簡単な面談をという流れになったのだ。そうして机を挟んで向かい合わせに座ったはいいけれど、彼は名前を確認したきり少々困惑したように真帆を見つめているだけだった。真帆は鞄から白い封筒を出して彼に差し出した。

「あ、あのこれ、履歴書です。必要ないと言われましたが念のため持ってきました」

　一条は、「あぁ、ありがとう」と言って受け取り、早速中身を確認している。

　真帆の胸が嫌な音でドキンドキンと鳴った。なんだか自分は歓迎されていないような空気を感じたからだ。

　一条はというと履歴書に目を落としたまま再び考え込んでいる。

　まさか、真帆の入社は手違いだったのではないだろうかとすら思うくらいの長い沈黙の後、ようやく一条が顔を上げて真帆を見た。

「えーと、入江さん？」

「は、はい」

「前職は法律事務所にいたの？」

　ようやく面談らしい質問が一条の口から出て、真帆は幾分安堵して頷いた。

「はい。法律事務所の事務員でした。ですが法律事務員という仕事は、事務仕事だけではなくて弁護士の先生のスケジュール管理から依頼者の方への対応なども含まれますので、秘書のお仕事と少し重なる部分があるのではないかと思いまして……」

　一条は軽く頷いてじっと真帆を見た。

「……ご紹介いただいた方は確か、小鳥遊会長ですね。失礼だけどご関係をお伺いしても？」

　一条の問いかけに真帆は頬を染めた。こんなに率直に縁故採用であることを尋ねられるとは思っていなかった。

　本来の実力で入社したわけではないと指摘されているようで恥ずかしい。履歴書もいらないと言われたのだから当然と言えば当然だが、それなら小鳥遊の大叔父の直系の孫ではないことがバレるとまずいのではないだろうかという考えが頭をよぎる。

「他意はないので誤解しないでほしいのですが、私には、確かな筋からの紹介でアシスタントが入るという話があっただけで、詳細は伝えられていないのです。現場責任者として知っておいた方がいいと思っただけですので、口外はしません」

　初対面の人物だが、生真面目そうな一条は信用できるような気がして、真帆はお腹にグッと力を入れてから口を開いた。

「小鳥遊義雄は、私の大叔父にあたります。勤めていた法律事務所が閉鎖になったものですから、新しい就職先を紹介してもらえないかとお願いしたらこちらを紹介されたのです」

「星せい蘭らん大学を中退されたようですが……？」

　ドキリと鳴る胸の音に気付かれないように真帆は頷く。

「はい。三年生の冬に父が亡くなったものですから……経済的な事情で中退せざるを得なくなりました。その時に客員教授をされていた茂木先生に声をかけていただいて先生の事務所に入れてもらったのです」

　一気に言って真帆は小さく息を吐いた。経済的な事情でなど言わなくてもいいことまで言ってしまったかもしれないが、ちゃんと伝えておかなければ大学中退をマイナスに取られてしまうかもしれないとも思った。

　しかし真帆の答えに一条は納得した様子はなく、「経済的な事情……」と呟いて難しい顔をしている。

　小鳥遊家は日本有数の富豪だ。その親戚にあたる真帆が経済的な事情から大学を中退したなど信じられないのだろう。

　真帆は慌てて言葉を付け足した。

「は、母は、若い頃に家の反対を押し切って父と一緒になったので、小鳥遊家の方とは祖父が亡くなってから徐々に付き合うようになったんです。うちはごくごく普通の家庭でして……」

　話しながら真帆は真っ赤になってしまう。ここまで家庭の事情を話すことになるとは思わなかった。けれどここまで説明して、ようやく一条は納得したようだ。

　眼鏡の奥の切れ長の目が薄く笑った。

「なるほど、よくわかりました。立ち入ったことをお伺いしてしまって申し訳ない。もちろん口外はしませんのでご安心を。では、業務の内容ですが……」

　一条が業務の説明に入ったので、真帆は胸を撫で下ろして彼の話に聞き入った。

　とりあえず第一関門は突破したようだ。




　怖い……。

　副社長である藤堂蓮の第一印象は、そのひと言につきると真帆は思った。

　就業時間が始まり秘書室所属の佐さ藤とうと田た中なかというふたりの男性を紹介されて席に着いた真帆の初仕事は、副社長に朝のコーヒーを入れることだった。

「副社長は少々気難しい方で睨むように相手を見るクセがあるけれど、必要以上に萎縮する必要はないからね。コーヒーはブラックがお好みだ。毎朝、僕がスケジュール確認をした後に必ず入れるように」

　テキパキと説明をする一条の言葉に頷いて早速真帆はコーヒーを入れる。そしていい香りのするコーヒーをお盆に載せて副社長室へ入室した真帆を待っていたのは、副社長と思しき人物の後ろ姿だった。

　都心の街を一望できる広い窓から外を見下ろすように、その人物は真帆に背を向けて立っている。

「コーヒーをお持ちしました」

　声をかけると「あぁ」とだけ言って振り返り椅子に座る。そしてろくに真帆の方を見ないまま、パソコン画面を睨んでコーヒーが置かれるのを待っているようだった。

　真帆は不機嫌そうな彼の横顔を観察する。男らしい眉に切れ長の目、高い整った鼻び梁りょう、一直線に結ばれた薄い唇が怖いという印象だった。まだ今日という日は始まったばかりなのに、なにがそんなに気に食わないのだろうと、真帆は訝しみながらコーヒーを置いた。

　朝に弱いのだろうか？

　兎とにも角にも、自己紹介はしなければと一歩下がると姿勢を正した。

「本日より秘書室に配属になりました、入江真帆です。よろしくお願いします！」

　真帆は腰を折って礼をした。

　美咲に勧められてスッキリと切った頭を上げると、副社長とまともに目が合った。

　彼は緊張して少し声が大きくなってしまった真帆をジッと見ている。

　真帆の頭に一条に言われた言葉が浮かぶ。萎縮しないでいいと言われたことも思い出したが、それは無理そうだった。彼は男らしい眉を寄せて射抜くように真帆を睨んでいるのだから。そして少し訝しむように口を開いた。

「君が新しいアシスタントか？」

　真帆は恐れる気持ちをギュッと胸に閉じ込めて頷いた。

「は、はい。一日も早く社の力になれるよう邁進いたします！」

　声が震えてしまったような気がしたが、それも仕方がない。なにせ真帆が答えている間も、彼は真帆を睨み続けているのだから。

　真帆は、言うだけは言ったと思ってもう一度頭を下げた。

「で、では失礼いたしますっ」

　一刻も早くこの部屋から出たいと思った。なにが気に入らないかは知らないが、とにかく彼から出る威圧感にこれ以上耐えられそうになかったからだ。

　一条からは軽く自己紹介をしてくるようにと言われた。最低限の義務は果たしたはずだ。真帆はそそくさとまわれ右をすると、広い副社長室を足早にドアに向かう。

　途中つまずきそうになりながらもなんとかドアノブに手をかけた時、「待ちなさい」と声がかかった。

　えー……と、心の中でぼやきながら恐る恐る振り返ると、副社長は机に両手で肘をついてそこにアゴを乗せている。

　そして相変わらずの鋭い視線で真帆を睨んでいた。

「はい……」

　真帆はその場から動かずに彼の次の言葉を待った。まるでダルマさんが転んだをしているみたい、という場違いな考えが頭をよぎる。鬼がめちゃくちゃ怖いけれど。

「なにか……？」

　呼び止めたくせに、睨むばかりでなにも言わない鬼に真帆は問いかけた。

　彼は逡しゅん巡じゅんしている様子だったが、しばらくして少し不思議そうに目を瞬かせた。

「それだけか？」

「は？」

　彼の意図がまったくわからずに、間抜けな返事をしたまま真帆は固まってしまう。頭の中はパニックだった。

　一条には、コーヒーを出して軽く自己紹介をしてこいとしか言われていなかったはずだ。だが副社長の口ぶりからすると、まだなにか足りないのだろう。

　長く勤めれば、こういったボスの謎かけのような要求もわかるようになるのかもしれないが、残念ながら勤続一時間未満の真帆にはさっぱりわからない。

　どうしようという言葉だけが真帆の頭の中をぐるぐるとまわる。その時、ふと彼の前に置かれているコーヒーに目が止まった。

「あぁ」

　真帆が声をあげると、副社長の眉がぴくりと動いた。

「やっぱり、お砂糖とミルクが必要だったんですね！　失礼しました、すぐにお持ちします」

　今の真帆に彼が要求するなにかがあるとすればそれくらいだと思った。

　前のボスの茂木も朝は必ずコーヒーを飲んでいたが、その日の気分によってブラックだったりカフェオレみたいに甘くしたりしていたものだ。だから一条はブラックと言ったけれど今日は甘い気分だったんじゃないかしらと真帆は思ったのだが、どうやらハズレだったようだ。

　副社長は無言のまま首を振ると、「いやいい」と呟いて真帆から視線を逸らした。そしてそのまま真帆などいないかのようにパソコンに視線を向けた。

　もうお前に用はないと言いたげな横顔にもう一度一礼してから真帆は部屋を出た。

　ものすごくイケメンだけどとにかく怖い、あんな人が上司だなんてちょっと先が思いやられる……そんなことを思って真帆は誰にも気付かれないようにこっそりとため息をついたのだった。




　その日の午後の出来事だった。

「君が、新しいアシスタントかな？」

　自席で一条から渡された顧客リストとにらめっこをしていた真帆は、声をかけられて顔を上げた。いつのまにか、白髪の男性が秘書室に入ってきている。

「あ、はい」

　新しいアシスタントには違いないが、正体不明の男性になんと答えていいのかわからないまま、真帆は一条に視線を送る。一条が真帆同様驚いた様子で立ち上がり、もっと驚くべき言葉を口にした。

「社長、どうされました？」

　それを聞いた真帆は、声も出ないままに立ち上がる。そういえば、会社のホームページに載っていた社長の写真と同一人物だ。だが実物は、写真よりも優しそうな印象だった。さっきから真帆に、にこにこと笑いかけている。

「き、気が付きませんで、申し訳ありません」

　真帆は慌てて頭を下げるが、藤堂社長がそれを鷹揚に止めた。

「いやいや、気にせんでくれ。急に来て申し訳ない。息子の秘書室に新しいアシスタントが入ったというから会いに来たんだ」

「え!?　あ、ありがとうございます！」

　真帆は真っ赤になってしまった。

　いきなり社長が目の前に現れただけでも驚いたのに、わざわざ真帆に会いに来たのだと言われて、気が動転してしまう。

　そもそも藤堂不動産のような大企業のトップが、一社員の採用を把握しているというのも驚きだ。

　その時、副社長室のドアが開いて蓮が現れた。一条が内線で知らせたのだろう。

「社長、急に来られては困ります」

　ぶっきらぼうに言う彼を見て、真帆はさっき藤堂が「息子」と言ったのを思い出した。彼は副社長の社長に対する態度とは思えないくらいに不機嫌だが、親子ならそれもありなのかもしれない。

　それにしても、なにもそこまでというくらいに蓮は藤堂を睨んでいる。親子の仲は悪そうだ、と真帆は思った。

　藤堂は、そんな息子を鬱陶しそうに見て無視をした。

「えーと君、名前は……」

「あ、い、入江真帆です！　よろしくお願いします！」

　真帆は慌てて自己紹介をした。緊張で少し大きな声になってしまう。藤堂がにっこりと微笑んだ。

「元気だなぁ」

　対照的に蓮は、相変わらずの仏頂面である。それはそれで気にはなるが、真帆は今は藤堂に見習って無視をすることにした。

「はい！　丈夫なだけが取り柄です！」

　はははと藤堂が、声をあげて笑う。

「丈夫なのは大事だよ。いや、かわいらしいお嬢さんだ！」

「社長、社員に対してそのような発言は……」

　からからと笑う藤堂に、一条が苦々しい表情で止めに入った。

「相変わらず頭が固いなぁ一条は。いいじゃないかべつに」

　藤堂が、一条を鬱陶しそうに見て口を尖らせる。そんな仕草はとても大企業の社長のものとは思えなくて、真帆はくすくすと笑った。

「入江君、息子を頼んだよ。君には期待しているからね」

　優しそうな眼差しを受けて真帆は力強く頷いた。どうやら藤堂は息子である蓮が心配で自分に会いに来たようだ、と真帆は合点する。いい歳をした息子に、少々過保護だと思えなくもないが自身の母の小夜子を彷ほう彿ふつとさせるものもある。なんだか少し親近感が湧いてしまった。

「はい！　精一杯、頑張ります」

　真帆が元気よく答えると、藤堂は満足そうに微笑んで帰って行く。

　それを見届けてから振り返ると、相変わらず仏頂面の蓮と目が合った。まるで余計なことを言うなとでも言いたげに睨まれて、思わず真帆は、なんですか？と尋ねてしまいそうになる。入社一日目で少々萎縮してしまっているが、もともとは気が強い方なのだ。理不尽に睨まれては黙っていられない。

　けれど真帆が口を開く前に、蓮は踵きびすを返して副社長室へ消えていった。

　やや乱暴に閉められたドアを見つめて、真帆はため息をついて呟いた。

「全然、似てない親子なのね」

　隣で一条がくすりと笑った。










交差する思い




　副社長である蓮との初対面はお世辞にも好印象とは言えなかったものの、その他の面では真帆の仕事は順調にスタートした。

　大企業の副社長である藤堂蓮は、ずば抜けて優秀な人物だった。日中は分刻みで動きまわり社内社外の業務を次々とこなしてゆく。隙間の時間も惜しむように人に会い、今後の事業の展開に活かすのだという。

　その蓮がスムーズに業務をこなせるように、あらゆる方面に気を配ってゆくのが秘書室の最大のミッションだ。それは簡単ではないがやりがいのある仕事だ、と真帆は思った。

　直属の上司にあたる一条の指示は具体的かつ的確で、アレやソレといった言葉がほとんどだった茂木弁護士よりもわかりやすい、それも真帆にはありがたかった。

　一週間もすると秘書室内の物の場所も習慣も把握でき、徐々に自分の頭で考えて動けるようにもなってきた。

　一方で、副社長である藤堂蓮と真帆の距離は、相変わらず天と地ほどもあるように思えた。唯一、朝コーヒーを持って行く時だけが真帆と彼がまともに顔を合わせる時間だが、しかめっ面は相変わらずでいつも不機嫌そうに真帆を睨む。初めの頃は自分になにか不満でもあるのだろうかと訝しんだ真帆だったが、一条が言った通りジッと見るのは彼のクセなのだと思うようにしてやり過ごした。

　実際、彼が真帆になにか小言を言うわけではないのだからそれでよかったのだろうと真帆は思う。なにしろ初日の謎かけのような言葉以来、彼が真帆に話しかけることもなかったのだから。

　副社長秘書室にいるはずが、肝心の副社長とはほとんど口をきかないという奇妙な状態が二週間ほど続いたある日、ついに蓮と真帆が言葉を交わす機会が訪れた。

「なにをしている」

　役員室が並ぶ長い廊下を、エレベーターへ向かって歩いていた真帆は、声をかけられて振り返る。廊下には真帆以外誰もいないのだから、さっきの言葉が自分にかけられたことは明白なのに、真帆はそのまま固まってしまって答えられないでいた。声をかけたと思わしき人物が、副社長である蓮だったからである。

「なにをしていると聞いている」

　いつまでも言葉を発しない真帆に焦れたように、蓮が重ねて問う。

　真帆はハッとして頭を下げた。

　副社長室は秘書室と隣接しているが、直接廊下にも出られるようになっている。蓮は、一条を連れている時以外は大抵秘書室を通らずに外へ行くようで、顔を合わせる機会すらあまりなかった。

「お、お疲れさまです。副社長、昼休憩ですので……」

　社食へ行きますと言いかけた真帆に、不機嫌そうな蓮の言葉が被さる。

「それはなんだ」

「……え？」

　蓮の視線は、真帆が持っているある物に注がれている。秘書室で出たシュレッダーゴミだった。通常各課で出るシュレッダーゴミは、総務に内線をかければ取りに来てくれる。

「シュレッダーゴミです」

「そうじゃない、なぜ君が持って行くのだと聞いている。総務に言えば取りに来るだろう？」

　そんなことも知らんのかとでも言いたげな口ぶりの蓮に、真帆はほんの少し反発を覚えた。

「それは知っていますが、どうせ今から社食へ行くのです。総務課は同じ階ですから、わざわざ来ていただく手間が省けるかと思いまして」

　いけませんか？という言葉を飲み込んで、真帆は蓮を見つめた。

　役割分担は必要だ。でも杓しゃく子し定じょう規ぎにやっていては却って非効率という場合もあるだろう。普段は真帆に無関心なくせに、シュレッダーゴミくらいで目くじらを立てないでほしいとも思った。

　一方で蓮の方は、真帆のそんな内心とは別の部分に引っかかりを感じたようだった。

「……君が社食に行くのか？」

　はぁ？と真帆は心の中で聞き返す。社員が社食へ行く、それのなにが不思議だというのだろう。

「いけませんか？」

　今度は口に出てしまった。

　真帆の言葉に、蓮は意外そうに眉を上げる。それに気が付かないフリをして真帆は言葉を続けた。

「秘書室の人間は、社食へ行ってはいけないのでしょうか」

　そんな決まりがあるはずがないと思いながら真帆は尋ねてみる。果たして予想通り、蓮は「いや」と呟いた。

「もちろん君は社員なのだから、社食に行ってもらっても構わない」

　蓮がそう言ったのを聞いて、すぐさま真帆は反抗的とも取れる態度をとってしまったと後悔をした。

　真帆の悪いクセなのだが、小さなことでも押さえつけられるように言われると、心の中の反骨心がむくむくと目を覚まして、黙っていられないタチなのだ。亡くなった父にはよく注意されたものだ。

　ほとんど接触がないとはいえ彼は上司なのだから、このような態度をとるべきではなかった。気を悪くしてお前のようなアシスタントはいらんと言われたらどうしようと思い恐る恐る彼を見ると、あの鋭い視線と目が合った。

　怒っているというよりは、少し不思議そうな色を浮かべている彼の瞳に、真帆は初対面の時を思い出す。確かあの時も彼はこのような視線を真帆に送って、それで謎かけのような言葉を口にしたのだ。

　そうしてしばらくは、気まずい空気がふたりの間に漂う。

　先に視線を外したのは蓮だった。

「お疲れさま」

　そう言って長い足で真帆を追い越してエレベーターに向かう。その彼が、すれ違いざまに真帆の頭に触れた。

　そのまま遠ざかる後ろ姿を見ていた真帆は、彼がポケットに手をやったのを見て、ようやく頭に付いていたシュレッダーゴミを取ってくれたのだと気が付く。けれど「ゴミを下さい。袋に入れますから」と真帆が声をかけるより早く、蓮はちょうどきたエレベーターに乗ってささっとひとり降りて行ってしまった。

　触れられた頭に手を置いて、真帆はしばらくその場を動けないでいた。




「会社にはもう、慣れました？」

　シュレッダーゴミを総務に持って行って記録簿を書いていた真帆は、声をかけられて顔を上げた。

　総務課の遠とお山やまゆかりだった。

　彼女は備品の補充などでよく顔を合わせる人物で、秘書室という比較的閉ざされた空間にいる真帆にとっては、社内での唯一の同性の顔見知りだ。記録簿を書き終えてから真帆は頷いて微笑んだ。

「はい、とりあえずは」

　ゆかりは、ふふふと笑って意味ありげに真帆を見ている。

「それはよかった。でも羨ましいな、入社早々、副社長の秘書室勤務なんて。副社長ってどんな感じなんですか？」

　唐突に投げかけられた質問に、真帆はやや面くらって目をパチパチとさせた。

　ついさっき廊下で彼と交わした言葉が思い出された。

「どう……って？」

　ゆかりは、綺麗にカールされた茶色い髪を揺らしてまたふふふと笑う。

「副社長って、女性にすごく優しいって噂だけど本当ですか？」

「え……？」

　呟いたまま真帆は固まってしまう。

　一瞬彼女が人違いをしているのではないかと思った。だって、あの不機嫌がスーツを着て歩いているような藤堂蓮が、女性に優しい？

「以前、秘書室にいたお姉さま方が騒いでたんです。目つきは鋭いし仕事には厳しい方だけど、業務を外れた時はさりげなく気配りしてくれてとても優しいんだって」

　頷くことも首を振ることもできずに真帆は彼女の言葉に耳を傾ける。

「コーヒーを持って行ったらありがとうって微笑んで言ってくれるし、重い物は代わりに持ってくれたりするって自慢してました。しかも独身だし……。でもまぁ、よく考えたら男性としても人としてもあたりまえの行動ですけどね。それができない上司が多いですからね～」

　ゆかりは眉を寄せてため息をついた。

「……ここだけの話、うちの課の課長もひどいんですよ」

　真帆は、部屋の一番奥に座る四十がらみの男性に目をやりながら、心の中ではまったく別のことを考えていた。

　コーヒーを入れたらありがとうと微笑む？　あの副社長が？　さっきサンタクロースみたいにゴミを運んでいた真帆を置いてさっさと行ってしまったあの……？

「あぁ、私も副社長みたいな上司だったら毎日ご機嫌に働けるのになぁ」

　うっとりと頬を染めるゆかりを見つめるうちに、真帆の心の中にもやもやとしたものが広がってゆく。彼女が人違いをしていないとしたらその噂と自分が見たものは、かけ離れすぎているように思った。

　入社以来、彼の朝のコーヒーは必ず真帆が入れているというのに、「ありがとう」とお礼を言われた記憶は一度もない。ましてや笑いかけてもらったことも。

「副社長って、意外と人見知りされるタイプなんでしょうか」

　無意識に真帆は呟いていた。だって、そうじゃないと納得がいかなかった。真帆はまだ入社したてだから、彼に冷たくされているのだと。

　しかし真帆の言葉を拾って、ゆかりが声をあげた。

「まさか！　副社長は、欧州で生活されていた経験がおありで、とても社交的な方だそうですよ。その交友関係を活かした事業展開もうちの会社ではたくさんあるくらいですから。……入江さん？」

　自然と苦々しい表情になってしまっているのだと気が付いて、真帆は無理やり笑顔を作った。

「そうなんですね。私まだ日が浅いから、副社長とはほとんどお話する機会もなくて、よくわかりません」

　言いながら、口の中に苦いものが広がってゆくような感じがした。真帆を無用に睨むのも、言葉をかけないのも、すべて彼自身がもともとそういう人なのだと思っていたからこそ気にならなかったのだ。

　これがもし、真帆にだけ冷たいのだとしたら……。

　だがそこまで考えて、真帆は自らの考えを否定するように首をぶんぶんと横に振った。まさか、そんなことがあるはずない。真帆は彼とは知り合ったばかりなのだ。疎ましがられる理由なんてどこにもないはずだ。

　総務課を出て社食へ向かう途中も、真帆はもやもやとゆかりの話の内容を反はん芻すうしていた。そして食券を買おうと並んだ列で、女性社員の三人組がきゃあきゃあとかしましく話しているのが耳に入った。

「聞いて聞いて、さっきエントランスで副社長に会ったの！」

「えー！　珍しいじゃない、外にランチかな？　たまーにあるよね」

「そうなの、すっごくラッキー！　相変わらずため息が出るほどカッコよかったわ！思い切ってお疲れさまですって声をかけたら、お疲れって笑ってくれたのぉー！　はぁ～めちゃくちゃ素敵だったぁ」

「えぇーいいなぁ!!　副社長って声をかけると必ず気持ちのいい対応をしてくれるよね。私も前にさぁ……」

　彼女たちの話の続きを聞きたくなくて、真帆は食券の列から外れた。すっかり食欲がなくなってしまった真帆は、エレベーターに乗ってビルを出る。そして近くのコンビニを目指した。

　藤堂不動産の社食は安くて美味しいと評判で、真帆は毎日の日替わり定食を楽しみにしている。

　でも今日は、全部食べられそうにないと思う。

　ひたすらコンビニへの道を早足で歩きながら、真帆は頭の中のもやもやをなんとか払い除けようとした。

　彼女たちの話が本当だとしても、べつに構わないじゃないか。

　直属の上司である一条の真帆に対する態度は丁寧なのだし、後のふたりも親切にしてくれている。あまり関わりのない蓮に、冷たくされたからといってそれで日中の業務に差し障りがあるわけじゃなし。

　けれどどうにもうまくいかないうちに、目指すコンビニの前に数人の社員が集まっている光景を目にして、真帆は足を止めた。

　蓮だった。

　何人かの社員と思しき男女に囲まれながら、こちらへ歩いてくる。

「副社長がコンビニに来られるなんて珍しいですね」

　などと声をかけられながらにこやかに話をしている。

　その様子を見つめながら、真帆は自分が彼の笑顔を見ること自体が初めてなのだと気が付いた。

　あんなに柔らかい雰囲気の彼は初めて見る。でもそれが他の社員にとってはあたりまえなのかもしれないと思って、真帆の胸がチクリと痛んだ。




　コンビニでコーヒーを買って副社長室へ戻った蓮は、ポケットから出した白い小さな紙片を、ジッと見つめていた。

　コーヒーくらい秘書室の誰かに声をかければ、入れてもらえるのは承知だ。ただ今日はあいにく一条も、男性アシスタントふたりも、この時間は秘書室にいないとわかっていた。

　と、なると必然的に新しいアシスタントの入江真帆に頼むか、自分で入れるか……自分で入れること自体はよくあるのだが、どちらにしても真帆と話をしなくてはならないような気がして、蓮は、気分転換を兼ねてコンビニへ行こうと部屋を出た。

　それなのに。

　廊下に出た蓮の目に飛び込んできたのは、サンタクロースよろしく白い袋をよいしょよいしょと運ぶ真帆だった。小柄な身体に細い腕では、けして軽くはないだろうその袋を持って歩く姿に、なぜか蓮は軽い苛いら立だちを覚え、思わず声をかけてしまった。

　本当はそんな仕事はしたくないのだろう、君は苦労知らずのお嬢様なのだから、と言ってしまいそうになりながらシュレッダーゴミを運んでいるわけを問いただす蓮に、彼女は毅き然ぜんとした態度で言い返してきた。一条以外の他の社員には努めてしないように心がけている、蓮の不機嫌丸出しの問いかけに言い返せるのは、一条か父親くらいのものなのに。

　やはり小鳥遊グループの令嬢は気位が高いのだ、と思いたかったが無理だった。どこの世界に、シュレッダーゴミを担いだご令嬢がいるというのだ。

　だが考えてみれば、彼女には初めからずっと違和感を抱いていた。

　初出勤だったあの自己紹介の時、蓮は自分でも不思議に思うほど彼女に目を吸い寄せられていた。紺色のシンプルなスーツに包まれた小柄でほっそりとした身体。肩のあたりで清楚に切り揃そろえられた柔らかそうな黒い髪。くりくりとした大きな瞳は緊張からか少し潤んでいた。『入江真帆です』と言った少し高い声は、その日の晴天の空のように清々しいと思った。

　およそ蓮が想像していた〝小鳥遊グループの令嬢〟のすべてから、彼女はかけ離れていたのだ。しかも、簡素な自己紹介が終わると、さっさとこちらに背を向けて出て行こうとする始末だった。

　父の話によると、見合いの件は蓮だけでなく相手も知っているという話だったはずだ。そういう共通の認識があるならば、もう少しなにか言ってもよさそうなものなのにと思って呼び止めてみると、彼女はまったくトンチンカンな答えを口にした。

　けれど後から考えてみれば、いったい自分は彼女からどのような言葉が出れば満足だったのだろう。

　そしてあの日から蓮は、得体の知れない苛立ちに悩まされ続けている。

　毎朝コーヒーを持ってくる彼女が、今日こそはなにか言うのでないかという蓮の期待とも恐れともいえる気持ちは、見事に裏切られ続けている。そして真面目に秘書業務に勤しんでいるという一条からの報告を、疑わしい気持ちで聞いていた。それが本当であるならば、君はいったいなにをしにここへ来たのだという言葉を、何度飲み込んだことか。

　ある意味で、シュレッダーゴミを昼食のついでに総務課へ持って行こうとする姿は、一条の報告を裏付ける行動だというのに、蓮はまったく納得がいかなかった。自分の中にある感情の正体を知りたくないと、彼女から逃げるようにエレベーターを目指したくせに、黒い艶のある髪に乗った白い紙片を思わず摘み上げてしまった。

　本当は、その袋ごと持ってやりたいと思った。

　彼女がしようとしていることは、正しい。課ごとの役割はあるものの、互いにそれを踏まえて補い合うように行動すれば、仕事は円滑にまわる。であるならば、力があり下の階へ行く蓮が代わりに持ってやるのが、当然のように思えた。

　だが蓮はそれをしなかった。

　今まで意識して彼女と距離をとるようにしていた自分の意地がそうさせなかった。今から考えてみれば大人げなかったと蓮がため息をついた時、ノックの音がして一条が入ってきた。そして小さなゴミを持ったままの蓮に、不思議そうな視線を送った。

「どうした」

　蓮はそのゴミをゴミ箱へ捨てた。

「午後の法務部長との打ち合わせがキャンセルになりました」

　一条は、「そうか」と頷く蓮の机にあるコンビニのコーヒーを見て、再び動きを止めている。

　蓮は舌打ちをしたくなった。勘のいい一条に真帆を避けてコーヒーを買いに行くという大人げない行動をとったことを見透かされているようで苦々しく思う。

　けれどふと思いついて口を開いた。

「一条」

「はい」

「あの新しいアシスタントだが……」

「入江さんですよ、副社長。もう二週間も経つのですから、名前でお呼び下さい。普段から社員を大切にされているあなたらしくもない」

　ぴしゃりと言う一条が憎らしくて、蓮は唇を歪ゆがめる。

「入江……さんは、本当に小鳥遊会長のところのお嬢さんなのか。それにしては苗字が違うが」

　蓮は、今更だと内心で自嘲しながら尋ねる。

　心のどこかで「小鳥遊家とは関係のない方で手違いで入社されたようです」というありえない回答を望んでいる自分がいる。そうであれば、他の社員と同じように接することができるのだ。あの重そうにしていたシュレッダーゴミも持ってやれる。

　だが一条はシルバーの眼鏡を手で押さえて頷いた。

「間違いなく小鳥遊家のお嬢様です。一日目の面談の際に不ぶし躾つけかと思いましたがご本人に確認させていただきました。苗字が違うのは母方が小鳥遊家にあたるからだそうですよ」

　一条は眼鏡の奥の瞳を興味深げに瞬かせる。

「なにか不明点があるなら直接お話されては？　呼んで来ましょうか」

　いやいい、と蓮は首を横に振った。

　わかっていたはずの事実に、これほどまでに落胆を覚える自分に、戸惑うばかりだ。でもそうであるならば、なぜ彼女はあれほど清々しいまでに蓮へ興味を示さないのだろう。ひょっとして彼女もこの見合いに前向きではないのだろうか。潰したいと考えていてわざとその話をしないようにしている……？

　そんなことをぐるぐると考えていると蓮の携帯が鳴った。

　蓮は、もやもやとする気持ちのまま、無理やり頭の中から彼女を追い出す。そして視線だけで一条を下がらせると、携帯をタップした。




　ゆかりから聞いた蓮の噂話は、いくら気にしないようにしていても真帆の頭から離れなかった。

　真帆は彼に入社の日以来苦手意識を持ってしまって、なるべく関わらないようにしている。でもゆかりの話を踏まえて見てみれば、違って見えてくるから不思議だった。

　確かに彼は業務には厳しい。だが理不尽に部下を叱ることはなかった。そして休憩時間などは、田中や佐藤と気さくに談笑する姿も見られる。

　企画部や営業部の会議では、イレギュラーな社員からの意見も真摯に耳を傾けて、けしてないがしろにはしない。たくさんいる社員の顔と名前も、一致しているようだった。

　そんな姿を見るうちに、真帆の中に奇妙な不満が溜まってゆく。

　自分にもその笑顔を向けてほしい……。

　他の人みたいに言葉を交わしたい。

　そんな風に思う瞬間もあるくらいだった。だが相変わらず真帆には必要最低限の……いや、それ以下の対応だった。

　仕事熱心で部下に慕われる上司の顔と、必要以上に不機嫌な上司の顔、いったい本当の彼はどっちなのだろう。

「入江さん、今から池いけ内うち専務が来るから、コーヒーをお願いできるかな」

　声をかけられて、真帆はパソコンから顔を上げた。副社長室のドアから蓮が顔を出している。

「あ、はい」

　すぐに真帆は返事をして立ち上がる。他の秘書室のメンバーは出払っていた。

　給湯室でコーヒーを入れていると、秘書室の方で専務の池内が入ってくる声が聞こえる。蓮が自ら出迎えているようだった。

　会社の備品にしては高級な来客用のコーヒーカップにいい香りのするコーヒーをふたつ入れる。池内は甘党だからひとつには砂糖を二本付けて、もうひとつにはなにも付けない。それをお盆に載せて真帆が振り返ったちょうどその時、急に給湯室のドアが開いた。

「ごめん、コーヒーをもうひとつ……」

「きゃっ！」

　突然現れた蓮に驚いて、真帆はビクッと身体を揺らす。ガチャンと音を立ててコーヒーはお盆の上で崩壊した。

　その拍子に、熱いコーヒーが真帆の手にかった。

「あつっ……！」

　思わず手を離しそうになって、真帆はそれをなんとかこらえた。高級なカップを割るわけにはいかない。すると蓮が素早く真帆からお盆を取り上げて、適当な場所へそれを置くと今度はコーヒーがかかった真帆の手を取った。

「きゃっ！」

　声をあげる真帆を無視して、蓮は流しの蛇口から水を出すとそこへ真帆の手を突っ込んだ。

　突然のことに目を白黒させて反射的に真帆は抵抗してしまうが、後ろから抱き抱えられるように押さえられてしまい、どうすることもできない。けれど流水に当てられている自分の手を見て、蓮が火傷にならないように冷やしてくれているのだと気が付いた。

「ふ、副社長、……あの大丈夫です」

　真帆は掠かすれた声でようやくそれだけを言う。自分の身体を包み込む香りが、毎朝コーヒーの時間に感じる副社長室のものだと気が付いて、頬が熱くなった。

「ダメだ、しばらくはこのままでいろ。火傷を甘くみたら後でひどくなるぞ」

　低い声が耳元で聞こえて真帆の鼓動が急に速度を上げてゆく。手を引こうにも強い力で押さえられて動かせなかった。

　よく見ると、彼の上等のスーツの袖も濡れている。とっさの出来事で腕まくりをできなかったからだ。

　真帆の胸が熱くなった。

　部下に慕われる上司の顔と不必要に不機嫌な上司の顔……いったいどちらが本当の彼の顔なのだろう？

　ここ最近、真帆を悩ませていた問題の答えが出たような気がした。

　真帆が身体の力を抜いて素直に手を冷やしていることを確認すると、蓮がゆっくりと離れた。

「十五分はそのままだぞ。わかったな」

　ぶっきらぼうに言って、一旦副社長室へ行くと来客になにか言っているようだった。そして再び戻ると、自らコーヒーを入れ直している。その姿を見つめるうちに、真帆は自分の中に積もっていたあの不満が消えてゆくのを感じていた。

「痛むようなら、半休を取って病院へ行きなさい。跡が残らないように」

　再びぶっきらぼうに言って、スーツの背中はドアの向こうへ消えていった。

　蓮の適切な処置のおかげでコーヒーがかかった手はひどい火傷にはならず、跡も残らなかった。

　なぜかはわからないけれど、真帆はそれを少しだけ寂しいと思った。




　まただ、と蓮は心の中で呟いて、足を止めた。

　ある日の午後、役員室が並ぶ最上階の廊下で、蓮はまたもや入江真帆に出くわしてしまった。

　副社長室は秘書室を通らなくても直接廊下に出ることができる構造だ。以前はあまり使わなかったそのドアを、最近の蓮は多用していた。秘書室を通ると嫌でも目にする新しいアシスタントを避けるためだ。

　子供っぽい意地だと自覚はしている。けれど、就職という手段を使ってまでも見合いをしにきたという彼女に、すんなりと諦めてもらうにはこれしかないと自分に言い聞かせていた。

　一方で、秘書室を通らない理由がもうひとつあることに、蓮は自分で気が付かないフリをしていた。

　相変わらず彼女は見合いに関してなにも言わない。

　副社長になる前はそれなりに女性との付き合いもあった蓮だから、口に出さなくとも女性が男性の気を引く仕草などだいたいはお見通しであるという自負があるが、彼女からはそういったものも一切感じられなかった。

　毎朝持ってくるコーヒーは、丁寧に入れられていて美味しかった。けれどそれにお礼を言うまもなく、彼女はそそくさと部屋を出て行く。意味深な視線を向けられるどころか、ろくに目も合わない始末だ。それは彼女が入社してから今までの蓮の彼女に対する態度を顧みると当然といえるだろう。わざとだとはいえ、蓮の方がもっとひどい態度だったのだから。

　そして少し前に偶然秘書室で一条と談笑している彼女を目撃してから、蓮はまたイライラに悩まされてる。

　なぜだか……本当になぜだかわからないのだが、彼女のそのようなところを見たくないと思ったのだ。自分には目も合わせない彼女が他の社員に笑顔を向けているところなど……。

　エレベーターの方からこっちに向かって歩いてくる真帆は、前が見えるギリギリの高さまでコピー用紙を抱えていた。一番上に財布を乗せているところを見ると、昼休みに社食へ行ったのだろう。そして帰りに総務課に寄って備品をもらって来たに違いない。

　コピー用紙などの備品配布は、総務課の仕事だ。シュレッダーゴミ同様、内線をかければ来てくれるはずだ。

　また真面目に仕事をしている。

　上司としてはありえないことだが、そんな風に思って蓮は苦々しい気持ちになった。

　君はいったいなにをしているんだ、そんなことをしている場合じゃないだろうという考えまで頭に浮かんで、蓮は心の中で舌打ちをした。

　では自分は彼女になにを期待しているのだろう。

「あ」

　真帆が蓮に気が付いた。そしてその拍子に過剰に積んだコピー用紙が少しずれてよろける。蓮は素早く彼女に歩み寄ると崩れかけたコピー用紙と財布を受け止める。その拍子にふわりと彼女の香りが蓮の鼻を掠めた。

「あ、ありがとうございます」

　全部落としてしまうと覚悟していたであろう真帆が、一瞬、驚いたように蓮を見て微笑んだ。

「ちょっと欲張っちゃいました」

　無防備なその笑顔に、蓮は一瞬動けなくなってしまう。この笑顔を見たかったのだと自分の中のなにかが言った。

　けれど蓮はやはりそれには気が付かないフリをした。

「副社長？」

　真帆は大きな瞳を瞬かせて蓮を不思議そうに見ている。

「いや、君は……また、総務の仕事を横取りしたのか」

　思わず見惚れてしまったことをごまかしたくて蓮は嫌味な言葉を口にした。そして同時にしまったと思って口を噤つぐむ。他の社員には絶対に言わないような言葉を彼女にだけは言ってしまう。

　だが意外にも彼女は、平然として頷いた。

「午前中に内線でお願いしたんですけど、ちょっと手がまわらないみたいでしたから」

　蓮はジッと彼女を見る。その様子から察するに、このようなことは初めてではないように思えた。

「よくあることなのか？」

　尋ねると真帆は意外そうに蓮を見て、少し考えるようにうつむいた。総務課に対する苦言になってしまわないかと迷っている様子だ。

「べつに、咎めるつもりはない。業務が滞るところがあるならそれを解消するのが私の仕事だ」

　安心させるように言うと、彼女は小さく頷いて話し始めた。

「総務課は、なぜか女性が多いですが意外と力仕事も多いですから。そういう業務は滞りがちになるのではないでしょうか。仕事の上では男も女も関係はないだろうという考え方もありますが、やっぱり重たい物は女性はいっぱい持てませんから、その分時間はかかります」

　真帆の言葉に、今度は蓮が考え込んだ。確かに総務課には女性が多い。男女平等とは言いつつも不動産業の世界はまだまだ男性優位な側面があるのが実情で、自然と男性社員は営業部などに集められる。

　必然的に表に出ない総務課などに女性社員が偏るのだろう。それが致し方ないというならば、総務課の業務内容を見直すべきかもしれない。そんなことを考えながら、蓮は真帆をジッと見つめる。

　会社の業務に対する改善点は、漫然と過ごしていては気が付かないものだ。総務課長からは上がってこなかった建設的な意見を彼女が言ったということは、彼女がしっかりと頭を働かせながら業務にあたっているという証拠だ。

　いよいよ認めないわけにはいかなくなってきた、と蓮は思う。

　見合いのために来たはずの彼女が、しっかりと仕事をしているという事実を。

「なるほど。ちょっと考えた方がいいかもしれない」

　そう答えると彼女は安堵したように口元を綻ばせる。そして蓮が持っているコピー用紙の束に手を伸ばした。

　それに蓮は軽い苛立ちを覚えた。

　まさかこのまま自分がコピー用紙を、真帆に運ばせるとでも？

　蓮は黙って財布だけを渡すとコピー用紙は持ったまま秘書室へ歩き出す。

「あ、持っていただけるんですね」

　思わず出たような呟きを背中で聞いて振り返ると、しまったという様子で真帆が口を押さえている。その目を丸くしている様子に蓮は思わず吹き出した。

　うすうす気が付いていたけれど彼女には思ったことがすぐに口から出るクセがある。それは若い彼女の直すべき点かもしれないが、なぜか蓮には好ましく思えた。

　蓮が笑ったことに安堵したのか、それともつられたのか、真帆も財布を口元に当ててくすくすと笑い出した。

「すみません」

　そう言いながらも反省している様子はない。

　その笑顔に、くだらない意地を張るのはやめた方がいいかもしれないと蓮は思った。










変化




　さらに数週間が経った。

　真帆の気のせいでなければ、蓮の行動には少しだけ変化があった。よく秘書室へ出て来るようになったのだ。そして一条と打ち合わせたり、資料の確認をしたり、直接ふたりの男性アシスタントに指示を出したりすることもあった。そんな姿はとても自然で、もしかしたらここ最近彼が副社長室にこもっていたのは、新しく入った真帆を避けるためだったのではないかと思うくらいだった。

　相変わらず真帆には声はかからなかったが、まだ入社したてでやれる仕事が少ないのだからそれはそれで仕方がないと思った。

　一方で、総務課で滞りがちだった力仕事や危険な仕事に関しては、外部委託も視野に入れた洗い出しが始まったとゆかりから聞かされた。

　なにもできない新入社員の真帆の意見も彼は無視しなかったのだ。

「副社長、法務部長からの会議資料が届いておりますので来週の会議までに目を通しておいて下さい。入江さんはそれまでにこれを十部刷って製本してくれる？」

「はい」

　一条が資料の束を蓮と真帆それぞれに渡す。

　蓮がその資料を見て舌打ちをした。

「いつものことながら、わかりにくい資料だな」

　法務課からの資料は『不動産取引に絡む昨今の法改正について自社での対応を検討する』という内容だった。確かに内容もさることながら、資料自体がひどくわかりにくい。

　まがりなりにも大学で法律を勉強した過去があり、法律事務の経験を積んだ真帆でもわかりにくいと感じるのだから、あくまでも経営のプロであり法律の専門家ではない蓮は、尚更そう感じるはずだ。

　そうは言っても、彼がこの資料の内容を理解しないまま会議に臨むはずもない。徹夜をしてでも専門書を読んで必ず会議に間に合わせることを真帆は知っている。

　真帆の蓮に対する気持ちはまだ複雑だけれど、彼が仕事には少しも手を抜かない優秀な経営者である、という事実は認めないわけにはいかない。

　そしてたくさんの案件を抱える彼だからこそ、このわかりにくい資料を読み込むためだけに多くの時間を使うのは勿もっ体たいないような気がして、思わず真帆は口を開いた。

「あの……」

　蓮と一条が同時に真帆を振り返る。ドキドキと胸が鳴った。

「た、確かにこの資料は少しわかりづらいように思えます。専門の方が書くとこうなりますよね。私、このあたりの改正に関しては把握していますので……あの、もしよろしければ副社長が読まれる用に、少しまとめてみようと思うのですが、いかがでしょう……？」

　突然の真帆の申し出を、ふたりはやや唖然として聞いている。

　先に反応したのは一条だった。

「そういえば入江さんは法学部でしたね。さらにいえば前職は法律事務所……できそうですか」

　真帆は頷く。

「やってみます」

「ではお願いします」と言う一条の向こうで蓮が、「法律事務所……」と呟いた。真帆は聞こえないフリをしてパソコンに集中する。

　蓮に掴まれた火傷にならなかったはずの右手がうずいた。

　彼にどう思われているかはわからない。それでも自分が彼のためにできるなにかがあるのであれば、やろうと思った。




　秘書室の窓から見る都心の夜景は絶景だ、ということに真帆はこの日初めて気が付いた。昨今の働き方改革の影響で、藤堂不動産では十九時以降の残業は厳しく制限されている。

　もちろん役員はその枠から外れるわけだから、一条などは昼も夜もなく働く蓮に付き添っているが、アシスタントである真帆は今日が初めての残業だった。

　昼間任された資料作成のためである。

　法務課との会議は来週だが、それまでに蓮が目を通すのであれば、真帆の方の資料は一両日中にも仕上げる必要があるだろう。

　真帆はそのために一条に残業を願い出た。そして今はひとり、宝石箱みたいな窓を横目にパソコンと睨めっこである。

　佐藤と田中はもう帰ったし、蓮と一条は業界団体の会合へ出席して、そのまま直帰するという話だ。

　静かな部屋にパチパチとパソコンを打つ音だけが響いていた。

　真帆はこういった作業が好きだった。

　大学時代は、司法試験は無理でもなにか法律系の資格を取ろうと思っていたし、四年生になったら茂木のゼミに入るべく学部の授業も真面目に出ていた。働くようになってからはゆっくりとなにかに取り組む時間は取れていなかったが時々でもこういう仕事があればいいのにと思う。

　蓮の自分に対する扱いにわだかまる気持ちはもうほとんどない。彼が尊敬すべき経営者であるという事実が、真帆の中に歴然として存在するからだ。誰よりも意欲的に案件にあたり妥協を許さない仕事ぶりは、真帆の中の御曹司というイメージをことごとく覆した。副社長という地位にもけして胡座あぐらをかくことなく動き回る姿には、そこはかとない憧れすら感じる。

　だからこそ。

　縁故採用という手段を使って、彼の秘書室に入り込んでしまった自分を申し訳なく思う。

　秘書室ここは、本来は精鋭の集まりでなくてはならないはずなのだから。

　実力も経験もない真帆は、ここでは邪魔にしかならない。それでもすでに来てしまった以上、せめて目の前にある仕事をひとつひとつ確実にこなしてゆこうと真帆は心に決めた。

　そしていつか一条のように彼を支えられるような秘書に……。

　だがそこまで考えを巡らせて、真帆は自分の中の変化に驚いた。

　彼は自分にとって不機嫌で接しづらい、なるべく関わりたくない上司……それだけだったはずなのに、いつのまにそんな風に思うようになったのだろう。

　そんなことをぐるぐると考えながら、真帆は手を止めてデータを保存した。集中して作業したかいがあって、資料はほぼ出来上がった。あとは誤字脱字のチェックをするだけだと思いプリントアウトして、時計を見るとちょうど二十時を回ったところだった。

「うーん……」

　ドアの横にあるプリンターへ出力した資料を取りに行き真帆は大きく伸びをする。誤字脱字のチェックは明日にして今日はもう帰ろうと思ったその時、ドアが開いた。

「きゃっ！」

「おっと」

　蓮だった。

「あ、お、お疲れさまです」

　真帆は伸びていた背を正して頭を下げた。彼は会合へ出て行った時のスーツ姿のままだった。会合が終わったら直帰と聞いていた真帆は突然蓮が現れたことに驚いたが、彼が普段愛用しているタブレットを手にしているのを見て、まだ仕事をするつもりであると気が付いた。

　働き方改革などといって社員を早く帰らせても、蓮のように大企業を動かす立場の人間には、やることなど際限なくあるのだろう。もしかしたら、いつもこうやって夜遅くまで業務にあたっているのかもしれない。

「まだいたのか」

「は、はい。法務課の資料を作っていました。早い方がいいと思いまして。あの、もちろん室長の許可はとってあります」

　シュレッダーゴミの時のことが頭に浮かんで、真帆はなんだか言い訳のような言葉を口にしてしまう。相変わらずの射抜くような視線が痛かった。

「でももう、あらかた完成しましたのでそろそろ帰ろうと思っていたところです」

　蓮の視線が、プリンターにできたてほやほやで置いてある資料に移った。

「見せて」

　そう言って自分でプリンターへ向かおうとする蓮を、真帆は慌てて止める。

「で、でもまだ、誤字脱字のチェックが終わっていないんです」

　そんな真帆を蓮は一瞬チラリと見たが、結局資料は奪われてしまった。そしてそのまま適当な椅子に座ると、長い脚を組んで読み始める。

　蓮のフットワークの軽さは社内でも社外でも評判だった。とにかくレスポンスが早い。蓮のところへは内外からたくさんの話が集まるが、彼はそれをよほどでない限り〝保留〟にはしない。大抵はすぐに話を聞いて決断を下す。それができない時もいつまでに必ずと期限を決めて早期に問題にあたる。

　真帆の資料を明日見ておくなどという悠長なことを言わないで、その場で目を通すという行動も、普段の彼からしてみればあたりまえだった。今彼が目を通して、まだ不明点があるのであれば、真帆は明日中には補充の資料を作れるのだから、効率的といえば効率的だ。

　真帆は諦めて、蓮の隣の自分の席に座った。しばらくは、静かな部屋にぺらりぺらりと蓮が資料をめくる音だけが聞こえる。

　真帆は自分の作った資料を読む彼の横顔をジッと見つめていた。第一印象は最悪といってもおかしくないほどだったが、それでもすごくカッコいいと思ったことを思い出す。

　真帆を見る目は大抵いつも鋭くて正面からはまともに見られない。でもこうやって横から見てみると、少し茶色い色が印象的なとても綺麗な瞳だと思う。真帆は、少し前に廊下で見た彼の笑顔を、思い出していた。クセのない短い髪になぜかは自分でもわからないけれど、触れてみたいと思った。

　しばらくすると、蓮が顔を上げて真っ直ぐに真帆を見た。

　真帆は反射的に肩を揺らして身構えてしまう。なにせ今まで蓮からは好意的な言葉をかけられたためしがないのだ。

　こんな資料じゃ作らない方がましだ、無駄な残業はするな、と言われるのではないかという不安が頭をよぎる。またあの不機嫌な眼差しで睨まれるのだろうと思うと、逃げ出したくなるくらいだった。

　だがそんな予想に反して、真帆を捉えたのは意外なほど真摯な眼差しだった。

「とてもわかりやすかったよ」

「え……？」

　思わず真帆は声を漏らしてしまう。

　彼に理解してもらうための解説書なのだから、そう言われておかしいことなどなにもないはずなのに。

　蓮は再び視線を資料に落としてぺらぺらとめくった。

「よくできている。ここの……このあたりの改正点はいつも新旧がごっちゃになってまいってたんだが、表にまとめるとわかりやすいな。これをそのまま会議で使うよ。一条から法務課に話を通させるから、君は明日誤字脱字のチェックをした後、法務課と打ち合わせをしてくれ」

　そう言って蓮はもう一度真帆を見た。

　自分の耳が信じられなかった。初めて自分の仕事を蓮に認めてもらえたのだ。

　嬉しかった。

　あまりにも嬉しくてなんだか泣きそうになってしまった。こんなことくらいで大袈裟な、と自分でも思う。他の社員だったらあたりまえなのだろうが、それでも今ここで自分がした仕事を蓮が認めてくれたことで、初めて自分は藤堂不動産の本当の社員になれた気がした。

「あ、ありがとうございます」

　頬が染まるのが自分でもわかるくらい、顔が熱くなった。

　蓮はそれを見て瞳を瞬かせている。そしてあの不思議そうな眼差しを真帆に送り、資料を机に置くと、また謎かけのような言葉を口にした。

「君は本当に秘書の仕事をしに来たんだな」

　あたりまえじゃないですか、という言葉を真帆はかろうじて飲み込んだ。

　秘書室の人間に秘書の仕事をしに来たのかなんて、後から考えてみれば随分と馬鹿にした言葉のようにも思ったが、その時は蓮の複雑そうな表情の理由がわからずに、ただ困惑した。けれど他には答えようがなくて真帆は頷く。

「はい。少しでも早く、他の皆さんみたいに副社長をサポートできるようになりたいです」

　本心だった。社内の誰よりも精力的に動き、誰よりも会社を思う、あなたの役に立ちたい。

　蓮が不思議そうな眼差しはそのままに、力強く頷く。

「わかった」

　そして身体ごと真帆の方を向いた。

　視線を合わせて真っ正面から見つめられる。そこに、いつものあの不機嫌な色はなかった。

　さっき綺麗だと思った瞳のままに見つめられているのだと思うと、なぜか真帆の身体が熱くなった。

「私の秘書室は、ただスケジュール管理や来客対応をしていればいいというものでもないんだ」

　真帆は頷く。それはここ一カ月ほどの勤務で、真帆も理解していた。

「もちろん来客対応もスケジュール管理も大事なんだが、それ以上に私に必要なのは……君が今してくれた仕事、社内から上がってくる案件の整理だ」

　真帆は頷いて耳を傾ける。

「私は副社長といって偉そうにしているが、ただの人間だ。万能ではない。専門は経営学なんだがそれだけでは会社は動かせない」

　業界最大手のデベロッパーのいずれはトップに立つ彼に必要な知識は多岐にわたる。

　経営、法律、経理、労務……。

　すべてをひとりだけで理解するとすればとてもじゃないが業務は円滑にまわらない。

「佐藤は、経理のプロだからそっち方面の案件をサポートしてくれる、田中は、市場調査のデータに強い、一条は全般だ、今までは法務と労務案件は一条がこなしていたのだが……奴はもともと多忙だからな。今後は君にやってもらう」

「ふ、副社長！　そんな……」

　真帆は思わず声をあげてしまう。いくらなんでも大抜擢すぎる。

「こ、今回はたまたま知っている分野だったからできたんです」

「もちろん初めから全部できるなどとは思っていない。でもこれほどの資料を作れるくらいの基礎があれば、その上に実力を積み重ねていくことはできるだろう？」

　真帆の胸が、はちきれそうなほど鳴った。

「私は即戦力でないといらないなんてことは言わない」

　そうだ、業界では珍しいほど藤堂不動産は離職率が低い。

「わかりました。精一杯やってみます」

　一日でも早くあなたのサポートができるようになりたいと願った、そのスタートラインにようやく立てた。

　思わず口元を綻ばせた真帆を見て蓮が満足そうに微笑んだ。

　それを見つめながら、真帆はまた泣きそうになった。




「本日は、これからすぐ向かわれる重役会議の後、帝都ホテルの会長との会食がございます……」

　真帆が残業をした翌朝の副社長室では、毎朝恒例の一条のスケジュール確認が行われている。スカイツリーが望める足元まである大きな窓からは、梅雨の晴れ間の太陽の光がたっぷりと差し込んでいる。

「失礼します」

　真帆は許可を得てからコーヒーを片手に入室した。

　本来であれば一条が退室してからコーヒーを、というのがいつもの流れだ。だが今日は重役会議が三十分前倒しで始まる。

　真帆は、蓮がおそらく一条との打ち合わせが終了したらコーヒーを飲む間もなく会議に向かうだろうことを想定して、早めに持ってきたのだ。

　その真帆の意図はふたりともに正確に伝わっているようで、すんなりと受け入れられた。内心で少し安堵しながら、ぽんぽんと言葉のやり取りを続けるふたりを横目に真帆はコーヒーを蓮の前に置いた。

　その時。

　それにチラリと目をやって、「ありがとう」と蓮が言った。

「え……？」

　思わず真帆はそのまま固まってしまう。なにせ入社した日から今日までの一カ月間毎日コーヒーを出していたというのに、今初めてお礼を言われたのだから。

　そんな真帆の反応に、男性ふたりはこれまた驚いたようで、忙しくやり取りしていた会話をやめて真帆に注目している。

　一瞬、三人の間に微妙な空気が流れた。

　なにか言わなければと思って、真帆は慌てて口を開く。

「あ、いえ、副社長がお礼を言われるのは初めてだったものですから……」

　だが言ってしまってからすぐにしまったと思った。これじゃあまるで、今まで一度もお礼を言われていなかったことを、不満に思っているみたいじゃないか。

　確かにまったく気にしていなかったといえば嘘になるが、よりによってそれを一条の前で言ってしまったら、まるで告げ口をしているみたいだ。

　真帆は右手で口を押さえて「なんでもないです」と小さい声で呟いた。

「副社長……」

　一条がじろりと蓮を見た。

　肝心の蓮はというとバツが悪そうに視線を外している。けれどすぐに軽く咳払いして真帆を見た。

「す、すみません……」

　真帆は頭を下げた。

　また思ったままを口にしてしまう悪いクセが出てしまった。本来であれば、打ち合わせをしているふたりの会話を止めること自体があってはならないのに。

「いやそうだった、な。私の方こそ……申し訳ない」

　真帆は彼の言葉に目を見張る。まさか面と向かって謝罪されるとは思わなかった。

　嬉しいのか、恥ずかしいのかよくわからないけれど、頬が染まるのが自分でもわかった。

　一条が口元だけで笑った。

「入江さん、以前この秘書室では副社長に女性社員たちが恋をしてしまって、仕事にならなくなったという出来事がありましてね。それからずっとここには女性がいなかったものですから、少し警戒されてたんでしょう。リハビリ期間だと思って許してあげて下さい」

　一条の言葉に真帆は再び目を見張る。

　蓮は、余計な話をするなというように彼を睨んだが、なにも言わなかった。

「い、いえ、変なことを言って申し訳ありませんでした」

　慌てて言って深々と頭を下げると、真帆は逃げるように副社長室を出た。




　その日の午後、帝都ホテルの会長との会食から帰社して副社長にこもっていた蓮が突然秘書室側のドアを開けた。そして一条を見る。

「一条」

「いかがなさいましたか」

　一条はすぐに反応した。

「東朝日銀行の大おお貫ぬき頭取が一時間後にみえることになった。応接室を準備してくれ」

　蓮の手には携帯が握られている。

　おそらくついさっき、秘書室を通さずに連絡があったのだろう。

「突然ですね、なにかありましたか」

　一条が眉を寄せる。蓮は心配するなと首を振った。

「ちょっと時間が取れるから顔を見に来るだけだ。なにも準備はいらない」

　蓮の交友関係の広さは社内でも有名だ。特にビジネスの話でなくても、こうやって会いに来る大物も少なくはない。

　真帆は、手元にある水色のファイルをめくりあることを確認すると、立ち上がった。なにも準備はいらないと蓮は言ったが、大貫ほどの人物を迎えるのであればお茶だけというわけにはいかない。慌てて給湯室に向かうと、大貫が好きな老舗の和菓子メーカーの茶菓子の買い置きがあることを確認した。

　そして胸を撫で下ろして席に戻ってみると、真帆の机の上に置きっぱなしになっていた水色のファイルを、蓮がめくっていた。

「ふ、副社長……！」

　慌てて真帆はそれを取り戻そうと手を伸ばす。だが一八〇センチ以上ある蓮にひょいと避けられてしまい叶かなわなかった。

「これは君の……顧客リストか？」

　真帆が届かないところでぺらぺらと中を見ながら、蓮は真帆に問いかける。

「そうです！　か、返して下さい」

　顧客リストといっても私的なもので社内の重役、社外の顧客の飲み物や茶菓子の好み、会った時に交わしたちょっとした会話などを真帆が自分で見るためだけにまとめたものである。人に見せるようなものではない。

「ふうん。石いし川かわ常務が最近腰を痛めた話まで書いてあるじゃないか。一条、知ってたか」

　一条がいえ、と口を開いた。

「ただ常務はかわいい子が入ったなとおっしゃって、入江さんがお気に入りのようでしたから、つい会話が弾んだのでしょう」

　それをおもしろくなさそうに聞きながら、さらにページをめくっていた蓮が、あるところで手を止めて眉を寄せた。

　他でもない、〝副社長藤堂蓮〟のページだった。

「あ……」

　思わず真帆は声を漏らしてしまう。

　どんな些細なことも細々と書いてある他の重役や顧客とは違い、そのページに書いてあるのはひとつだけ。

〝コーヒーはブラック〟

　他の人とは比べ物にならないくらいの情報量の少なさに、蓮は眉を寄せたのだろう。

「なんだこれは」と言ってそのページを真帆に見せ、じろりと睨んだ。

　他の重役の腰の具合まで知っているくせに、と言わんばかりの蓮に、真帆は思わず口を尖らせた。

「し、仕方がないじゃないですか。副社長は、お茶をお入れしてもどんなお菓子をお出ししても、無表情で……なんにもわからないんですから」

　真帆の言葉に憮然とする蓮の向こうで、一条と後のふたりが吹き出した。

　蓮は、振り返って後ろを睨むが三人の笑いは止まらない。

「ははは、それは入江さんの言う通りかもしれません」

　佐藤が真帆を援護する。

「コーヒーのお礼も言っていなかったのですから、悪口を書かれていなかっただけよしとしなければ」

　一条の嫌味が炸さく裂れつした。

　蓮は眉を下げてぽりぽりと頭をかいた。

「まいったな、四面楚歌か。君はいつのまにか、秘書室のメンバーを味方につけてしまったようだ」

　そう言って水色のファイルを真帆に返す姿は、なんだかいたずらが見つかった子供のようだ。

　それがおかしくて真帆も思わず笑い出してしまった。

「おしえて下さったら、ちゃんと書きます……ふふふ」

　水色のファイルを抱きしめてくすくすと笑っていると、困ったように見下ろす蓮と目が合った。あの綺麗な瞳を瞬かせている。それを吸い寄せられるように見て、真帆は笑いを引っ込めた。

「あ、すみません」

「いや……」

　蓮が少し照れたように言って、視線を逸らした。そしてそのまま、ぽりぽりと頭をかきながら副社長室へ戻っていく。

「気を悪くされたでしょうか」

　大きな背中が消えていったドアが閉まるのを待って、真帆は一条に尋ねる。

「大丈夫ですよ。ちなみに副社長は羊よう羹かんがお好きです」

　一条がニヤリと笑った。




　蓮の真帆に対する態度は目に見えて変わり始めた。

　まず朝はコーヒーを持って行くと必ずお礼を言われる。それは真帆に指摘されたから言っているのだ、というような義務的なものではなく、彼にとってごくごく自然な行動のようだった。

　おそらくこれが本来の彼の姿なのだろう。

　真帆はいつか総務課で聞いた噂を思い出していた。あれは本当の話だったのだ。

「今日は、一日中いい天気です。傘は必要ありません」

　なんのタイミングからか、毎日こんな風にして雑談代わりにその日の天気予報を彼に伝えるのが習慣となっていった。

　それを機嫌よく聞いていた蓮が不意に真帆に尋ねる。

「そろそろ顧客リストの私のページはいっぱいになったか」

　真帆は、お盆を抱きしめて首を傾げた。

「うーん……」

　ふたりの間にかつてあった得体の知れない険悪なムードはもうない。

　分刻みで業務に追われる蓮にとって朝のコーヒーの時間は、一日のうちの唯一のリラックスタイムでもあるようで、時おり真帆にどうでもいい話をして過ごすこともあった。そのあたりは真帆も心得ていて、業務中にはしないような軽口をきいたりして応える。

「副社長は、厳しそうな雰囲気からは想像できませんが、意外と甘党でいらっしゃいます。洋菓子よりも和菓子がお好きです。でもなぜか飲み物はいつもコーヒー。甘党ですがコーヒー自体はいつもブラックです。それから毎日たくさんの新聞に目を通されているはずなのに、天気予報の欄は見られていないようです」

　空くうを見つめてつらつらと言葉を繋つなげてゆく真帆に、蓮がニヤリと笑った。

　真帆はくすりと笑う。

「毎日、私に天気予報をお尋ねになります。そしてその予報が外れると……」

「なんだ？　べつになにも言ってないじゃないか」

　蓮が眉を上げる。

　真帆はたまらずにくすくすと笑い出した。

「そうですね。でも言葉にしていないだけで……お帰りになられた時の視線は随分と怖かったです」

　少し前に彼が予報にないゲリラ豪雨に遭遇した時の話をしているのだ。

　蓮も真帆につられたように笑い出した。

「いやあれはひどかった。『今日は一日中晴れです』なんて誰かさんが自信満々に言うから……すっかり、騙だまされた」

「だから、騙してませんって、ふふふ」

　視線を合わせて笑い合う。

　入社した時は考えられなかった。蓮とこのような会話を交わすなんて。

　けれどここ最近の彼は大抵こんな風だった。厳しいのは業務中だけで、それ以外では目上目下関係なくユーモアたっぷりの会話を楽しむことも珍しくない。年齢性別関係なく彼の交友関係が広いのも頷ける。

　でもだからこそ、真帆は入社してすぐの頃の彼の自分に対する態度が引っかかっていた。縁故採用であることを疎ましがられていたのだと思っていたが、それだけであそこまで無愛想にするだろうか。社員を公平な目で見られる尊敬すべき上司である彼だからこそ、今から考えてもどうにも不可解だった。

　それでもまさか今更それを蒸し返して問うなどできるはずもない。そんなことをして、また前みたいな関係に戻るのは嫌だった。

　それはふたりが上司と部下の関係であるから、働きにくくなるのを避けたい、という思いからだったが、それ以外の〝なにか〟も存在することに、真帆は気が付かないフリをしていた。

　それがなにかを知るのは怖い。

　真帆は、かつて秘書室の女性社員が彼に恋をして仕事にならなくなったという一条の話を思い出していた。万が一にでもまた真帆がそうなったら、彼は自分に失望してもうこんな笑顔を向けてくれなくなるだろう。

　ひとしきり笑ってから、一歩下がって真帆は頭を下げた。

「今日こそは大丈夫だと思います。ただし、少し暑くなりますからお気をつけて下さい。それでは今日も一日よろしくお願いします」

　そう言って部屋を出ようとした真帆を、蓮が呼び止めた。

「ちょっと待って」

「はい？」

「今日は私は昼食は社内なんだが……」

　あぁ、と合点して真帆は頷く。

　彼にとっては昼食の時間もビジネスの場である。だから普段は社外で会食というのがほとんどだ。だが確かに今日はなにも予定は入っていなかった。真帆は今日は日中一条が不在にする関係で副社長のランチは手配するようにとあらかじめ言われていた。

　彼が社内でランチをとる時は、重役用に用意されているいくつかの店から出前を頼むか、自分でコンビニへ行くか……。

「出前のリストをお持ちしましょうか？」

「うん。だが、あれもちょっとな」

　蓮は口元に手を当てて少し考えるそぶりを見せた。

　会食で彼が利用する店は、あたりまえといえばあたりまえだが高級店ばかりで、真帆からしてみれば羨ましい限りだ。だが毎日となると飽きるだろうし胃にも優しくない。秘書室で用意している出前のリストも、同じようなものだった。

　真帆はあることを思いついて口を開いた。

「『ことぶき蕎麦』はいかがでしょう？」

　ことぶき蕎そ麦ばは、季節に合った少ないメニューを用意している高級蕎麦屋だ。温かい蕎麦なら胃にも優しいのではないだろうか。

　真帆の些細な気遣いに、蓮がふわりと笑った。

「ありがとう」

　本当なら、柔らかく炊いたうどんでも作ってあげたいと思った。

　蓮は疲れた様子は見せないが、スーパーマンでもロボットでもないのだから、あれほどのスケジュールをこなして平気なはずがないのだ。真帆にできることは本当に少ししかないのだとしてもなにかしてあげたい。そんな気持ちで胸がいっぱいになった。

　けれど真帆は、すぐにその気持ちを頭から追い出した。そのような想いは彼にとっては迷惑でしかないだろう。

「そういえば、入江さんは毎日ランチは社食だったっけ」

　真帆は頷く。

　蓮はまた少し考えてから口を開いた。

「じゃあ私も今日は社食にしようかな？」

「えっ！」

　思わず真帆から大きな声が出た。確かに社食なら、蕎麦もうどんもある。

　でもまさか蓮が社食に？

　藤堂不動産の社員食堂は、広くて明るくておしゃれな雰囲気さえ漂う。それでも、あの騒がしい中で彼が食事をする光景など想像できなかった。

「なんだ？　役員は社食へ行ってはいけないという決まりでもあるのか？」

　蓮の言葉に、真帆は耳まで真っ赤になってしまう。以前シュレッダーゴミを運んでいた時に、真帆が蓮に言ってしまった言葉を彷彿とさせる問いかけだったからだ。

　それは蓮も承知しているようで、いたずらが成功したかのように眉を上げてニヤニヤとしている。

　真帆はからかわれたのだと気が付いて頬を膨らませた。

「副社長ったら……」

「ははは！　そんな決まりはないだろう！　私だって営業部にいた頃は行っていた。今度社食の改装案が総務から上がってただろう。いい機会だから久しぶりに行ってみたい。ランチまで上司に付き合わせてしまって申し訳ないが」

　では彼は、真帆と一緒に行くつもりなのだ。確かに彼が食券を買っているところなど想像できないが、自分が彼と並んで食事をすることの方がもっとありえないように思う。だがもちろん拒否はできない。真帆は真っ赤な顔のまま頷いた。

「かしこまりました」

　上司と一緒だから嫌だなどとは思わない。ただ蓮と一緒に食事をするのだということが真帆をひどく落ち着かない気持ちにさせた。

「じゃ、昼に声をかけるようにするよ」

　結局、真帆の頬の火照りは部屋を出てからもしばらく直らなかったので、一条から不審な目で見られたような気がした。










社食でデート!?




　真帆が予想した通り、社食で食券の列に並ぶ蓮はどう見ても変だった。

　全社をあげて推奨しているクールビズよろしくジャケットは脱いでノーネクタイ、ビジネスマンとしてはラフな格好のはずなのに、やっぱりどんな格好をしても一般の社員には溶け込めていない。それは一八〇センチ以上ある身長の高さのせいだけではないだろう。おそらく、初めから彼が持つ風格のようなものがそうさせるのだ。

　周りの社員は、ちらちらと彼を見たり、恐る恐る挨拶をしたりと反応は様々だったが、間違いなく注目を浴びてしまっていることは確かだった。

　それでも平然としていられるのは、さすがだと言うべきだろう。そしてあちらこちらにさりげなく目を配り観察している。頭の中は総務課から上がってきた改装案のことでフル回転しているに違いなかった。

　初め真帆は、食券は自分が買うので先に座ってて下さいと言った。が、彼は取り合わなかった。

「そんなことをしたら、明日から私の評判が地に落ちる」

　確かにそれもそうだと思った真帆は、彼の言う通りにしてふたりして列に並ぶ。でもどうにも落ち着かなかった。

「おすすめはなに？」

　メニューを興味深そうに見ながら蓮が尋ねる。

「どれも美味しいですよ。でも私はだいたい日替わり定食です。メニューが毎日替わるから飽きないですしね。今日は……あ、やった、アジフライです。私、アジフライ大好きなんです」

　メニューのボードから視線を外して蓮を見ると、目が合った。

　真帆の胸がドキリと鳴る。彼が以前何度か見せた、あの不思議そうな色を浮かべた瞳で、真帆を見ていたからだ。

「……副社長？」

　真帆は思わず問いかける。

　どうして彼はそんな目で自分を見るのだろう。なにか理由があるのならおしえてほしい。だがすぐに蓮はいつもの表情に戻り、「じゃあ私もそれにしよう」と言ってふたり分の食券を買った。

　そしてふたりして定食をお盆に載せて、窓際の席を確保する。

　すぐに蓮がお茶を取りに行くそぶりをみせた。

「あ、副社長、私が……！」

　慌てて言って立ち上がりかける真帆を、蓮はふっと笑って止めた。

「ランチの時まで君をこき使ったことが一条にバレたらまた嫌味を言われる」

　仕方なく先に座って真帆は彼を待つ。そしてお茶の列に並ぶ彼の背中を見つめながら、なんだか罰ゲームのようだと思った。

　周りの社員からの視線が痛い。

　真帆は彼の秘書になってからまだ日が浅い。さらに言えば秘書室という空間は閉鎖された場所で、まだまだ社内で真帆が彼の秘書室に所属していると知っている人は少ないはずだ。

　それゆえに、大部分の社員はあれは誰だ!?と思っているはずで、その中で彼が真帆の分もお茶を取りに行ってしまったのだから。

　ほどなくして、お茶のコップをふたつ持って蓮が戻ってきた。

「あ、ありがとうございます」

　ふたりで手を合わせて、いただきますをしてから定食を食べ始めた。

　真帆は初めて彼が食事をするところを見たのだが、とても綺麗な食べ方をする人だと思った。ついつい見とれてしまいそうになりながらも、次々にアジフライ定食を平らげていく彼に遅れてはならないと、真帆も懸命に箸を進めた。

　ただでさえ蓮は忙しい身なのだから。そんな真帆の内心を見抜いたかのように蓮が箸を止めた。

「急がなくてもいい、いつも通りゆっくり食べなさい」

「でも……」

「君の昼食に強引についてきたのは私だ。君のペースに私が合わせる」

　親しく話をするようになってから、蓮の言葉には裏がないことを真帆は知った。彼がそれでいいと言うなら大丈夫なのだ。

　真帆はいつものペースで食べることにした。

　一方で蓮はやっぱり先に食べ終えてしまって、でも真帆を急かさずにお茶を飲んでいる。

「うまそうに食べるんだな」

　真帆をジッと見つめていた蓮が不意に言った。

「美味しいです。副社長のお口には合いませんでしたか」

　真帆は大好物だけれど、考えてみれば彼のようないわゆるセレブは、アジフライなんてメニューを食べる機会自体ないのかもしれない。

「いや、美味しかったよ。ボリュームもあったし。確かにこれであの値段ならコスパは最高だな」

　そう言って微笑んだ連が、少し言いにくそうに話を続ける。

「その……君はアジフライが好物だと言ったが、もしかして、家でも食べるのか」

　また謎かけのようなことを言われて、真帆は目をパチクリとさせた。

〝もしかして〟とはどういう意味だ。アジフライなんてものはどちらかというと家庭料理なのだから、外よりも家で食べる方が多いに決まっている。

　戸惑いながらも真帆は頷いた。

「はい、もちろんです。でも自分で作るとなかなかこんなにふっくらとはできませんよね」

　父がしがない研究職だったから、入江家はけして豊かであったとは言えない生活だった。そんな中で安価で美味しいアジフライは母の小夜子の得意料理で、学校から帰って玄関を開けた時にふわりと揚げ物のいい匂いがすると、飛び上がって喜んだものだ。

　大人になって夕食を小夜子と交代で作るようになってからは、真帆も何度もチャレンジしたがやっぱり小夜子には敵わない。

　それを蓮に告げようとして真帆は思い留まった。社会人にもなって母にご飯を作ってもらっているのを、なんだか少し恥ずかしく思って。

　一方で蓮は、「自分で作ると……」と呟いて、難しい顔になってしまった。

　真帆はそれを少し不思議に思いながらも定食を食べ終えた。

「ご馳走さまでした」

　お皿に手を合わせてから蓮の方にも頭を下げた。

「副社長、ご馳走さまでした」

「いやこちらこそ、私の我儘に付き合わせてしまって申し訳なかったね」

　蓮は真帆に昼休みを上司と過ごさせたことを気にして、何度目かの謝罪の言葉を口にした。

　真帆は「大丈夫です」と微笑んだ。

　本心だった。

　いくら社交的な彼でも、取引先との会食はゆっくり食事を楽しむということからはほど遠いはずだ。

　社食でランチをとったことが、彼のちょっとした息抜きになったとしたら嬉しい。

「副社長のお役に立てたならそれでいいです。しかもランチ代が浮いたんですから一石二鳥ですよ」

　彼が気にやまないようにと少し戯おどけて真帆が笑うと、つられたように蓮も微笑んだ。

　けれどまたあのなにか言いたげな表情を浮かべた。




「おい、下が大騒ぎになってるぞ」

　夕方出先から帰社した一条が、副社長室に入るなり蓮に告げた。

「なんのことだ」

　蓮はとぼけてみせる。昼の社食での件を言われていることくらいはわかっていたが。それにしても、いくらなんでも大騒ぎとは大袈裟だ。

「社食デートの件に決まってるだろう」

　一条の言葉に蓮は「くだらん」と呟いた。

「俺がどこで昼メシを食べようと自由だ」

「女の子を連れてか」

「彼女は秘書だ」

　一条がニヤリとした。

「お茶まで注いでやったくせに」

　蓮は今度は舌打ちをした。

「お前そんな話まで聞いてきたのか？　副社長秘書の仕事はそんなに暇なのか？」

「秘書として副社長の動向には目を光らせる必要があるからな」

　蓮はもう一度「くだらん」と言った。だがある程度の騒ぎは予想していたのだから、それも仕方がないのかもしれない。

　久しぶりに会食の予定のない昼食を、蓮は初め部屋で適当に済まそうと考えていた。

　正直、役員用に用意された出前には少々飽きていて、食べたいと思うものなどないとわかっていたが、それでも暑い中コンビニに行くのもめんどくさいと思った。

　社食へ行こうと言ったのは、ほんの気まぐれだった。

　蓮の沈黙をどのような方向に解釈したのか、ささやかな気遣いを見せた目の前の真帆を見つめていて閃ひらめいたのである。

　社食改装の案が出ているからというもっともらしい理由をつけたが、本当はただ久しぶりの自由な昼休みを、彼女と過ごしたいと思っただけなのかもしれない。

　もちろん多少の注目は浴びるだろうと予想はしていたが、蓮とてひとりで近くのコンビニに行くことだってあるのだからそれとたいして変わらないだろうと思ったのだ。

　そうしてなにげなく行った社食で、蓮は思わぬ出来事に遭遇した。

　食券機に並んでいる時に斜め後ろにいた男性社員ふたり組の会話が、蓮の胸をかき乱したのだ。

『なぁ、あれお前がかわいいって言ってた女の子じゃないか？　最近よく見かける……副社長と一緒にいるぜ』

『まじかぁ……秘書室の子だったんだな。でも、副社長の秘書室って女性社員は禁止じゃなかったっけ？』

　いつのまに蓮の秘書室は女子禁制になったのだと笑いたくなる一方で、先の社員の言葉が蓮の心に引っかかる。

　入社してから、ほとんど毎日真帆は社食へ通っていた。おそらく本人も気が付かないうちに男性社員の目を引いていたのだろう。

『副社長のランチについてきてるなら、秘書だろう？　お気に入りか？』

『まさか!!　どんな美人秘書にもゆらがなかった堅物副社長だぜ？　大丈夫だよ。今度、話しかけてみようっと』

　蓮は振り返って彼らの社員証を確認したい衝動を、なんとか抑え込んだ。何課の誰ということを知ってしまったら、明日からの業務に支障が出るような気がしたからだ。

　それでいて、彼女の分のお茶を取りに行くというのはどうしても譲れなかった。まるで彼女が自分にとって、ただの秘書ではないと周囲に牽けん制せいするような行動だ。

　まったく、いつもの自分らしくないと蓮は自嘲する。一条にからかわれても仕方がないのかもしれない。

　窓際の席で明るい日差しを浴びて、アジフライを頬張る彼女を見つめながら、蓮は自らの彼女に対する気持ちと向き合っていた。

　祖父からの紹介で入った社員、蓮の見合い相手、そのフィルターを外してみると彼女は間違いなくいい社員だ。

　もちろん未熟な部分はたくさんあるが何事にも一生懸命で意欲的、勉強熱心だった。若い分、伸びしろも期待できる。この採用不況の時代に、掘り出し物だと言っていいだろう。

　それ以上に、自分が彼女に惹ひかれつつあるという事実にも、蓮は気が付いていた。

　朝、コーヒーを持ってくる彼女から天気予報を聞いたり、たわいもない冗談を言い合うことは、生き馬の目を抜くようなビジネスの世界で生きる蓮にとっての、唯一の癒やしとなりつつある。

　蓮がからかうと頬を膨らませたり、染めたりする様子はいつまで見ていても飽きなかった。

　十歳も年下だ、子供のようなものだと自らに言い聞かせ、心にブレーキをかけても浮き立つ気持ちが止められない。

　だがやはり蓮の胸には父の話が燻っていた。

　いったい。

　彼女は、この見合いをどう思っているのだろう？

　親から言われて仕方なく？

　その気はないから、知らぬフリで乗り切ろうとしている？

　ビジネスの場面では、どんなたぬき親父の魂胆も見抜けると自負している蓮が、真帆の考えだけは、皆目見当がつかない。しかも、時間を無駄にするのとまわりくどいのが大嫌いなはずが、直接彼女に尋ねられないでいる。

　もし尋ねて「こんなお見合いは迷惑なので、お断りします」とでも言われてしまったら……。

「お前もそろそろ自分が社員からどう見られているかを知るべきだ。ただの副社長だったら、こんなに騒がれないだろう。とにかく、今回の話が社長までいくのは時間の問題だ。覚悟しろ」

　一条がため息をつきながらそう言った正にその時、蓮の携帯が鳴った。

　社長である藤堂和正からだった。




　実家に来いという二カ月ぶりの父からの呼び出しを、蓮が拒否できなかったのは、真帆を盾にされたからだ。

「お前が話さないなら、明日お前のところの新人秘書を社長室に呼んで事情を聞く」

　蓮ですらまだ自分の気持ちを彼女に告げられていないというのに、そんなことをされてはたまらない。結局、夜も更けてから蓮は実家に顔を出した。

「いやぁ、ここまでうまくいくとは思わんかった」

　和正はすでに何杯目かのウイスキーのようで、少しほろ酔いで上機嫌だ。

「父さん、べつに彼女とはそういう関係ではありません」

　蓮はシャツの襟をくつろげながら彼の前に座る。そう、真帆とはけして和正が思うような関係ではない。……今はまだ。

「なにを言う！　人目も憚はばからず社員食堂でいちゃいちゃとしておったという話じゃないか。誰彼構わず嫌がらせのように睨むお前が、食券を買ってやったりお茶を注いでやったりと完璧なエスコートだったと評判だぞ」

　自分がいかに注目されているかを自覚しろ、と言った一条はある意味で正しかったのだ。一日でここまで噂に尾ヒレがつくとは。

「社食でエスコートもないでしょう。改装案が出ていたから一度行ってみようと思っただけですよ。入江さんには……秘書としてついてきてもらいました。ただそれだけです」

　蓮は、自分でも苦しい言い訳だと思いながら和正に告げる。だが他に言いようがないのも事実だった。彼女と自分の間にあるものは上司と部下の信頼関係、それだけだ。

「お前……」

　和正が、白髪まじりの眉を寄せてじーっと蓮を見た。

「なんですか」

　蓮も負けじと睨み返す。

「我が息子ながらここまで情けない奴だとは思わなんだ。もしかして、まだ彼女に気持ちを言ってないのか？」

　そう言って和正は、蓮のグラスになみなみとウイスキーを注いだ。

「父さん！　私の気持ちを勝手に決めないで下さい」

「しかし一条の報告では意外と仲よくやっているというじゃないか。この間のお前の反応からして、てっきり冷たくしているものと思っておったのに。よほど気に入っておるのだと喜んだ矢先の今日の話だ。わしはてっきり……」

「彼女は曲がりなりにも部下です。やっと業務に慣れたところです。混乱させるような話はしたくありません」

　和正が不思議そうに蓮を見た。

「しかし彼女は見合い相手なんだぞ。もちろん仕事ができるにこしたことはないが。お互いの気持ちを確認するのが先じゃないか」

　和正がはっきりと〝見合い相手〟と言ったことを苦々しく思いながら、蓮はウイスキーを呷あおった。

　でもどうにも不可解なのだ。

　どう考えても真帆にその自覚があるようには思えない。

　彼女の自分を見る瞳の中にあるのは、部下としての上司に対する尊敬、親しみ。時おり、それ以外の〝なにか〟もあるような熱のこもった眼差しを向ける瞬間もある。

　けれど大抵はすぐに何事もなかったかのように引っ込んでゆく。

「彼女は本当に小鳥遊家の令嬢なのでしょうか」

　蓮はもうひとつの疑問を口にする。

　アジフライを好物だと言って、花が咲くような笑顔を見せた真帆。自分で作るとこんなに美味しくならないと口を尖らせていた。

　蓮だって大学時代はよく学食に行ったのだから、アジフライくらい食べたことはある。だがここ最近は久しく口にしていなかったメニューだ。確かに美味しいと思ったが、小鳥遊家のご令嬢の好物としては少々違和感を感じる。

　いや百歩譲って人の好みはそれぞれだとして、自分で作るというのは……？

「小鳥遊会長とじいさんは唯一無二の親友だ。小鳥遊会長がいい加減なことをするはずがない」

　そうだ、それは一条にも確認した。でもどう考えてもおかしい。なにかがかけ違っている、そんな気がしてならなかった。

「とにかく信じられんがお前が自分で話を進める勇気がないというのなら、じいさんから話をまとめてもらおう……」

「待って下さい！」

　今にも祖父に電話をかけそうな和正を、蓮は慌てて止める。勝手に話を進められてはたまらない。

「もう少し様子を見させて下さい」

「しかし……」

「一番大切にすべきは入江さんの気持ちです。あまり強引にことを進められてはまとまるものもまとまりませんよ」

　まるで商談の時のように蓮は和正を説得した。しぶしぶといった様子で彼が頷いたことに安堵して残りのウイスキーを飲み干すと、ようやく腹が決まった。

　直接、真帆と話をしよう。




　なんだか見られているような気がする。真帆がそう思ったのは出勤時、本社のエントランスに入った瞬間だった。

『あ、あの子よ、昨日の……』という声を背中で聞いて、昨日蓮と社食へ行った時に顔を知られてしまったのだと気が付いた。食券機に並んでいる時から気が付いてはいたが、昨日の蓮と真帆はやはり相当目立ってしまっていたのだ。

　でもあれは、あくまでも副社長の社員食堂視察に秘書として同行しただけなのに、と真帆は心の中で言い訳をする。

　なぜかそうしなくてはいけないような、そんな気がした。それほど、彼と過ごす初めての昼食は真帆に衝撃を与えた。

　蓮と一緒に食券機の列に並び、同じ物を食べた。

　メニューについてあれこれと真帆に質問したり、窓から見下ろす街をのんびりと眺める姿は、副社長ではないただの藤堂蓮を垣間見るようで、真帆の気持ちを浮き立たせた。

　ふとした瞬間に真帆の鼻を掠める少し甘い蓮の香り、いつもより近くから真帆を見下ろす優しい眼差し。それは今まで〝彼は手が届かない人〟と言い訳をして抑え込んでいた真帆の気持ちのストッパーを、あっというまに外してしまった。

　彼に対する気持ちは上司に向ける親愛ではなく、男性に捧げる愛情なのだと真帆の高鳴る胸が言った。

　そうだ、真帆は彼に恋をしてしまっている。

　……でも本当は自覚なんてしたくなかった。

　なぜ気が付いてしまったのだろう、と真帆は自分の不ふ甲が斐いなさを呪う。なぜ胸の中に閉じ込めておくことができなかったのだろう。

　真帆が、彼を男性として愛することなど、誰も望んではいない。

　蓮はもちろんのこと、真帆自身でさえも……。

　浮かない気持ちを持て余しながら、真帆はエントランスを進み、エレベーターを目指した。

「入江さん！」

　よく響く声で呼び止められて、真帆は振り返る。総務課の遠山ゆかりだった。

「遠山さん、おはようございます」

　ゆかりは真帆に駆け寄ると、挨拶もそこそこに目を輝かせた。

「聞きましたよ！　昨日の社食のこと！」

「社食のこと、ですか？」

　真帆は、彼女に声のボリュームを落としてほしくて、小声で答える。周りの社員がチラチラとこちらを見ていて、聞き耳を立てているのがわかったからだ。

　ゆかりはそんなことはお構いなしで、真帆の肩をガシッと掴んだ。

「副社長の社食デートなんて言われてますよ！」

「まさかっ！」

　真帆は、反射的に声をあげてしまい、慌てて口を押さえた。でもこうなったら、周りの人に聞こえるくらい大きな声で否定する方がいいのかもしれない。変にごまかしたりしたら、余計に勘ぐられるというのが噂話の常だ。

「あれは、副社長の社員食堂視察に秘書として同行しただけです。デートだなんて言ったら叱られますよ」

　ゆかりは「そうなの」と少し残念そうに呟いた。

「堅物で有名な副社長の、初スキャンダルだと思ったんだけどな。しかも相手が入江さんなんて、私張り切って真相を探ってきます、なんて課の女の子たちと約束しちゃったんだ……」

　もっとなにかないの、とでも言わんばかりに上目遣いに見るゆかりに、真帆がたじろいでいると助け船を出してくれた人物がいた。

「昨日は私が別件で副社長に付き添えませんでしたから。彼女に代わりをお願いしたんですよ」

　一条だった。

「あ！　い、一条さん！　お、おはようございます。そうなんですね、でもそれならそれで、女の子たちは安心します。あ、ありがとうございます……」

　ゆかりは急に頬を赤らめて勢いをなくしていく。そういえば以前彼女が、副社長も人気だが、副社長の秘書である一条も女性社員に人気なのだ、と言っていたことを真帆は思い出す。どちらかというと、ゆかり自身は一条派だと。

　突然憧れの人と話す機会に恵まれて、ゆかりはプチパニックになってしまっているようだ。

　兎にも角にも、一条の助け船のおかげで蓮にとっての不名誉な噂も否定できたし、彼女の追及からも逃れることができた。

　真帆は、「じゃあ」と挨拶もそこそこに、そそくさとエレベーターに乗り込んだ。










誤解




「失礼します」

　コーヒーを持って副社長室へ入ると、蓮は机に頬杖をついていた。それはまるで、真帆が入ってくるのを、待っていたかのようだった。

　真っ直ぐに真帆を見つめる蓮の視線に、真帆の胸がドキリと音を立てる。

「お、おはようございます」

　頬が熱くなるのが自分でもわかった。

「あぁ、おはよう」

　どこかうわの空で、蓮が答える。そして真帆がコーヒーを置くのを待って、口を開いた。

「入江さん」

「はい」

　蓮は真帆に声をかけたものの、どう言葉を続けていいかわからない、というように思案している。

　そんな彼を真帆は不思議な気持ちで見ていた。いつも堂々としている彼にしては珍しいことだからだ。だがそのうちにあることに気が付いて真帆の胸がチクリと痛んだ。

　もしかして彼も、あの社食デートとかいうくだらない噂を、耳にしたのではないか。だとしたら、彼が困惑しているのも頷ける。

　果たして、真帆の予想は当たっていた。

「さっき、一条から聞いたんだ。昨日の……君と私が社食に行った件について他の社員にいろいろと言われていると」

　やっぱり、と真帆は反射的に目を瞑つむる。羞恥で、頬が熱くなった。

　真帆のような新入社員が、副社長である彼となにかあるはずなどないのに……噂だけならいざ知らず、それをよりによって本人に知られてしまうなんて。

　周りに誤解を与えたのなら、それはただの秘書だと言いながら、それらしく振る舞えなかった自分の責任だ。浮き立つ気持ちを抑えられず親しげに振る舞ってしまった。あらぬ噂が立ってしまって、彼に迷惑だと思われても仕方がない。

　そんなことを考えてうつむく真帆に、蓮の意外な言葉が降ってきた。

「私の軽率な行動のせいだな。申し訳ない」

　真帆は弾かれたように顔を上げる。

「ふ、副社長、そんな……！　違います！　私のせいです！　わ、私がちゃんとした秘書に見えなかったから、私の方こそ、も、申し訳ありません」

「いや、私の責任だ、君のせいじゃない」

　蓮は真摯な眼差しで、真帆を真っ直ぐに見ている。

「一条が言ったように、以前私の秘書室で秘書をしてくれていた何人かの女性社員が……その……私に特別な気持ちを抱いたと言って、異動していった件があってね。その時も私は知らなかったんだが、社内では少し騒ぎになったらしい。それ以来、なんとなく私の秘書室には、男性しか入れていなかったものだから、私が君を連れていたことを、大袈裟におもしろがる者がいたんだろうと思う。それを予測できなかった私の責任だ。すまない」

　ジッと真帆を見つめて蓮が言う。真帆はその瞳を、吸い寄せられるように見つめていた。

　会社のＮｏ・２である彼が、一社員である真帆にこんなことで詫わびるなどありえないと思うのに、一方で彼はそういう人なのだと納得する。だから私は、彼を好きになってしまったのだと。

　でもこの気持ちはなにがあっても彼に気付かれてはいけないと真帆は唇を噛かむ。今、彼の口から聞いたではないか。秘書が副社長に恋をしては仕事にならない。

「だ、大丈夫です！」

　真帆は、無理に微笑みを作った。

「ちょっとびっくりしましたけど。皆騒ぐだけ騒いだら、すぐに飽きますよ。わ、私と副社長の間になにかあるなんてこと、ありえないんですから……」

　一生懸命に言い訳のような言葉を口にする真帆が言い終わらないうちに、ガタンと椅子を鳴らして、突然蓮が立ち上がった。そして大きな机をまわり込んで、ゆっくりと真帆のそばへ歩み寄る。

「……？」

　ぐんと近くなった距離、真帆の鼻先を少し甘い蓮の香りがくすぐった。

「ありえない？　……君はありえないと思うのか？」

　男らしい眉を寄せて、蓮が真帆に問いかける。射抜くような視線に真帆は思わずたじろいだ。

「あの……？」

　まただ、と真帆の胸がコツンと鳴る。もう何度も不思議に思っては、気のせいだと閉じ込めていたこの疑問。

　彼の謎かけのような言葉。

「ふ、副社長？」

　真帆は怯ひるむ気持ちを奮い立たせて、彼を見つめ返す。

　その時、ドアがコンコンとノックされた。

「副社長、会議のお時間です」

　ドアの向こうで、一条が呼びかける声がする。

　ハッとしたようにそちらを見た蓮は「今行く」と応えてから、もう一度真帆を見た。

「入江さん、少し話をしたい。なるべく早く。できれば今日の終業後、時間を取ってもらえるかな」

　終業後、ということは内容は業務のことではないのだ。

　なんとなく、なんとなくだけれど、今まで不可解に思っていた彼の真帆への態度に関係があるような気がした。

「……わかりました」

　真帆は彼の瞳を見つめたまま頷いた。




　午後、昼休みが終わった頃に常務の石川が蓮の部屋を訪れた。少々急なアポイントだったが、今日も会食の予定はなかった蓮は部屋で昼食を済ませた後、副社長室の応接スペースで石川を迎えた。

　真帆は、石川が好きな落らく雁がんとお茶、蓮用にはコーヒーをお盆に載せて入室した。

　石川は、藤堂一族が多い藤堂不動産においては珍しく、一族ではない生え抜きの役員だ。それだけに若い頃は相当なやり手だったという噂だが、今は年齢のこともあり第一線を退いている。その石川が、蓮とふたりで話をしたいというのは、珍しいことだった。

「あぁ、入江さん。こんにちは」

　石川は、細い目をもっと細くして真帆を見た。

「こんにちは、常務。腰のお加減はいかがですか」

　真帆も笑顔で応える。

「いや、すっかりいいとは言えんがね。とりあえずは大丈夫じゃ。歳も歳だで、完治はなかなか期待できんがな」

「お大事になさって下さいね」

　真帆は茶菓子と飲み物をテーブルに並べてゆく。だがその時、テーブルに置いてある石川が蓮に持ってきたと思しきある物が目に入って、手を止めた。

　見合い用の写真だった。

　そんな真帆に、石川が気が付いた。

「副社長に、と思って持ってきたのじゃよ」

　なるほど、もうほとんど業務上で関わらなくなった石川が、わざわざ蓮に会いに来たのはこのような用向きだったのだと真帆は納得する。一方で、胸がずきんと音を立てて痛んだ。

　蓮は三十五歳だ。普通に考えて、そのような話があってもおかしくはないだろう。彼が女性との付き合いに不自由することなどはないだろうが、結婚となると話は別なのだろう。写真の中の美しい女性が、彼の隣で品よく微笑む光景が頭に浮かんで、真帆は唇を噛んだ。

「……お綺麗な方ですね」

　あたりさわりのない言葉を口にして、さっさとすべての物をテーブルに並べた。とてもじゃないが、蓮の方を見ることなどできなかった。社食デートだなんて噂になって、まるで蓮を身近な男性のように感じていた自分が恥ずかしい。初めから……今も、彼と真帆は天と地ほど立場が違うというのに。

「そうだ、綺麗な方じゃろう？　じゃが断られてしまったよ」

　そう言って石川が眉を下げた。

「え……？」

　真帆は思わず蓮を振り返る。彼はソファの背にもたれて、どこかふてくされたように真帆から視線を逸らした。そしてため息をつくと、石川に向かって口を開いた。

「石川常務、僕を心配してくださるお気持ちはありがたく頂戴いたします……」

「もう相手がいるそうだ」

　石川が蓮の言葉を遮って口を尖らせた。

　真帆は目を見張る。

　頭が真っ白になった。

　けれどすぐに、その可能性を考えていなかった自分の愚かさを呪う。彼のこの見た目と社会的地位からしたら、恋人くらいいてあたりまえじゃないか。

「常務……彼女の前では……」

　苦々しい表情の蓮に構わず、石川は真帆に話を続ける。

「社長は、いつも副社長の縁談については心配しておられていてね。いい話があったら持ってくるように、とおしゃっていたんだ。だからわしはその通りにしたのだが、ひと足早く会長からのご紹介の話が進んでいるらしい」

　会長とは蓮の祖父のことだろう。藤堂不動産を国内一にした人物だ。今はもうほとんど出社しない人物だから真帆は会ったことがないが、祖父からの話なのであれば、蓮にとってはいい話に違いない。

「まぁ、なんにせよ、これで社長の悩みの種がひとつ減るならそれでよしじゃな」

　石川が真帆ににっこりと笑いかける。真帆はどう答えていいかわからないまま曖昧に微笑んだ。

「常務、決まった話ではありません。ただ……こちらの話がどうなるかわからないのに、他の話をお受けするわけにはいきませんと言ったのです」

　なんだかいつもより歯切れが悪い蓮の言葉に、真帆は居心地が悪いような気持ちになった。部下の前で恋人の話をしなくてはいけないという状況が、いつもははっきりとものを言う彼をそうさせているのだろう。内心では、真帆に早く出て行ってほしいと思っているはずだ。

　真帆だってこんな話は聞いていたくなかった。今すぐにお盆を持って立ち去りたい。だが石川がにこにこと真帆に話しかけているかぎり、それはできなかった。

「まぁ、いい。おめでたい話になったなら早めにおしえてくれよ。年寄りの楽しみだからな。よし、副社長の縁談が決まったら、次は入江さんの相手を探してきてやろう」

　石川が相変わらずにこにことして真帆を見た。

「わ、私ですか？」

　真帆は思わず声をあげる。まさか自分に話を振られるとは思わなかった。

「そうだ。君はいい子だから、すぐに見つかるだろう」

　真帆はお盆を腕に抱えたまま、首を横に振った。

「お、お気遣いはありがたいのですが……」

「おや？」

　石川が眉を上げる。

「もしかしてもういい人がいるのかな？　だとしたら仕方がないが……」

「常務」

　蓮が、苦々しい表情で話に割って入る。

「そのようなことを社員に軽々しく聞かないで下さい」

「おぉ！」

　石川が、合点したように大きく頷いた。

「セクハラになるんじゃったな!!」

　少し大袈裟に石川が言う。

　セクハラだなんて思わないが、本気でお見合いの話を持ってこられては困ると思い真帆は口を開いた。

「セクハラなんて思いません。でも、お付き合いしている方はおります。だから常務のお気持ちはありがたいですが……申し訳ありません」

　もちろん口から出まかせだった。それがよくないことくらいわかっているが、そうする以外に上手に断る方法を真帆は知らない。

　それに。

　さっき知ったばかりの蓮の恋人の存在が、真帆の胸をじわじわと傷つけていた。

　手が届かない人とわかっていても、諦めていても、割り切れるわけもない。でも割り切らなくてはいけないとすれば、自分にも恋人がいるということにしておけば、都合がいいと思った。

　今朝、真帆との噂を戸惑いの表情で告げた彼は、おそらく、自身の恋人に対する申し訳なさも感じていたのだろう。それでも、誠実に謝罪の言葉を口にしてくれた。そんな彼の、ほんの少しだったとしても心の負担にはなりたくなかった。

　真帆は、自分の心についた傷をえぐるように、ひどい嘘を口にした。

「おぉ、そうか。いや、当然といえば当然かもしらんな。こんなにかわいらしいんだから！　いや、これもセクハラかな？」

　頬の筋肉を意識して上げて、真帆は無理やり笑顔を作る。そして一歩下がって腰を折った。

「ありがとうございます、常務。それでは失礼いたします」

　顔を上げると射抜くような蓮の視線があった。眉を寄せてまるで責めるように真帆を見ている。

　もしかしたら彼は、真帆の考えなどお見通しで、見合い話を断るためとはいえ自社の常務に嘘をついたことに、腹を立てているのかもしれない。

　それでも、そう思われている方がいい。

　他にどうしようもないのだから……。

　真帆は心の中でそう言い訳をして、そそくさと部屋を後にした。




　真帆が部屋を出てから十五分ほどで石川は帰って行った。来客後のテーブルを片付けるのは秘書室では誰と決まっているわけではなく、大抵は佐藤、田中、真帆の三人のうち手が空いている者がする。石川が帰った今は、ちょうど真帆以外の全員が出払っていたから、真帆は石川を見送った蓮に続いて、お盆を持って副社長室へ入った。

　出る時はお盆を両手で持っているだろうと想定して、ドアは開けたままにしておく。そしてそのまま応接コーナーのテーブルを片付けていると、背後でバタンとドアが閉まる音がした。

　振り返った真帆の目が、ドアノブに手をかけたままの蓮の後ろ姿を捉える。

「あの……」

　開けておいたままにして下さい、と言いかけて真帆は口を噤む。無言の蓮の背中がなんだか怖かった。

　重い沈黙の後、蓮が振り返った。眉を寄せて、少し茶色い瞳で射抜くように真帆を見ている。

　それだけで、真帆の肩がびくりと震えた。

　まるで初めて会った時のように冷たい視線、さらに今はそれ以上になにか得体の知れない恐ろしさを感じた。

「君には恋人がいるのか」

「……え？」

　真帆は掠れた声を漏らす。

　先ほどの石川との話が、尾を引いているのだろうと真帆は思った。

　彼は、常務である石川に真帆が嘘をついたと思っているのだろう。

　でも果たしてそれだけで、こんなに怒りを露わにするものなのだろうか？

「恋人がいるのかと聞いている」

　蓮が、叱責するようにもう一度真帆を問い詰める。

　静かな声音が、怖かった。

　嘘です、彼氏なんていません、と言わなくてはと思う。でも震える唇がうまく動かなかった。

　そんな真帆に焦れたように蓮が舌打ちをした。そしてゆっくりと一歩ずつ、真帆に歩み寄る。鏡のように磨き上げられた床に、彼が好んで履いているイタリア製の革靴がコツンコツンと鳴った。

　反射的に、真帆はお盆をテーブルに置いて、立ち上がって後ずさりした。

「怖いか？　俺が」

　蓮が、温度のない声で問いかけながら真帆に近づく。

「君のような小娘に……、こんなに馬鹿にされたのは初めてだ」

　そしてもう少しで互いの香りを感じられるというギリギリのラインまで来て、ピタリと止まった。

　彼の尋常じゃない怒りを肌で感じて、真帆はもう一歩後ずさる。けれど黒い皮のソファがそれを邪魔した。

「あ……」

　力が抜けたような声が出て、真帆はそのままストンとソファに座る。

　蓮はそれを冷たく見下ろして、ゆっくりと、真帆を囲い込むようにソファの背もたれに両手をついた。

「ふ、副社長……」

　わけがわからないままに、真帆は彼を見上げる。そんな真帆を蓮が口角を上げて鼻で笑った。そしてわずかに震える真帆の耳に唇を寄せると、低い声で囁いた。

「楽しかったか？　俺を翻弄して、裏で男と笑っていたのか」

「やっ……！」

　吐息がかかるほど近くで囁かれて、思わず真帆は耳を手で覆う。鋭い蓮の視線からも、逃げるように目を閉じた。

　蓮がいったいなにを言っているのか、なにに怒りを感じているのか、真帆にはまったくわからない。それでも彼の瞳の中の冷たい炎は、真帆を震え上がらせる。

「俺としたことが……。騙された」

　呟いた蓮の大きな手が、真帆のアゴに添えられた。そしてぐいっとやや乱暴に上を向かされる。驚いて目を開けると、蓮の瞳の中の温度の低い怒りと、まともに目が合った。

　蓮の手が、少し開いた真帆の唇をゆっくりと辿る。

　その瞬間、真帆の背筋をぞくぞくとさせるなにかが駆け抜けた。

「んっ……！」

　真帆は唇を閉じて強すぎる蓮の視線から逃れようと首を振る。けれど、アゴに添えられた蓮の手に阻まれてうまくいかなかった。

「自分のしたことの代償を、今払ってもらおう」

　嫌悪感はなかった。

　ただ、そうされてしまえばなにかを失うようなそんな気がして真帆は身をよじる。だがいつのまにか腰にまわされていた逞たくましい腕が、それを許してはくれなかった。

　およそ上司と部下の関係ではありえない距離まで近づく彼に、なんとか思い留まってほしくて真帆は両手で蓮の胸を押すが、オーダーメイドの上質なシャツの下に彼の熱い熱を感じて思わず手を引っ込めた。

「だ、ダメです……」

　かろうじて口にした言葉は、そのまま蓮の口の中に消えて行った。

「んっ……」

　初めて触れる蓮の唇は、さっきの冷たい視線からは信じられないほどに熱かった。熱くて、そこから自分のすべてが溶かされてしまうのではないかと思うほどに。

　だがそこには愛おしく想い合う者たちが交わし合うものは、なにひとつとして存在しない。怒り、苛立ち、失望、そして憎悪、そのすべての感情が伝わってくるような哀しいキスだった。

　それなのにそんな感情とは裏腹に、真帆の身体は愛しい人に触れられているのだという悦よろこびに震えた。

　唇から注がれる熱が背中に伝わって、思わず真帆は仰け反る。それを蓮の大きな腕が包んだ。ひどい言葉厳しい表情とは真逆の意外なほど優しい彼のその仕草が、真帆を混乱させた。

「あ」

　唇の温もりが離れたと同時に、真帆の唇から声が漏れる。至近距離にある蓮の瞳がわずかに揺れた。

「……そんな目で俺を見るくせに」

　眉を寄せた蓮がそう呟いた時、ふたりの間の空気を破るように、彼のデスクの電話が鳴った。

　一瞬の間の後、真帆を拘束していた蓮の腕が解かれる。真帆は、何事もなかったかのようにデスクへ戻る彼を、視線だけで追った。

「はい。……いや、こちらはちょっと。あぁ、それなら大丈夫だ。では十分後に」

　蓮の電話に直接内線をかけることができるのは、秘書室以外では役員だけだ。そしてなににおいても対応が早い彼には、こうやって直接他の役員から電話が入ることも少なくはない。今も誰かから話があると言われたのかもしれない。立ち上がってスケジュールの確認をしなくてはと頭では思うのに、真帆の身体は動かなかった。

「池内専務のところへ行ってくる」

　そう告げてデスクのタブレットを掴んだ蓮は、真帆の前を横切ってゆく。そしてそのまま茶色いドアの向こうへ消えて行った。

　そのドアをジッと見つめたまま、真帆はしばらく立ち上がることができなかった。




「入江さん、この案件まとめておいてくれる？」

　声をかけられて、真帆はパソコンから視線を上げる。差し出された書類を受け取ると法務課からの資料だった。

「かしこまりました」

　真帆が答えると、蓮は「来週までに頼む」と口の中で言って、副社長室へ戻って行く。その背中を見つめながら真帆は秘書室の誰にも気付かれないように唇を噛んだ。

　あのキスを交わした日から数日が過ぎた。

　表面上、ふたりの関係に変りはない。

　朝、コーヒーを持って行くときちんとお礼を言われ、業務上必要な言葉を交わす。

　蓮は初めの頃のように真帆を邪険にすることはなかったし、あの冷たい目で見ることもなかった。だがそれが完全な元通りではないことは、明らかだった。

　彼が真帆を見つめること自体、なくなってしまったからだ。

　シュレッダーゴミを持って行こうとして咎とがめられたことも、会議資料を褒められたことも、社食でアジフライを食べたことも……そしてあのキスも、なにもかも彼の中ではなかったことになったようだった。

　今、真帆の目に映る彼は、一分の隙もない〝藤堂不動産の副社長〟で、もう親しげに天気予報を尋ねられることもなければ、冗談を言われることもなかった。過密なスケジュールを次々とこなす彼が、朝のコーヒータイムに見せるリラックスした姿をもう自分は見られないのだろう。

　それがただひたすらに寂しかった。

　あのキスが、あの彼の問いかけが、ふたりの間にあった温かな感情をすべて吹き飛ばしてしまったのだ。

　一方で、あのキスの意味は、いくら考えてもわからないままだった。

　真帆に恋人がいることを詰なじり、罰するように唇を奪う。その行動だけを見れば、まるで彼が自分に好意を抱いているようだと、真帆の中の恋心が言う。けれど結婚間近の恋人がいるのに、そんなはずがないともうひとりの自分がそれを諫いさめた。

　あのキスに、ほんのわずかでも蓮の気持ちがあったとしてもそれは所詮、気の迷いでしかないのだと。

　どちらにせよ。

　もはや彼の目に真帆は映ってはいない。あのキスを忘れてしまったように見える彼は、一時の気の迷いで真帆に触れたことを後悔しているのかもしれない。

　だとすれば。

　真帆も、なかったことにしなくてはいけないのだと思う。愛しい人に一度だけでも触れられたという悦びは胸に閉じ込めて蓋をする。そして何事もなかったように会社のために、ひいては彼のために、しっかりと業務をこなさなければ。

　そうでなければ、自分は彼にとって一社員としての存在意義も失ってしまう。

　……だが果たしてそんなことができるのだろうか。

　あの時、真帆を包むように触れた彼の腕の強さ、ふわりと感じた少し野性的な甘い香り、そして唇の熱と柔らかさ。それらすべてが、真帆の心を捉えて離さないというのに。

　彼に恋をしてしまったと言って秘書室を去ったかつての女性たちは、皆このように苦しんだのだろうか。すぐそばにいるのに、けして手が届かない存在である彼が、近い将来彼だけの大切な人と添うのだと思うと、真帆の心は引き裂かれるように痛んだ。

　それを近くで見なくてはならない未来に自分は耐えられるのだろうか。

　それならいっそここを去る方がいいと頭ではわかっているのに、それすらもできそうにない。なぜならそうしてしまえば、真帆はもう彼に会えなくなってしまうからだ。

　生まれたばかりで散った、儚はかない夢のような恋だったが、それを自分から手放す勇気はまだ持てなかった。

〝なぜあの時、あなたは私に口づけたの？〟

　いつもの真帆だったら、言えるはずの言葉がどうしても言えない。

　あのキスの意味を尋ねて、「気の迷いだった、すまない」などと謝られてしまったら、どうにかなってしまいそうだ。

　真帆は、蓮から受け取った資料をジッと見つめて、そんな自分の気持ちを反芻する。

　けれど考えても考えてもなにもわからないままに、彼への想いだけが季節外れの雪のように真帆の心に積もっていった。










答え合わせ




　秘書室の電話が鳴ったのは、その週の終わり、金曜日の定時を少し過ぎた頃だった。

　真帆は秘書室にかかる電話は一番に出ると決めているが、コピー機のそばにいて一歩遅れる。代わりに電話を取ったのは佐藤だった。

「はい、藤堂不動産副社長秘書室です……入江ですか？　少々お待ち下さい」

　さほど広くない秘書室で、電話の対応をする佐藤に、部屋の全員の視線が集まった。外部から真帆に名指しで電話が入るというのが、初めてだったからだ。真帆は秘書室に所属しているが、蓮について外へ出る機会はまだない。従って社外との接触はほとんどないのだ。

　たまたま一条と打ち合わせをしに秘書室に出て来ていた蓮も、訝しむように眉を寄せて佐藤を見ている。

　佐藤は受話器を置いて真帆を見た。

「入江さん、中央総合病院からです」

「病院……？」

　心あたりのない電話に胸騒ぎがした。一同が見守る中自席に戻り、真帆は少し緊張して受話器を取った。

「お電話代わりました、入江です」

《こちら中央総合病院の山やま下したと申します。入江小夜子さんはお母さまで間違いないでしょうか》

「はい、母です」

　真帆の胸がドキンドキンと嫌な音を立てて鳴った。

《先ほど、こちらに入江小夜子さんが救急搬送されました。つきましては……》

　電話の声を最後まで聞けずに、真帆は受話器を取り落としてしまう。ガタンと受話器がデスクにあたる、派手な音が部屋に響いた。落ちた受話器からは、《もしもし！　入江さん？》と相手の声が微かに漏れた。

　拾って話を聞かなくてはと思うのに、手が震えて思うように動かなかった。

　代わりに大きな手がそれを拾い上げる。今にも倒れそうになってしまった真帆をもう一方の手で支えながら電話に出たのは蓮だった。

「失礼しました。代わりにお話をお伺いします。入江の上司の藤堂と申します。……少し動揺しておりまして。はい、……はい」

　蓮は話しながら真帆を椅子に座らせる。そしていくつかの情報をメモにとってから電話を切った。

「一条、今夜の私の予定をキャンセルしてくれ」

　蓮は、怪訝な表情のまま事態を見守っていた一条に、そう指示をする。そして屈むと、へたり込むように座ったままの真帆を覗き込んだ。

「お母さまが倒れられたそうだ。命に別状はないとの話だが、それ以上の病状は君が病院に着いてからだそうだ。すぐに病院へ行こう。……立てるか？」

　青い顔のまま、真帆はこくんと頷く。

　蓮も小さく頷いて、素早く副社長室へ行くと携帯と財布を持って戻ってきた。

「一条、後を頼む。それから正面のエントランスに俺の車を呼んでくれ」

「かしこまりました」

「荷物はこれだけか。行くぞ」

　そう言って真帆のバッグを掴む蓮を、わけがわからないままに真帆は止めた。

「ふ、副社長！　大丈夫です！　ひとりで行けます！」

　本当はそんな自信、全然なかった。でも混乱を極める真帆の頭の中の、わずかに残った冷静な部分が、ストップをかけた。

「こんな状態の君を、ひとりで行かせるわけにはいかないだろう」

「でも……！」

　真帆は慌てて固辞をする。

「でもじゃない、ほら行くぞ」

　蓮の大きな手が真帆の冷たい右手を掴む。そしてそのまま真帆をドアの方へ促した。

「入江さん、副社長の分も含めまして業務の方は大丈夫ですから、早くお母さまを安心させてあげて下さい」

　部屋を出る間際に聞いた一条の言葉にとりあえずは安心して、真帆は蓮と手を繋いだままエレベーターまでの長い廊下を歩いた。ドキンドキンという嫌な胸の音は相変わらずうるさいくらいに鳴っている。心配でどうにかなってしまいそうだった。

　父亡き今、母はたったひとりの真帆の家族だ。なにかあったらどうしようと思うと怖くて涙が溢あふれた。しっかりしなくてはと、いくら自分を奮い立たせようとしても、ダメだった。後から後から流れ出る涙が、ポタポタと廊下に落ちる。それに気が付いた蓮が立ち止まって振り返る。そして一瞬の逡しゅん巡じゅんの後、大きな両腕でふわりと真帆を包んだ。

「しっかりしろ、大丈夫だから」

　大きな手が小さな子供を慰めるように、優しく真帆の背中を撫でる。

　何度も、何度も。

　その感触に、真帆の心はわずかに落ち着きを取り戻した。蓮がそう言うなら、本当にそんな気がしてくるから不思議だった。

「行けそうか」

「はい、すみません。泣いたりして……」

「いや、当然だ。気にするな」

　真帆を包んでいた温かい腕が解かれ、濡れた頬を蓮が素手で拭った。

「行こう」

　再び力強く右手が引かれた。




　医者の話によると、小夜子が倒れたのは過労によるもので、しばらくは安静が必要とのことだった。さらに運ばれた時の血液検査でいくつかの気になる数値があるため、精密検査が終わるまでは静養を兼ねて入院するようにとの指示を受けた。

「お母さん！」

　看護師に案内された病室のドアを開けるなり、真帆はベッドに横たわる小夜子に駆け寄る。小夜子はすでに目を覚ましていた。

「真帆ちゃん、来てくれたの」

　おっとりとした物言いはいつもの通りの母だが、とにかく顔色が悪かった。それに医者の話を裏付けるようにひどく疲れて見える。

　そういえばここ最近は、新しい仕事と蓮のことばかりに気を取られて、母とはまともに話をしていなかった。

「ダメじゃない、体調が悪いならちゃんと休まないと！」

　母の不調に気が付けなかった自分を責めるあまり、真帆は強い口調になってしまう。

「心配かけてごめんね。でも大丈夫よ、お医者様もおしゃってたでしょう？　二、三日休めばいいだけよ」

　なんでもないことのように振る舞う小夜子を、真帆は睨んだ。

「それより真帆ちゃん、こちらは……？」

　小夜子はそんな真帆の視線から逃れるように蓮を見る。小夜子に尋ねられて、真帆は隣にいる蓮を振り返った。

　彼は、病院に着いてからも動揺から抜けきれずにいた真帆に、ずっと付き添ってくれていた。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。真帆さんの職場の上司をしております、藤堂と申します。お母さまが倒れられたという連絡を病院から受けた後、少し動揺されていたようですので付き添わせていただきました」

「まぁまぁ、それはお世話をおかけしました。真帆ちゃん、椅子をお出しして」

「いえ、私は……外でお待ちしております」

　蓮は大きな手を振って固辞をしている。

　真帆は、どうしていいかわからずに母を見た。彼に付き添ってもらわなかったら、ここまで来られなかったような気がする。外で待たせるなんてとんでもないと思った。忙しい彼だから、本当はもう会社へ戻ってもらう方がいいのだろうと思ったが、まだきちんとお礼を言えていないのに、それはそれで失礼な気がした。

　そんな真帆の内心などお見通しであろう母は、きっぱりと言う。

「そんなことできません。狭いですがお座り下さい。真帆ちゃん、ほら」

　真帆は、隅っこに立てかけてあったパイプ椅子を出して広げる。真帆の分と合わせてふたつ並べると、さほど広くない病室はいっぱいになったが、なんとか座ることができた。

「三年前にこの子の父親が亡くなっておりまして、あの時も容態が悪くなるたびに病院から家に電話が入ったものですから、その時のことを思い出してしまったんでしょう……かわいそうなことをしました」

　小夜子の言う通りだった。

　父の最期を知らせたのは、ある冬の夜の病院からの電話だった。

　電話があってすぐに真帆は母と駆けつけたのだが、到着した時にはすでに父は息を引き取った後だった。覚悟はしていたとはいえ、それからしばらくは母も真帆も電話が鳴るたびにびくりと肩を震わせたものだ。

「真帆さんはいつもしっかりされていますので。尚更心配でついてきてしまったのですが、大事でなくてよかったです」

　蓮が穏やかに小夜子と言葉を交わすのを、真帆は不思議な気持ちで見つめていた。

「職場の同僚が私の鞄から真帆の名刺を見つけて勝手に病院に伝えてしまって、藤堂さんもお仕事があったでしょうに……」

「あ、そうよ。お母さん！」

　真帆は小夜子の言葉を遮った。

「ステーションホテルから運ばれたって聞いたわ！　どういうこと？」

　小夜子は父亡き後、専業主婦を返上して働きに出ている。小鳥遊の叔父を頼って丸大百貨店の呉服部門で週に五回ほど、パートをしているはずだ。それなのに、職場で倒れたと言って運ばれたのは、ステーションホテルというビジネスホテルからだというではないか。

　真帆の問いかけに、小夜子は視線を泳がせた。

「百貨店は？　辞めたの？」

「……辞めてないわよ」

　小夜子は、いたずらが見つかった子供のように口を尖らせている。

「じゃあ、なんでステーションホテルでも働いてるのよ！」

　父が亡くなってすぐは、金銭的に困窮した時期があったとはいえ、今は大人のふたり暮らし。真帆も家にお金を入れているので生活には困らないはずだ。

「だって、百貨店は週に五回までしかシフトを入れられないのよ」

「それじゃ足りないの？　だったら、私が家に入れる分を増やすよ。なんで相談してくれないの？　そんなにたくさん働いたら、倒れるに決まってるじゃない！」

　真帆はまた声を荒らげてしまう。百貨店の仕事はシフト制で、小夜子は土日は大抵仕事だ。その分平日に休みを取っていると思っていたのに。気が付けなかった自分に腹が立った。

　小夜子はそんな真帆から視線を逸らしたまま、ポツリと呟いた。

「小鳥遊のおじさまから聞いたのよ。真帆ちゃんが、大学を行きなおそうと思ってるって」

　小夜子は小さくため息をついて、とっぷりと日が暮れた窓の外を見た。

「おじさまは、真帆ちゃんは頑張り屋だから大学の費用くらい出してやるって言って下さったわ。でも、お母さん、あなたのおじいさまとの約束が引っかかって、すぐには頷けなかったの……」

　小夜子は、当時決まりかけていた縁談を蹴って父と一緒になったのだ。その時に、どんなに苦労をしても小鳥遊家には泣き付かないと祖父に啖たん呵かを切ったのだという。父の給料が安くて貧しかった時も、真帆の大学の費用を工面できなくなった時も、その言葉を守り切った。

「でもよく考えたら、そんなの私のくだらない意地で、そのために真帆ちゃんの将来を潰すことになるのかもしれないと思ったら、なんだか申し訳なくて……やっぱりおじさまに頼んでみようかと迷ってる間に、せめてちょっとでも足しになればと思って……」

「そんなこと私がいつ頼んだのよ！」

　真帆は思わず立ち上がった。病室の粗末なパイプ椅子がガタンと音を立てて倒れた。

「私もうちゃんとした社会人なのよ！　大学の費用くらい自分で工面できるわ。おじさまにだって頼らなくてもいいのに、そんなに無理してお母さんが倒れたら意味ないじゃない！」

　頭に血が上って、顔が真っ赤になるのが自分でもわかった。でも言わずにはいられなかった。夕方、電話を受けた時の胸が潰れるような思いが鮮やかに蘇った。

「そうね、心配かけてごめんね、真帆ちゃん」

　小夜子が謝るのを見ても、真帆の怒りは収まらなかった。母の中で自分はいつまでも小さい子供のままなのだ。それは仕方がないとしても、もう少し頼ってくれたっていいじゃないか。

「私に相談もなくもうこんなこと……！」

　なおも小夜子を詰る言葉を続けようとする真帆だったが、両肩が温かいものに包まれたような気がして振り返る。

　蓮だった。

　大きな手で真帆の両肩を優しく包んでいる。

「入江さん、お母さまはまだ体調が万全ではないのだから……」

　真帆は突然彼の存在を思い出して口を噤んだ。少し茶色い切れ長の瞳が真帆を心配そうに見下ろしている。それを吸い込まれるように見つめて、少しだけ冷静な部分が戻ってきた。

「あ……私、……すみません」

　力なく謝ると、両肩に置かれていた手が、真帆の肩をいたわるようにポンポンと叩いてから離れた。

「藤堂さん、申し訳ありません。みっともない親子げんかを見せてしまいまして……」

「いえ、私も母を病で亡くしていますから、真帆さんのお母さまを心配する気持ちはよくわかります」

　小夜子は少し涙ぐんで頷いて、真帆を見た。

「真帆ちゃん、本当にごめんね。今日はもう帰りなさい。明日も来てくれる？」

「うん……」

　もう子供じゃないなどと言いながら、子供みたいに癇かん癪しゃくを起こしてしまった自分が不甲斐なくて少し恥ずかしい。小夜子の言う通り、今日はもう帰った方がよさそうだと思い鞄を取った。

「帰り道、気をつけてね。心配かけたのはお母さんだけど、こういう時は自分で思うほど冷静になりきれていないものよ」

　病床の父に付き添った母の言葉は、それなりに説得力がある。素直に頷いた真帆の隣で蓮が口を開いた。

「真帆さんは私がお送りしますので、ご安心下さい」

「副社長!?」

　真帆は慌てて口をはさむ。

「そんな、大丈夫です！　ひとりで帰れます」

「どうせ私も車で帰るんだ、君の家に寄るくらいわけないよ。お母さまのおっしゃる通り、私も心配だ」

　病院までは蓮の車で来た。それだけでも十分申し訳なかったと思うのに、これ以上迷惑はかけられない。

「でも副社長、業務は……」

「一条に任せてきただろう？　心配するな。こういう時は遠慮なく人に頼るもんだ。私は先に行っている、正面に車をまわしているから」

　やや一方的に言って、小夜子に頭を下げると蓮は病室を出て行った。真帆は少し唖然として、それ以上はなにも言えないままに彼を見送ってしまった。

「いい方ね」

　小夜子が微笑んだ。




「今日はありがとうございました」

　蓮の車に乗り込んだ真帆は、運転席の蓮に深々と頭を下げた。とりあえず母の無事も確認できて頭の血も下がって冷静さを取り戻してみると、今度は今こうやって彼に付き添われていること自体に恐縮した。

　多忙を極める蓮に、ここまでしてもらったことが申し訳ない。

「いや、本当に大事でなくてよかったよ」

　蓮は短く言って車をまわし、もう一度駐車スペースに車を停めてから真帆を見た。

「住所をおしえて」

　ナビを操作しながら尋ねる彼に、真帆は迷いながら口を開いた。

「あの……、本当に大丈夫です。最寄駅まで送っていただいたら電車で帰ります」

　キャンセルしてしまった蓮のスケジュールは、確か業界団体の定例会だったから、それ自体は後に響くものではないが、おそらくいつものパターンだと彼はこの後も会社に戻って仕事をするのだろう。それだと真帆の家は反対方向になる。

　だが蓮も譲らなかった。

「私も君のお母さまに君を家まで送り届けると約束したんだ。意地を張らないで言いなさい」

「でも……」

　なおも言い淀よどみ口を噤む真帆の沈黙を、蓮は別の方向から解釈したようだった。

「あぁ」

　思いついたように声をあげる。

「上司とはいえ男に、家まで送ってもらうのは都合が悪い？　だったら君が信頼している方のところまで送ろう」

「え？」

　蓮の言っている言葉の意味が理解できなくて、真帆は聞き返す。

　蓮は、軽く咳せき払いをしてもう一度言った。

「だから……恋人がいるから、私に家まで送ってもらうのが困るんだろう？　連絡して来てもらったらどうだ？　とにかくこういう時はひとりにならない方がいい。君が恋人と合流するのを見届けたら私は帰る」

　そこまで言われて、ようやく真帆は彼の言葉の意味を理解する。

　ハンドルに腕を置いて静かな眼差しで真帆を見つめる蓮を、真帆もジッと見つめ返してから口を開いた。

「……いません、そんな人」

　蓮が無言のまま目を見張る。

　それを見ないフリをして、真帆は車の正面に視線を移した。

「恋人がいると言ったのは嘘です」

「嘘？」

　少し掠れた声で蓮が尋ねる。

　真帆は前を見つめたまま、こくんと頷いた。

「私には石川常務のお話を上手にお断りできる自信がなかったから、そうしておいた方がいいかなぁって……」

　最後まで言い終わらないうちに、蓮が大きくため息をついたような気配を感じて、真帆は隣に視線を移す。彼はハンドルを抱えるように顔を埋めていた。

　真帆は慌てて言葉を付け足す。

「あの、常務に嘘をついてしまって、申し訳ありませんでした」

　真帆の謝罪が聞こえているはずの蓮は、ハンドルにうつ伏せたままなにも言わない。

「あのー……、副社長？」

　普段は見えない彼のつむじを不思議な気持ちで見つめながら、真帆が再び声をかけると、突然蓮が顔を上げた。

　そしてびくりと肩を震わせている真帆を睨んだ。

「だったらなぜそう言わない？　あの時聞いたじゃないか、本当なのかと！」

　その蓮の剣幕に一瞬たじろいだ真帆だけれど、しばらくすると反発する気持ちがむくむくと湧き出るのを感じた。口調は強くても、今の彼からはあの時のような得体の知れない怒りは感じない。

「ふ、副社長が、あんなに怖い顔で聞くからです！　あれじゃあ、なにも言えなくなります！」

　真帆は頬を膨らませて反論した。

「それに、そこまで怒ることですか？　確かに、常務に嘘をついたのはよくないですけど……」

「そうじゃないだろう!!　俺は君が……」

　言いかけて、蓮は言葉を切る。

「いやそうだな、そもそも……」

　そしてそのまま口元に手を当てて考え込んでしまった。そういえばあの日の朝、彼は真帆に話があると言っていたのだ。結局、それは原因不明の諍いさかいの後、うやむやになってしまっていた。

　真帆は、彼が自分にはわからないなにかを抱えているのではないかと思った。

　その正体を知りたい。

「副社長？」

「いや、そうかもしれないな。俺は睨むクセが、なかなか直らない。君の話をちゃんと聞かずに、冷静でいられなくなった。しかも、怒りに任せてあんなことを……」

　やや早口に言って、蓮は真帆を真っ直ぐに見た。

　車内が薄暗くてよかったと真帆は思う。そうでなければ、あのキスの話が出て、真っ赤になってしまっていることに気付かれてしまっただろう。

　蓮が茶色い瞳を瞬かせた。

「あんなことをして、申し訳なかった」

　やや苦しげに、それでもはっきりとした言葉で蓮が言う。

「なぜ謝るんですか？」

　反射的に真帆は聞き返した。

　心の底から後悔しているとでも言いたげな彼の様子に、苛立ちを感じて。

「副社長にこそ、恋人がいるからですか？　あれは間違いだったから？」

　畳みかけるように言ってしまってから、こんな質問は彼を困らせるだけなのにと真帆はすぐに後悔した。

　でも、どうしても言わずにはいられなかった。

　彼があのキスをなかったことにしたくても、真帆にとっては愛しい人との最初で最後の触れ合いだった。間違いだったかもしれないけれど、彼の口からあの時の気持ちを聞きたかった。

　一方の蓮は、真帆の気迫に少し驚いたように一瞬だけ沈黙してから、ふっと笑みを漏らした。

「俺にも、恋人なんていない。ただ、君を恐がらせて無理やりに触れてしまったことを謝罪しているんだ」

「……え？」

　今度は真帆が沈黙する番だった。あの時確かに石川は、蓮にはもう相手がいるから断られたと言っていたように思う。

　あれはいったい……？

　言葉もなく、切れ長の茶色い瞳をただ見つめるしかできない真帆に、蓮がもう一度謝罪の言葉を口にした。

「すまなかった。俺の中でどんな理由があったにせよ、君の同意も得ないまま触れるべきじゃなかった。もし、君がどうしても許せないと言うならば……」

「そんなこと、ありません！」

　真帆は彼の言葉を遮った。

「い、嫌だなんて、思ってません。ただ、どうしてかなぁってわからなくて、混乱はしましたけど……」

　勢い込んで言ってしまってから、真帆は頬を染めてうつむいた。

　けれど豪胆に見えて意外と生真面目なところもある彼が、真帆に申し訳ないと思っているのがその点だけなら、謝らないでほしいと思った。

　そしてやっぱり、なぜキスをしたのかを知りたいと思った。

「い、嫌じゃないけど、混乱はしました。副社長はなぜ私に……キ、キスをしたんですか」

　うつむいたまま真帆は呟くように尋ねる。そのまま答えを待っていると、すっかり熱くなってしまった頬に蓮の手が触れた。そして頬にかかる髪を、大きな手が優しくかき上げた。

「君の、恋人に嫉妬したからだ」

　淡い期待を込めて尋ねておきながら、あまりにも率直な蓮の答えに、真帆は心臓が止まりそうなくらい驚いて顔を上げる。

　そこには、困ったような笑みを浮かべた蓮の瞳があった。

「そう、君が本当は誰かのものなのだと思ったら、許せなくなって……。だがこの話をする前に、俺は君に話さなければならないことがある」

　少しひんやりとした蓮の大きな手が、真帆の頬を包み優しく撫でた。

「少し前に、コーヒーの時間におっしゃっていた話ですね」

「そうだ、私はどうやら君を根本的に誤解していたようだ。その答え合わせをしなければ……。ただ君は今夜はお母さまの件で疲れているだろうだから、日を改めよう」

「嫌です！」

　真帆は声をあげる。

　もう少しも待てなかった。

　強く惹かれながらも、彼の行動には不思議に思う点が多かった。

　彼がなにを思って自分と接してきたのか、自分をどう思っているのか、すぐにでも知りたい。たとえそれが自分の思う通りの結果を生まなかったとしても。

「全然、疲れていません。お願いです、今すぐ話して下さい！」

　真帆は、肌触りのいいシャツがシワになるのも構わずに、蓮の腕を掴んで縋るように言った。車の中でふたりきりという状況が、真帆の背中を押した。今聞いておかないともう二度と尋ねられなくなる、そんな気がして。

　蓮はそんな真帆を見て少し逡巡していたが、やがて安心させるように頷いた。

「わかった」

　真帆は胸を撫で下ろす。

　どんな話かは知らないが、とにかくこのわけのわからない苦しさからは解放されるのだ。そして期待を込めて次の蓮の言葉を待つ。

　だがその時、ぎゅるるる～と、大きな真帆のお腹の音が静かな車内に響いた。

「あ……」

　真帆は慌ててお腹を押さえる。

　同時に蓮が吹き出した。そしてそのまま、ハンドルを抱えて大きな肩を揺らして笑っている。

「だって、夜ご飯食べてないんだもん」

　言い訳のような独り言を口にして、真帆は赤い頬を膨らませる。そして蓮を睨んだ。

「先に、飯だな」

　蓮が笑いながら言った。




　時刻は午後九時をまわっていた。

　小夜子の入院で、食事どころではなかったふたりだから話の前にまずは腹ごしらえをという話になった。

　なおも業務に戻らなくていいのかと尋ねる真帆を、蓮は「君はそんなに私に仕事をさせたいのか、一条に似てうるさい秘書だ」と言って黙らせた。

　そして蓮が真帆を連れてきたのは、蓮の自宅の近くにある大衆居酒屋だった。裏通りにあるだけあって庶民的な情緒が漂う居心地のよさそうなその店は昼間は定食屋で、夜もお願いすれば出してもらえると蓮は言った。

「夜に接待や会食がない時は大抵ここなんだ」

　そう言って蓮が暖簾のれんをくぐると、店主夫婦と思わしきふたりから笑顔で声がかかる。

「いらっしゃい！」

「あら、蓮くん！　珍しい、女の子連れなんて」

　親しげに下の名前で呼ばれている蓮に真帆が驚いていると、蓮が頭をかいた。

「学生時代から通ってるからね。女性を連れて来るにはあまりふさわしくないかもしれないけど、君なら気に入るかもしれないと思って」

　そう言った蓮の視線の先にある壁に貼られたメニューを見て、真帆は目を輝かせる。

「あ！　アジフライ！」

「おっ！　お嬢ちゃん、アジフライ好きなのかい？　ここの自慢の料理だよ」

　小夜子が倒れてなんだか心細い気持ちになっている今だからこそ、一番食べたいメニューだった。

「奥の座敷、いいかな」

　蓮が夫婦に断って奥の席に座る。真帆も後に続いた。

「君がアジフライが好きだって聞いた時から、いつか連れて来たいと思っていたんだ。俺は大抵野菜炒め定食だけどね」

　注文を終えておしぼりで手を拭きながら蓮が微笑む。社員食堂にいた時は異星人みたいに場にそぐわないと感じたのに、同じように大衆的な場所にいるはずの今は、とても自然に見えるから不思議だ。きっと彼が、この店が好きでとてもリラックスしているからだろうと思った。

　そんな彼を見られることが嬉しかった。

「さっきからいい匂いで、お腹ペコペコです。早く食べたい」

　真帆がお腹を押さえてみせると蓮は目を細めた。

「早くしないとまた腹の虫が暴れだすな」

「ふふふ、言わないで下さい」

　真帆は頬を染めてくすくす笑う。けれどまたこんな風に蓮と話せることが嬉しくて、少し涙ぐんでしまった。

　もうこんな時間は過ごせないと諦めていた、そのことに、自分でも思った以上にダメージを受けていたようだ。思いがけずまたその機会に恵まれたことが、泣きたくなるほど嬉しいなんて。

　そんな真帆を見て、蓮が申し訳なさそうに眉を寄せた。

「確認しておきたいんだが君がうちの会社へ来たのは、小鳥遊グループの小鳥遊会長の紹介だったね」

〝答え合わせ〟が始まったのだと、真帆は笑いを引っ込めて頷いた。

「以前勤めていた法律事務所が閉鎖になったんです。それで小鳥遊の大叔父に紹介してもらいました」

「大学は、途中で辞めたのか」

　冷たい水が入ったグラスをくるくるとまわしながら、真帆はうつむいた。

「はい、三年生の冬に父が亡くなって、学費が払えなくなったので。もちろん、奨学金でもなんでも方法はあっただろうと思いますが、その時は母が憔しょう悴すいしきっていて、とても働ける状態じゃなかったから……」

　チラリと蓮を見ると、切れ長の瞳が静かな眼差しで続きを待っている。それに励まされるように真帆は言葉を続けた。

「母は小鳥遊家の人間ですが、父との結婚を反対されて駆け落ち同然で家を飛び出したんです。その時になにがあっても絶対に経済的には頼らないって祖父と約束をしたみたいで」

　真帆は言葉を切って、少し長いため息を吐いた。

「私はべつにそれでいいと思っていました。裕福でなくても父と母の家庭で私は幸せに育ちましたし、ちゃんとした就職先もあったんですから。でもさっきの話だと母はそれを気にやんでいたんですね……」

　さっきの母の悲しそうな瞳を思い出して、真帆は憂うつな気分になった。

「だから、法律事務所が閉鎖になる時に、躍起になって私の就職先を探してきたのかもしれません。経済的には頼らないって言いながら、働き口の紹介はオーケーなんてなんだか変な話かもしれませんが……」

「それで君はうちに来たわけか」

　蓮が静かに口を開いた。

　こくんと真帆は頷く。

「ちゃんとした採用試験も受けていないのに、すみません……」

　少しだけ声が震えてしまったことを情けなく思う。でもある意味で、こうやって彼に直接謝罪することができて、よかったとも思った。なんとなくだが、そこに彼と自分のかけ違いがあるような気がしていたから。

「そのことなら気にしなくていい」

　うつむいたままの真帆を安心させるように、蓮の力強い言葉が降ってくる。

「もちろん藤堂不動産うちは、新卒採用が主だが、それ以外のルートで採用になる社員もたくさんいる。縁があってそれぞれがそこで力を発揮してくれればそれでいい。それよりも君は、採用にあたって小鳥遊会長からなにか聞かなかったか。この仕事について」

　真帆は蓮の言葉に一応は安心しつつ首を捻ひねる。

「秘書の仕事だとは聞きました」

　蓮が「そうか」と呟いた時、定食が運ばれてきた。

「わぁ、大っきい！　美味しそう！」

　揚げ物の香ばしい匂いに、真帆の視線は目の前のアジフライに釘付けになる。でも話の途中だったと思い出してチラリと蓮を見ると、彼が吹き出した。

「ははは、そんな目で見なくても、もちろん先に食べていいよ。俺も腹が減った」

　いつもより砕けた口調の蓮につられて、真帆も箸を取った。

「でも意外でした、副社長がこういうお店に来られるなんて」

　アジフライはふんわりとしてとても美味しかった。お腹が満たされていくにつれ、どことなく不安定だった気持ちも凪ないでいき、そんな軽口がついて出た。

「高級店ばかりだと思ってた？」

　真帆はふふふと笑って頷いた。

「まぁ、あれもあれでいいが。商談用だな。飽きるし」

　真帆は、今度はあははと声をあげて笑ってしまう。

「飽きるほどなんて、羨ましい！　それじゃあ、お昼くらい社食に行きたくなりますね」と言って蓮を見ると、切れ長の瞳が優しく真帆を捉えていた。

　真帆の胸がドキリと鳴った。冷房は効いているはずなのに、身体が熱い。

　食堂の女将がカラになったふたりのお盆を下げに来て、お茶を置いてゆく。

「彼女と話があるんだ」

　短く蓮が言うと、女将は心得たように座敷のふすまを閉めた。ガヤガヤとうるさかった店内の音から隔てられた部屋に、古いエアコンの音が不自然に大きく響いて聞こえた。

「石川常務が言う通り、親父……社長は俺が結婚していないことをずっと前から苦々しく思っていてね。ひっきりなしに見合いの話を持ってくるんだ」

　温かいお茶を一口飲んで、蓮が話し始めた。

「俺は二年前に副社長になったんだが、忙しくてほとんどプライベートはないような生活をしていたから。まぁ親としては心配なのかもしれない。恥ずかしい話だが……」

　蓮の父親はすなわち社長だ。

　真帆は一度だけしか会ったことはないが、にこにことして優しそうな印象だった。小夜子も真帆に彼氏がいないことを残念がったりするが、どこの家庭も同じなのだと少し微笑ましく思いながらも、思わぬ切り口から蓮の話が始まったことに少々面くらっていた。それが自分とどう繋がるのかまったく見当がつかない。

　一方で次々に持ち込まれるという蓮の見合い話にも興味が湧いた。ひっきりなしに持ってくるということは、すべてダメになったのだろうか。

　でもそんなにたくさん？

「誤解しないでほしいんだが」

　そんな真帆の内心を読んだかのように、蓮は言い訳のような言葉を口にする。

「どの相手とも会っていない。本当にこの二年間は仕事に集中していたから、そんな気にはなれなかったんだ」

　そういえば総務課の遠山ゆかりが、蓮が法人営業部の課長から一足飛びに副社長に就任した当初は、それをやっかむ声もあったと言っていた。

　二年間という短期間で誰もが認める副社長になるためには、寝食を惜しんで働くことが必要不可欠だったのだろう。

「それで、俺が片っ端から見合いを断るもんだから、親父も考えていつもと違う方法で俺に見合い相手を引き合わせる作戦を立てたらしい。それを俺が知ったのが四月の終わりだ」

　ドキリと真帆の胸が跳ね上がった。まさに真帆の入社が五月の初めだったからだ。

　嫌な予感がした。

　いつもと違う方法とはまさか……。

　息を呑んだ真帆からやや気まずそうに蓮が視線を外す。そして一瞬の沈黙の後、無理やりといった様子でもう一度口を開いた。

「……小鳥遊会長のお孫さんを秘書室に入れるからと……」

「まさか！」

　真帆は思わず声をあげた。でも思い返してみれば、不思議に思ったことがいくつかあったのも事実だった。

　藤堂不動産という一流企業に入社するにもかかわらず、学歴はなんでもよいと言われ履歴書すら必要なかったこと、大叔父がやたらと真帆の見た目を気にしていたこと、それから美咲が真帆の彼氏の有無を気にしていたこと……。

「君は知らなかったんだな」

　確認するように蓮が言う。それに頷きながらも、真帆の頭の中はただただ混乱するばかりだった。

「そ、そんなこと……信じられない」

　そう呟いてお茶のコップを両手で握りしめた。

「お、おじさまも美咲姉さんもなにも言わなかったわ」

　それはもちろん知っていたら真帆が了承しなかったからだろう。だからといって、見合い話を本人に相談もなく進めるなんて、随分と馬鹿にした話だと思った。

「副社長は初めから知ってらしたんですね」

　真帆は蓮を見た。自分の声がどこか遠くに聞こえる。

　蓮が眉を寄せて頷いた。

「あぁ、さらに言えば君もこの話を知っていると思っていた……だから」

「だから！」

　真帆は蓮の言葉を遮る。

　上司の言葉を最後まで聞かないなんてしてはいけないけれど、平静ではいられなかった。

「だから、私に冷たかったんですね！」

　ずっとずっと不思議に思っていた謎が解けた。

「……あぁ、そうだ」

　苦々しい表情で答える蓮に、真帆は目の前が暗くなるような心地がした。

　恥ずかしくてたまらなかった。会社のために、副社長である蓮のために役に立ちたいなどと思い上がっていた。そんなこと誰も期待してはいないのに。そして見合いの相手としても、肝心の蓮からは疎ましく思われていた。

　謎が解けて嬉しいはずなのに、その答えはあまりにも想像を超えすぎていて、足元がガラガラと崩れていくように感じた。

「誤解していたとはいえ、俺は君にひどい態度をとった。本当に申し訳……」

「よくわかりました」

　再び蓮の言葉を遮って、真帆はうつむいたまま立ち上がった。とても蓮の方を見ることなどできない。それどころか今すぐにここから消えてしまいたいくらいだった。

「副社長が私にそうされたのは、当然だと思います。理由がわかってスッキリしました。……私、お先に失礼します」

　真帆は眉を寄せて真帆を見上げる蓮に頭を下げて、座敷を出ようとまわれ右をする。本当はなにもスッキリとなどしていなかったが、とてもじゃないが続きを聞くことはできない。

　一刻も早くここを立ち去らなければと考えるより先に体が動いた。もう仕事も続けられないだろう、そう思ったら自然と涙が溢れる。だがふすまにかけようとする真帆の手は大きな蓮の腕に阻まれた。

「おいっ、待て。まだ話は終わっていない」

　真帆とふすまの間に蓮が立ちはだかる。厳しい表情の蓮が涙に滲んで見えた。

「悪かった。なにも知らない君に、つらくあたって」

　厳しい表情からは想像もつかないほど優しい声で、蓮が言った。

「言い訳にしかならないが、俺は親父が無理やり持ってくる話にはうんざりしてたんだ。小鳥遊グループのお嬢さんが見合いだとわかって秘書室に来るというからよほど図太いか世間知らずかのどちらかだ、俺にその気がないのがわかればプライドが傷ついてさっさと向こうから断ってくるだろうと思ったんだ」

　蓮の大きな手がゆっくりと近づいて、涙に濡れる真帆の頬を包んだ。

「でもよく考えたら、初めから君には違和感を覚えていた……」

　もう一方の手が真帆の腰を引き寄せる。驚いて見上げる真帆の目から溜まっていた涙がポロリポロリと溢れた。

　とくんとくんと高鳴る鼓動まで聞こえそうな距離だった。

「飾り気がなくて、仕事に前向きで、俺にもはっきりとものを言う……不思議な子だなと思ったら、目が離せなくなっていた」

「副社長……」

　いつもより近い距離に蓮の瞳があることに気が付いて、真帆の頬が赤く染まる。

　なにも知らないで秘書室にいた自分は、さぞかし彼の目に滑稽に映っていただろう。それでもそれを否定しないでくれているような言葉が嬉しかった。

　柔らかさを楽しむように親指で真帆の頬を優しく撫でて、蓮は微笑んだ。

「俺の結婚に関してはいつも意見が対立していた親父と俺だが、今回の話だけは親父が正しかった。じいさんは、いい子を探してきてくれたよ」

　見合いだとは知らずに、まったく見当違いの方向に突き進んでいた自分を、ただ恥ずかしく思った真帆だったが、蓮がそう言うならば少し救われるような気がした。

　真帆の頬を楽しむように辿たどっていた蓮の親指が今度は目元に添えられる。そして涙に濡れたそこを優しく拭った。

　まるで、もう泣かなくていいよとでもいうように。

「副社長？」

「そばにいてくれないか。このまま……俺のそばに」

　彼の言葉に思わず真帆は息を呑む。

　それは秘書として？

　それとも……。

　頭に浮かんだ問いかけはもちろん口にはできない。ただ少し茶色い蓮の瞳に魅入られたように、目を逸らすことができなかった。

「真帆？」

　惚けたように彼を見つめたまま、いつまでも答えない真帆の名を、催促するかのように蓮が呼ぶ。その低い声が、甘く真帆の脳に直接届いた。

　なんの変哲もない自分の名前が、彼が口にするだけで、なにか得体の知れない力を持った呪文のように聞こえるから不思議だった。その呪文が真帆の身体に火をつける。そして真帆の心の奥の強い欲求を、目覚めさせようとしている。

　そばにいたい、いつまでも。

　あなたのそばに、いさせてほしい……。

　望んではいけないと、真帆の中の理性的な部分が叫ぶ。小鳥遊家の方はともかくとして、藤堂家からしてみれば血が繋がっているだけで、お嬢様とはほど遠い真帆では蓮の相手としては不足なはずだ。騙されたと文句を言われてもおかしくはない。頷いた先に明るい未来はないだろう。

「真帆？」

　それでも、彼の唱える呪文には抗えない。甘く甘く頭に響いて、真帆の心を裸にして、本当の気持ちを言えと揺さぶった。

　射抜くように蓮が真帆を見つめている。その視線から逃げるように、真帆は目を閉じた。

　頬が焼けるように熱かった。

　瞼まぶたが作る仮かり初そめの闇に逃げ込んだところで、彼の呪文からは逃げられない。

　真帆は大きく息を吸い込んで観念したようにゆっくりと吐いた。そしてギュッと目を閉じたままゆっくりと頷く。

「よかった、ありがとう」

　かけられた言葉に目を開いて見上げてみれば、安堵したように微笑む蓮の眼差しがそこにあった。

「こんなに緊張したのは、久しぶりだ」

　そんなことがあるはずがない。

　何万人もの社員の上に立つ彼は、常に会社の未来を左右する決定を下す立場にある。

　巨額のお金が動く商談に臨む機会も多い彼が、一社員でしかない真帆の答えに一喜一憂するなんて。けれど一方で、今この時に、彼も自分と同じような胸の高鳴りを感じているのかもしれないと思うと、真帆の心が温かいなにかで満たされてゆく。

　大きな手が再び真帆の髪をかき上げて、さらさらという感触を楽しむように撫でた。そして頬を辿り、親指が唇をノックする。

「この間のやりなおしをさせてくれないか」

　そう問いかけておきながら彼は真帆の答えを待つつもりはまったくなかったらしい。

　なんのやりなおしかと聞き返そうと開いた真帆の唇に、蓮のそれが覆い被さった。

　二度目のキスは少ししょっぱい涙の味がした。

　見た目よりも柔らかい蓮の唇が真帆を食はむように触れる。ふんわりと真帆を包む大きな蓮の腕に身を預けて、真帆はそれをとても心地よく感じた。

　数日前に交わしたキスは、無理やり真帆を溶かしてやろうという熱を感じて、恐ろしさに震えたけれど、今日のキスは一八〇度違って思えた。確かめるように、いたわるように、慈しむように真帆に触れるその唇を、なぜか真帆は少しもどかしく感じた。

　あの熱がほしいと心の奥のなにかが言った。

　もっともっと、溶かしてほしい。

　触れてほしい。

　そう思った真帆の唇が無意識のうちに、なにかを催促するようにわずかに開く。そこへ蓮がすかさず侵入した。

　途端に、甘くて頭の中をふわふわとさせるなにかが真帆の口いっぱいに広がった。マシュマロみたいな柔らかいものが真帆の中を余すことなく丁寧に触れてゆくのに、脳が溶けそうなほどの悦びを感じた。

　ずっとずっとこうしていたい、ドキドキと波打つ真帆の胸がそう願う。手が届かないはずの人に触れられるこの瞬間を永遠にできるのならばなにを引き換えにしても構わない……。

　そんなことを考えながら、真帆は自分を丸ごと包んでもまだ余りある逞しい背中に恐る恐る手をまわして、彼のシャツをギュッと掴む。そうしていないと立っていられない。

　やがて唇の温もりがゆっくりと離れてゆく。それを心の底から名残惜しく思いながら、目を開けると情欲の炎を灯した蓮の瞳が至近距離にあった。

「あ……」

　つやつやと濡れた真帆の唇から掠れた声が漏れる。それに誘われるようにもう一度蓮の唇が近づこうとするけれど、ふすまの向こうでがしゃんと食器の割れる音がして、ぴたりと止まった。

「ごめんなさいねぇ～！」

　客に粗相を詫びる少し間の抜けたような女将の声を聞いて、蓮が小さくため息を吐いて目を閉じる。コツンと互いのひたいを合わせてから開かれた茶色い瞳からはあの炎は消えていた。

　真帆は大きく安堵した。

　あの炎が彼に灯っている限りは、自分はそれを求めてしまうだろう。ここがどこで、自分たちがどういう立場なのか、なにもかもを忘れて。そんな風になることが、いいことだとはどうしても思えないというのに。

「家まで送るよ」

　ふわりと微笑んで蓮が囁いた。




「ふふふ、案外バレるのが遅かったのね」

　表おもて参さん道どうのカフェで、通りに面した席に座り、キラキラとした初夏の日差しを浴びる美咲は、フッション雑誌から抜け出して来たように素敵だと真帆は思った。

　いつもどんな時も彼女は真帆の憧れの存在だ。でも今日は少し憎らしい。

「どうして黙ってたの？　いくら姉さんでもひどいよ」

　真帆は、口を尖らせて美咲を睨んだ。

「だって真帆、知ってたらオッケーしなかったでしょう？」

　悪びれることなく、美咲はストローでアイスティーの氷をかきまわして微笑んだ。

「そんなのあたりまえだよ。お見合いなんて私……私は就職したかったの！」

　外の席を選んでよかったと、真帆は思った。ちょっとくらい大きな声を出しても、街の喧騒に紛れて目立たない。

「そんなに気負うことないのよ。おじいさまたちのちょっとしたふざけ合いみたいなものだから」

　美咲は肩を竦めて言った。

「あちらのおじいさまとうちのおじいさまが仲よしなの。よく嘆いてらしたらしいのよ、孫が全然結婚しない上にお見合いも断るって。おまけに仕事も忙しくて出会いもなさそうだって。じゃあ出会いを作ればいいじゃないって、秘書室に女性を送り込むことを思いついたそうよ。それでまず私に白羽の矢が立ったってわけ」

　美咲は形のいい眉を寄せた。

　確かに蓮と美咲ならお似合いだろうと真帆は思う。背の高い蓮の隣に、これまたスラリとスタイルのよい美咲が並ぶ姿が頭に浮かび、真帆の胸がキリリと締め付けられるように痛んだ。

「でも私にはもう彼がいるんだもの。おじいさまったら安請け合いして……。お見合いを強要するなら小夜子おばさまみたいに駆け落ちするわよって言ったら慌ててたわ」

　そう言って美咲はふふふと笑った。

　小夜子の駆け落ちは、小鳥遊家でも語り草になっているらしい。当初、誰もがどうせすぐ泣いて帰ってくるだろうと思っていたところ、予想に反して小夜子が子供まで作って幸せな家庭を築いたものだから、今は亡き真帆の祖父母は、後になって随分と後悔したという。それを間近で見ていた小鳥遊の大叔父は、同じことになってはいけないと焦ったのだろう。

　そうは言っても藤堂家の方とは約束をしてしまった。

「だからってなんで私に……」

　真帆は親戚すべてを把握できているわけではないが、小鳥遊家には適齢期の娘がまだ何人かはいるはずだ。よりによって、血が繋がっているだけで小鳥遊家の外で育った真帆を選ばなくてもよさそうなものなのに。

「あら、そんなの真帆が一番いい子だからに決まってるじゃない！　おじいさまは、私がダメだとわかるとじゃあ誰がいいかって私に聞いたわ。私、迷わず真帆の名前をあげたの。おじいさまはもともと小夜子おばさまをかわいがっていたから、あなたのこともとても気にかけていたでしょう？　就職先としても結婚のお相手としても申し分ない話だもの。じゃあ、真帆にってなったの」

　今は親しくしていても、やっぱり小鳥遊家は真帆の家とは考え方が違うと真帆は思う。普通の家庭に育った真帆にはちょっとない発想だ。

　小鳥遊家のような家の娘は、悪い虫が付かないようにいい学校へ行き、親の目の届く範囲の場所で働くのがあたりまえだ。その中で、お見合いなどと大袈裟な話ではなくても、さりげなく親の望むような出会いを作られているというケースは珍しくはないのだろう。

「私、藤堂さんにはお会いしたことはないけど、おじいさまの話ではちょっと堅物で融通が効かないって話だから、真帆みたいな素直で普通の子に弱いんじゃないかって思ったんだけど」

　美咲はいたずらっぽく肩を揺らして笑った。

「もうっ、美咲姉さんったら。私なにも知らないで恥をかいちゃったじゃない」

「さっきも言ったけど、知ってたらあなた嫌がったでしょう？　それにその方が自然体の真帆を見てもらえて、いい化学反応が期待できると思ったの」

　なんて勝手な、と思いながらも真帆は頬が熱くなるのを感じた。いい化学反応という言葉に、定食屋での蓮とのやり取りが頭に浮かんだ。

「ふふふ、その様子だと、うまくいったみたいね」

　美咲は声をたてて邪気なく笑う。

「ふふふ、真っ赤になっちゃって。藤堂さんに言わなくちゃいけないかしら。真帆は今どきでは珍しいくらい経験がない子なんだから、お手柔らかにって」

　真帆はますます頬を膨らませた。でも本当のところ自分と蓮の関係がなんなのか、説明できる自信はなかった。

　真帆が知っている恋人同士は、「お付き合いしましょう」と言って始まるものだ。でも蓮はそんな風には言わなかった。真帆は彼の『そばにいてくれ』という言葉に頷いたのだ。それは秘書を続けてくれという意味にもとれるだろうから、だとしたら恋人になったとは言えないだろう。

　でもその後キスを交わしたし……。

　そんなことをもやもやと考えていたら頭の中がショートしそうになって、真帆はぶんぶんと首を振った。

　美咲がもう一度、ふふふと笑った。










秘書室で衝撃の発表




「おはようございます！　入江さん！」

　土曜日は小夜子の病院へ行き、日曜日は美咲と会った。そして週が明けて月曜日の朝、本社ビルのエントランスに入った真帆を出迎えたのは、遠山ゆかりだった。

「……おはようございます」

　社会人の朝は大抵それぞれに決まった時間割があって、朝にエントランスで出会う顔ぶれが似通ってくることは珍しくはない。しかし彼女とは一度蓮との関係を聞かれて以来、朝には会っていなかった。それなのに、よりによって今朝会うなんて。そこになんとなくわざとらしいものを感じながら真帆は振り返る。

　周りの社員もチラチラとこちらに意味ありげな視線を送ってくるような気がするのは、気のせいではないだろう。

　案の定ゆかりは真帆を捕まえると目を輝かせた。

「聞きましたよ！　金曜日のこと！」

　真帆は「なんのことですか」と小さな声で惚けてみせるが、心あたりがないわけがなかった。金曜日の夕方、蓮に手を引かれて小夜子の病院へ向かう姿を、多くの社員に目撃されてしまった自覚があったからだ。しかも運悪く、ちょうど就業時間が過ぎた頃だったから、帰宅の途につく社員がエントランスに多くいて、大注目を浴びてしまった。

　あの時は、小夜子の体調が心配で気が動転していたから、気にしている余裕はなかったが、今から考えてみれば言い訳などできない状況だと思う。

　ゆかりはニヤニヤとして、真帆ににじり寄った。

「先週の金曜日、副社長と手を繋いで夜の街へ消えて行ったっていう話ですよ！　しかも副社長自らの運転だったっていうじゃないですか！　もう言い逃れはできませんよ。さぁさぁ、どういうことか私に話してもらいますよ！」

「おはよう」

　洗いざらい話すまで逃すまいと、鼻息荒いゆかりの言葉を低い声が遮る。

　蓮だった。

「あ、副社長、おはようございます」

　ゆかりが、目を丸くしながら頭を下げる。

「お、おはようございます」

　真帆も彼女にならった。

　蓮は、大抵車で出勤するので地下駐車場から直接役員室までエレベーターで上がる。この時間にエントランスにいるのはとても珍しいことだった。やや面くらっているふたりに続いて、周りの社員からも挨拶の声がかかる。蓮はそれににこやかに応えてから真帆に向き直った。

「入江さん、金曜日は大丈夫だった？」

　小夜子の様子を蓮は知っているはずだ。土曜日、小夜子の入院荷物を持って行く真帆に、蓮は再び車を出すと言った。女のふたり暮らしで、入江家には車がないからだ。

　でも真帆は、それを丁重に断った。蓮を上司だとしか紹介していない小夜子に、なんと説明すればいいかわからなかったからだ。

　その日の夜、定食屋の帰りにおしえられた蓮のプライベートのアドレスに、悩みに悩んだ末、真帆は見舞いの報告とお礼の言葉を送り、蓮からは短い返信があった。それなのに今、この場で再び尋ねられて真帆は一瞬戸惑う。だがジッと真帆を見つめる蓮の視線を受けてハッとして、答えた。

「あ、はい、大丈夫です。母の病状も落ち着いていて……金曜日はありがとうございました。わざわざ病院まで送っていただいて……」

「いや、気にしなくていいよ。あぁいう時は人に頼るもんだ」

　蓮が、正解というように頷いた。

　代わりにゆかりが声をあげる。

「病院に？」

　蓮が今度はゆかりに向き直る。

「彼女のお母さまが倒れられたと連絡があってね。それで病院まで車を出したんだ」

「……そうなんですね」

　蓮本人から事情を聞いて、一応は納得した様子のゆかりに真帆は大きく安堵する。

　エレベーターを待つフリをしながら聞き耳を立てていた何人かの社員も同じように納得している。真帆は小さくため息をついて胸を撫で下ろした。

　それを見届けてから、蓮は「じゃあ」と言って真帆とゆかりを追い越した。そして役員専用フロア直通エレベーターの中でボタンを押して手招きした。

「入江さん」

「え、でも……」

　役員専用フロア直通エレベーターは、普段は真帆は使わない。もちろん蓮が一緒の時は使うけれど、今は就業前の時間だし、他の社員の目もあるし……とまごまごしていると、ゆかりに背中をぐいっと押された。

「さすが副社長ですね。お忙しいのに、困っている部下にそこまでされるなんて、なんて羨ましい。ほら、入江さん行って！」

　そんなゆかりの言葉を潮に、他の社員たちも頷いたり、くすくすと笑ったりしてから、エレベーターに乗り込んでゆく。

　真帆はゆかりに押されて、しぶしぶエレベーターへ向かう。そんな真帆に、ゆかりが囁いた。

「と、いうことにしておいてあげます。……今のところは」




「お母さまに付き添うなら、今日は休んでもよかったのに」

　エレベーターのドアが閉まると同時に蓮が真帆を見た。真帆はオレンジ色に光る最上階のボタンを見つめながら口を開いた。

「大丈夫です。病院でゆっくり休んだら随分と顔色もよくなりました。あとは精密検査のための入院で、ずっとついていないといけないような感じでもないですから。それより……」

　真帆は、背の高い蓮を見上げて頬を染めた。

「日曜日に、小鳥遊家の方の又従姉妹に会ってきました。大叔父は忙しくして会えませんでしたけど、その……私の就職について事情を知っている又従姉妹です」

　蓮が頷いた。エレベーターの中もエアコンが効いているはずなのに、真帆の頬が熱くなる。

「ふ、副社長のおっしゃる通りでした。本当はその又従姉妹がお見合いをするはずだったみたいですが、つ、都合が悪かったみたいです。それで私に……あの……申し訳ありませんでした」

　蓮がぴくりと右の眉を上げた。

「なぜ謝る？」

　聞き返す蓮の声音に、詰るような響きを感じて真帆はうつむいた。それでも、胸の中にある気持ちをはっきりと口にする。

「わ、私は小鳥遊家とは血がつながっているだけの普通の家庭の出身です。副社長のお見合いの相手としては、あまりふさわしくないような気がします」

　真帆の言葉に、蓮は眉を寄せた。

「君は金曜日の俺の話を聞いていなかったのか？　俺は君が来てよかったと思っている。……君の言う、普通の家庭のなにが見合いの相手として不足なのかは知らないが、俺自身はまったく気にならない。二度とそのような言い方をしないように」

　やや強い口調の彼の言葉に、真帆は顔を上げて彼をジッと見つめた。茶色い瞳が誠実な色を湛えている。

　真帆は恐る恐る頷いた。

「わかりました」

　蓮との関係が自分の中ではっきりしないため、本当のところなににどう自信を持てばいいかわからない。だが少なくとも今ここにこうしていること自体は間違いではないのだ。

　そんな真帆に、蓮がそれでいいというように微笑んだ。

「それにしても」

　再び口を開きながら蓮が角ばった大きな手で真帆の頬に触れた。

「社食の件といい、しばらくはいろいろと言われるかもしれない。……俺はともかく、君には申し訳ないことをした」

　頬を辿る指先を心地よく感じながら真帆は声をあげた。

「いえ！　副社長は病院まで付き添ってくださったんです。だから謝られる必要はありません。それにやましい事情もないのですから……あ、いえ、その」

　真帆は一生懸命に言い訳のような言葉を口にするが、定食屋での出来事が頭に浮かんで、最後はごにょごにょと口を噤んでしまう。やましいことはなにもない、とは言えないかもしれないと思った。

　そうして真っ赤になってしまった真帆を見て、蓮が吹き出した。

「ははは！　まぁ、そうだな。だが我が社は社内恋愛禁止ではない。そもそも就業時間外の話だ。誰にもとやかく言われる筋合いはないだろう」

　真帆の胸が〝社内恋愛〟という言葉に跳ね上がった。ではやはり、蓮は真帆と恋愛しているつもりなのだろうか。

　それはつまり……？

　その時、チンという音とともにエレベーターが止まる。

　蓮の手が、真帆の頬から離れた。

「噂などは放っておいても収まるだろうが、少なくとも秘書室にははっきりさせておいた方がよさそうだな。君が働きにくくなるとよくない」

　蓮の言葉に、真帆は釈然としないものを抱えたまま頷いた。




　毎朝恒例の一条のスケジュール確認が終わる頃、コーヒーを入れようと席を立つ真帆と田中と佐藤に副社長室から出てきた一条から声がかかる。

「副社長から皆さんに話があります。こちらへ来て下さい」

　三人は顔を見合わせてから、それぞれの仕事を置いて副社長室へ向かう。真帆の頭にエレベーターでの蓮との会話が浮かんだ。金曜日に自身の予定をキャンセルしてまで真帆に付き添った蓮を、秘書室のメンバー全員が目撃している。さっきのエントランスでのように、蓮が改めて説明するのだろうか。

　部屋に入ると、蓮は大きなデスクに少し腰をかけるようにして三人を待っていた。そして全員が集まったのを確認してから口を開いた。

「朝の忙しい時間に申し訳ない」

　蓮の隣で一条が薄く笑っている。

「金曜日は、急に予定を変更して申し訳なかった。対応してくれてありがとう」

　まずは真帆以外のふたりに向かって蓮が言う。真帆も蓮に続いてふたりに頭を下げた。ふたりは心得たように頷いた。

「それと、その件に関連して私と入江さんのことが少し社内で噂になっている。ふたりしてビルを出るところを複数の社員に目撃されてしまったからね」

　蓮は言葉を切って、真帆に静かな視線を送る。つられたように佐藤と田中も真帆を見た。

　真帆の背筋が自然と伸びる。堂々としていなくては、と思った。金曜日は緊急事態だったから手を繋いで会社を出たのであって、なにもやましいことはないと蓮が言ってくれるはずだから。

　他の社員はともかく、これからも多くの時間を過ごすであろう秘書室のメンバーには、疑念を抱かれないようにしなくてはと思う。

　しかしそんな期待とは裏腹に蓮から出た言葉は、およそ真帆が想像していたものとはかけ離れたものだった。

「プライベートな話だが、君たちにははっきりと言っておく必要があると思う。……つまり、噂の通り私は入江さんとお付き合いをさせてもらっている」

「……え!?」

　蓮の話に部屋の中の誰よりも驚いて、声をあげてしまったのは他でもない真帆だった。慌てて両手で口を塞ぐが、時すでに遅し、部屋の全員の視線を浴びて真っ赤になってしまう。

　一方で驚いていてもおかしくはないはずの佐藤と田中は平然として真帆を見ている。まるでそんな話は知っていましたとでもいうように。

「入江さん？」

　おそらく、さっきのスケジュール確認の時にでも事情を聞いていただろう、一条はやはり平然としていて、声をあげた真帆を訝しげに見た。

　蓮が眉を寄せる。

「うちは社内恋愛禁止ではない。それは役員である私も同じだろう。だが、一緒に働く彼らがやりにくく感じないようにしておかなくては。私たちが付き合っていることはきちんと伝えて、その上で業務上は支障がないようにするべきだ」

「も、もちろん、そうです！」

　真帆は勢い込んで言った。

「そ、そのことに不満があるわけじゃありません。でもその……」

　そう言って、真帆は蓮をジッと見つめた。

「私と副社長は、お、お付き合いをしているのですね……？」

　ぶはっと、佐藤と田中が吹き出した。そしてそのまま肩を揺らして笑っている。

　蓮が瞠どう目もくして、「君は……」と呟いた。

　佐藤と田中の忍び笑いが響く中、真帆はしまったと口をつぐんだ。また思ったままを口にしてしまった。でも今回ばかりはそれも仕方がないとも思う。真帆自身はイマイチ蓮と恋人同士になったという自覚はなかったところ、先に職場へ発表されてしまったのだから。

「副社長」

　一条が呆れたように蓮を見る。

　それを無視して蓮が真帆に向かって口を開いた。

「君は……。俺をどれだけ信用していないんだ？　俺が付き合ってもいない相手にあんなことをするとでも思うのか？　あの定食屋での話はなんだったんだ!?」

　他の人がいる前で定食屋での出来事を口にする蓮に、真帆は真っ赤になった。しかし負けてはいられないと反論する。

「そんなこと……そんなことちゃんと言ってくれないとわかりません！」

　蓮はあの時、『そばにいてくれ』と言った。それが恋人としてかどうか、もちろん経験のある大人の女性ならわかるだろう。真帆とは違う大人の女性なら……。そう、きっと彼はそういう女性とばかり付き合ってきたのだ。そのような邪推までしてしまい、苛立ちを覚えて真帆は頬を膨らませる。

「私は……副社長みたいにこういうことに慣れていませんから！　あんな言い方じゃ、ただどういうことかなぁって混乱するだけです。それに！　そんな風に言うなら、付き合う前にだって……！」

　さすがにそれ以上は口にできずに口を噤む真帆に、佐藤と田中がこらえきれないというように声をあげて笑い出す。そしてそのまま腹を抱えて笑っている。

　ふたりの笑い声が響く中、一条がため息をついて、蓮を睨んだ。

「副社長……、日頃からセクハラ問題に力を入れておられるあなたらしくもない。仮にも入江さんは部下ですよ、ちゃんと手順を踏んでいただかなくては」

　盛大に嫌味を言ってから、真帆を見た。

「入江さん、副社長をセクハラで訴えるなら協力しますが」

「あっ、え？　いえ、だ、大丈夫です！」

　真帆はますます真っ赤になって、うつむいた。このまま消えてしまいたいくらいに恥ずかしい。

　恋愛経験値の大きな差がこのような勘違いを生むのだ。そういう意味でも、蓮と自分は釣り合わないのかもしれないと真帆は目を瞑る。

　そんな真帆をよそに、蓮が咳払いをして佐藤と田中に向き直った。

「……恥ずかしいところを見せてしまって申し訳ない。まぁ、そういうわけだ。もちろん業務には支障がないようにするから、無用に気を遣う必要もない。逆になにか不都合があるようなら、遠慮なく言ってくれ。それから、この話は極秘というわけでもないがやたらと広める必要もないと思っている。だから、あまり口外しないでいてくれると助かる」

「わかりました」と、頷きながらもふたりはまだニヤニヤとしている。それを咎めることもできずに、蓮は頭をかいた。

「正直、そうなればいいなとは思っていました。副社長の秘書室は女子禁制で、僕らは副社長のお気に入りなんて言われてましたからね。それにしても……うまくいってよかったですね、副社長、おめでとうございます」

　いつもはクールであまり無駄口を叩かない田中にまでからかわれて、蓮はため息をつく。

「ありがとう」

　そして真帆を睨んだ。

「入江さん、話があるから今日の就業後、副社長室へ来るように」




「今朝は申し訳ありませんでした」

　就業後、本社の地下にある役員専用の駐車場で蓮の車に乗り込んだ真帆は、運転席の蓮をうかがうように見て、しょんぼりと眉を下げた。

　会社帰りに小夜子の病院へ向かう真帆を、蓮は今日も車で送ると言った。もちろん真帆は断った。まだまだ業務を残している彼がすぐにその後、会社に戻らなくてはいけないのがわかっていたからだ。でもそうでもしないとふたりの時間が取れないと蓮に押し切られた。

　そして今、誰もいない地下駐車場の車内でふたりきりである。

　後から思い返してみたら、どう考えても今朝の真帆の振る舞いはよくなかった。たとえ蓮の言動が自分の思っていたものとは違っていたとしても、あの場では黙っているべきだったのだ。はからずも秘書室のメンバーの前で、蓮に恥をかかせてしまったと、真帆は自分を責めた。

　一方の蓮はというと、それほど気にはしていないようでハンドルに手を置いたままくっくと笑った。

「思っていたよりも、初心者だったんだな」

　それが恋愛経験についてだということに気が付いて、真帆は頬を膨らませる。

「そうですよ、いけませんか？」

　勝ち負けではないとわかっていても、しゃくだという気持ちは抑えられない。そんな真帆を、蓮は愉快そうに見ている。

「馬鹿にしたわけじゃないよ、かわいいなと思っただけだ。病院での話から想像するに、学生時代はいろいろと大変で、恋愛どころではなかったというところだろう？」

　その通りだった。

　もちろん真帆にだって高校生の頃には、淡い恋の思い出くらいはある。でもそれも卒業とともに消えた。短い大学生活は、両親がなんとか捻出してくれた学費を無駄にすまいと、勉強に熱中しているうちにあっけなく終わってしまった。

「次からは俺も気をつけるよ」

　またくっくと笑う蓮を真帆は睨む。

　かわいいなんてまるで子供に言う言葉みたいだ。

　聞き捨てならない。

「副社長、馬鹿にしてますね」

「してないって！」

　とうとう蓮が声をあげて笑い出す。そして真帆の頭を、大きな手でくしゃくしゃと撫でた。

「そういう飾らない率直なところに俺はやられたんだ。そのままでいいよ」

　そんな風に無防備に笑う蓮を見るのは初めてで珍しいと思っているうちに、ついつられて真帆も笑い出してしまう。

　手の届かないはずの人と気持ちが通じた嬉しさは、同時にそこはかとない不安を伴うものだけれど、こんな風に笑う彼を見ていると、大丈夫かもしれないという気持ちも湧いてくる。

「……もしかして、キスも初めてだった？」

　不意に笑いをひっこめて、蓮が静かに尋ねる。

　真帆は、少し慌てて頬を染めた。

「キ、キスは、初めてじゃありません」

　甘酸っぱい記憶の中に、彼氏とも言えないような淡い思い出の人がいて、一度だけ唇を交わした。

　けれど今から思い返してみれば、とても拙いものだったと思う。

「ふうん……」

　蓮はおもしろくなさそうに鼻で答えて、真帆の頬に手を当てた。

　真帆はゆっくりと瞳を閉じる。

　もう何度目だろう、彼にこうされるのは。

　角ばった大きな手が真帆の頬に触れると、なんだか手懐けられた子猫のような気分になってしまうから不思議だった。そのまま喉を鳴らして、すべてを任せてしまいたくなる。

　大きな乾いた手は、真帆の頬の柔らかさを愉しむようにふにふにと押したり撫でたりを繰り返す。その感触に誘われるように真帆は口を開いた。

「でも……」

　言いかけてから、やっぱりと口を噤む。なんだかとても恥ずかしい言葉を口走ってしまいそうな気がした。だがそんな真帆を蓮は許してはくれなかった。

「でも、なに？」

　真帆は頬を染めたまま、黙り込む。

「真帆？」

　頬に当てられた蓮の親指が真帆の唇をふにふにと押す。優しくて、でも逆らえないその感触に、真帆は唇にキュッと力を入れてからもう一度口を開いた。

「でもあんな……あんなキスは初めてでした」

　言葉にした途端、ただでさえ熱い蓮の手に包まれた真帆の頬が、かぁと温度を上げてゆく。そんなに恥ずかしいなら言わなければいいのにと思う一方で、聞いてほしいと思う自分がいた。

　あんなにとろかされるようなキスは蓮が初めてだったと。

　蓮が目をわずかに細めて追い討ちをかける。

「あんなって、どんな？」

　真帆の言いたいことなどお見通しのはずなのに、あえて最後まで言わせようとする彼は優しいフリをした悪魔だと思う。けれどその茶色い視線に誘われるままに真帆はもう一度口を開く。

「あんなに……」

「あんなに？」

「あ、あんなに熱くて、気持ちいい……」

　さすがに最後までは言えずにうつむいた真帆のアゴを、優しく頬に添えられていたはずの手がぐいっと掴む。

　そしてそのまま唇を奪われた。

「んんっ……！」

　いつのまにか運転席から乗り出してきた蓮が、真帆の視界いっぱいに広がる。途端に真帆の脳が蓮の少し野性的な甘い香りに満たされて、ふわふわと宙を舞うように漂い始める。

　なにかに縋り付いていないとどうにかなってしまいそうで、夢中で真帆は蓮のシャツを握りしめる。だがそこから伝わる彼の熱も真帆をおかしくさせた。

　初めての時とも二回目のキスとも違う、圧倒するような激しい口づけに息が上がり次第に真帆の思考が霞んでゆく。喘あえぐように息を吐いて目を開けば、そこには射抜くような蓮の視線があった。

　これ以上先へ進んだらもう戻れないと、真帆の中のなにかが警告する。

　それでももう自分の意志だけでは引き返せないところまできてしまっているような気がして、真帆はふるりと震えた。

　濡れた唇をペロリと舐なめて、蓮が満足そうに微笑んだ。










初デート




　多忙な蓮と真帆のスケジュールはどうしても合わない。小夜子の精密検査の結果は良好で無事退院したので、蓮が真帆を病院へ送ることもなくなった。

　そうしてみると、ふたりの時間は朝のコーヒータイムだけという状況だった。

　しかもそれも、真帆にとっては前のように過ごせる時間ではなくなっていた。付き合っているという事実を他の秘書室のメンバーが知っている以上、ふたりきりで部屋にこもっている時間をどのように思われるか想像できるからだ。

　一方で蓮は、それほどは気にしていないようで、相変わらずあれやこれやと真帆に話しかける。

「真帆、週末の予定は？」

　ある朝コーヒーを置き、出ていこうとする真帆に蓮の声がかかる。真帆は飛び上がった。

「ふ、副社長！　勤務中です！」

　真っ赤になって下の名前を呼ばれたことに抗議をするが、蓮はそれがどうしたとでもいうように眉を上げただけだった。

「外へは聞こえないだろう。藤堂不動産うちの造りはそんなにやわじゃない」

「で、でも……」

「それより、質問に答えてくれ。週末の予定は？」

　真帆は赤い顔のまま「特にはなにもありません」と口の中で答える。

「お母さまの様子はどう？」

「大丈夫です。ホテルの方の仕事は辞めましたし、もう一週間休んだら百貨店の方へ復帰するみたいです。私がずっとついていなくちゃいけないほどではありません」

　蓮は「そう」と言って少し安堵したようにため息をついた。そして真帆を見上げて微笑んだ。

「じゃあ、ふたりでどこかへ行こうか」

「え!?」

　真帆はまた飛び上がってしまう。

　どうしてですかと言いかけて、慌てて口を噤んだ。どうも真帆の中に、蓮と付き合っているという実感がない。

　小夜子の入院中は、病院まで送ってくれた蓮と、車の中で毎日口づけを交わした。けれど薄暗いあの時間は現実世界から切り取られた空間のようで、太陽の光に照らされた昼間の世界では、相変わらずふたりの間には距離があるような気がする。

　彼はお見合いの相手だったと、美咲からはっきりと聞かされたというのにそれもやはりどこかで信じられていなかった。それでいて、事情を初めから知っていたという蓮は、あたりまえのように真帆を恋人として扱うので、なんだか気持ちがついていかない。

　そんな真帆をよそに、蓮は話を進めてしまう。

「どこへ行きたいか決めておいてくれ。土曜日、九時頃車で家へ迎えに行く」

　突然の提案に返事を返せないでまごまごしている真帆に眉を寄せて蓮が立ち上がる。

　そして大きな机をまわり込んで真帆に近づいた。蓮の香りをふわりと感じて真帆は思わず後ずさる。だがひと足早く腰に腕をまわされてしまい、あっというまに大きな腕に抱き込まれた。

「真帆、返事は？」

　至近距離で茶色い瞳に見つめられて、余計に言葉を返せなくなってしまう。

「真帆？」

　もう一度催促されてようやく真帆は口を開く。

「で、でも……」

「でもなに？」

　真帆は蓮から目を逸らす。

「お、男の人とで、出かけるなんて今まであまりなかったですから……どこへ行ったらいいかなんて決められません」

　また初心者だと笑われるかなと思ったけれど、そんな大事なことを一任されても困るとも思った。

　案の定蓮は真帆の言葉に笑みを浮かべて、それでも優しい言葉を口にした。

「君の行きたいところでいいよ。俺のことは気にしなくていい」

「でも副社長の貴重なお休みを、そんなことに使っていいのかもわかりませんし……」

　蓮は今度は眉を寄せた。

「そんなことってどんなことだ？　俺は休日も自由に過ごせないのか？」

「ち、違います！」

　真帆は慌てて否定をする。

「いつも忙しくしていらっしゃいますから、私と出かけるよりもちゃんと休んだ方が……ん」

　真帆の言葉は蓮の口の中に消える。突然のキスに、びくりと体を震わせて、真帆は慌てて抵抗を試みるが、大きな腕に囲まれて敵わない。唇が離れて目を開けると、至近距離に不機嫌に睨む蓮の瞳があった。

「真帆。俺は初心者の君に合わせると言った。そのままでいいとも言ったがあれは取り消すよ。真帆も成長しなくては」

「……成長？」

　キスの余韻が抜けてくれず、少しぼんやりとしたまま真帆は蓮を見つめる。

「そう、君はどうも俺と付き合っているという自覚がないようだ。俺にとって最良の休日の過ごし方は君と過ごすことだ。普通の恋人同士ならそうだろう。真帆は違うのか？」

　真帆はぶんぶんと首を横に振る。

　もちろん違わない。

　もっとふたりの時間を持ちたいという気持ちは、真帆の中に確実に存在する。でも普通の人よりも忙しい彼だから、それは願ってはいけないという思いで真帆はそれを胸に閉じ込めているのだ。

　真っ赤に染まる真帆の頬を蓮の大きな手が撫でた。

「行き先の希望がないなら俺が決めよう。真帆が成長できるように、週末のデートでは俺の恋人になったということをしっかりと実感させてやる。覚悟してろ」




「真帆ちゃん、もしかしてデート？」

　土曜日の朝、落ち着かない気持ちで準備をしている真帆に小夜子が尋ねた。

　ちょっと出かけるからとだけ告げたのに、ずばり当てられて真帆は髪を梳とかしている手を止めて鏡越しに母を見る。

「え？」

「デートでしょう。お相手はもしかしてあの藤堂さん？」

「え！」

　真帆は危うくクシを落としそうになってしまう。デートだとも告げていないのに相手まで言い当てられてしまい動揺を隠せない。

「な、なんでわかるの」

　家で蓮の話をしたことはないはずだ。

「だって、真帆ちゃん今まで彼氏はいなかったでしょう？　就職したばかりでここのところ忙しくしていた真帆ちゃんに会社以外で出会いがあるようには思えないもの。お母さん会社の方は藤堂さんしか知らないけれど、この間病院に付き添っていただいた時、ただの上司にしては親切だなって思ったのよ」

　真帆は、母がおっとりしているようで意外と鋭いことを思い出す。

　けれど考えてみればべつに悪いことをしているわけでもないのだ。今まで彼氏がいたことがない真帆だから、どのように報告すればいいかわからなかったが、心配性な小夜子には隠さず言っておいた方がいいのかもしれない。

「そう、藤堂さん。あの後お付き合いすることになったの」

「ねえ、あの時は本調子でなかったからお母さん聞き流してしまったけど、藤堂不動産にいる藤堂さんってことは、藤堂家の方なの？」

　真帆は頷く。

「副社長の藤堂蓮さんだよ」

　真帆の言葉に小夜子は「まぁ」と言って黙り込んでしまった。

　真帆は不安になって小夜子を見つめる。自分のような一般家庭の出身の女が、藤堂家の御曹司とだなんて釣り合わない。母がそれを心配しているような気がして。

「お母さん、私……私もお付き合いしていいかどうかは迷っているのよ。なんだか世界が違うような気がするし……」

　真帆の言葉に、小夜子は今度はキョトンとして首を傾げた。

「世界が違う？」

「そうでしょう？　向こうは大企業の創業者一族の御曹司なんだもの。私みたいに普通の女の子じゃ釣り合わない」

　小夜子は今度は大きな声で「まぁ」と言って目を吊つり上げた。

「なにを言ってるの！　真帆ちゃん。誰に言われたの？」

「え？　や、べつに誰にも言われていないけど……でもそうじゃない？」

「そうじゃないわよ！　確かにうちは普通の家庭だけれど、真帆ちゃんが藤堂さんに釣り合わないっていうなら……あなた、お父さんとお母さんの結婚をどう思っているの？」

　真帆は「あ」と呟いて黙り込んだ。

　そうだ今の今まで忘れていたが、小夜子はもともとは名家のお嬢様で、貧乏学生だった父と恋に落ちて結婚したのだ。それでもとても幸せな家庭を築いた。〝釣り合わない〟なんて言葉は父を侮辱する言葉に他ならない。特に真帆は絶対に言ってはいけない言葉なのだ。

「真帆ちゃんはとても努力家だし、気立てもいいわ、どこに出しても恥ずかしくないお母さんの自慢の娘なのよ。どんな家の出身かなんて関係ないわ。そうでしょう？」

　愛情溢れる小夜子の言葉に真帆は少し涙ぐんで頷いた。

「お父さんとお母さんも散々言われたのよ、そういうこと。あの頃は今よりももっとそういうしがらみがひどかったから……」

　小夜子は長いため息を吐いた。

「本当にいろいろ言われたけど、お父さんと過ごした結婚生活は幸せだったし、真帆ちゃんという宝ものも授かったんだもの、お母さんこれでよかったと思うのよ。今のお仕事だって楽しいし」

「そうね。ごめんなさい、お母さん」

　真帆が出身のみを卑下して蓮との付き合いを躊躇することは父と母を否定することになるのだ。

　真帆にだけはそう思ってほしくないというのが小夜子の気持ちだろう。

「そんな風に考えちゃダメだよね。ちょっとなんだか視野が狭くなっていたのかもしれない」

　目の前が晴れてゆくような心地がした。そうだ、蓮だって君でよかったと言ってくれたじゃないか。

　その時、玄関の呼び鈴が鳴って小夜子がにっこりと微笑んだ。

「藤堂さんには、一度しか会ったことはないけれど、とても親切で素敵な方だなって思ったのよ。お付き合いには賛成よ。さぁ、いらしたわ、いってらっしゃい」




「真帆ちゃんをよろしくお願いします」

　まるで幼稚園バスに子供を預けるように挨拶をする小夜子を恥ずかしく思いながら、真帆が乗り込んだ蓮の車は冷房が効いてひんやりとしていた。

　普段はあまりおしゃれをしない真帆は、今日のために美咲に泣きついて服を選んでもらった。季節に合わせた薄いピンク色のワンピースは半袖で、念のため持ってきたカーディガンを鞄から出そうとしていると、蓮が冷房の温度を上げた。

「あ、すみません」

　慌てて謝ると蓮はふっと微笑んで、静かに車を出した。

　蓮の車には何度も乗ったことがあるはずなのに、妙に新鮮な気持ちになるのはなぜだろうと思って首を傾げた真帆だったが、蓮も自分と同じ半袖なのだと気が付いて、そうだ彼の私服姿を見るのが初めてなのだと思い頬を染めた。

　ノンアイロンのラフなシャツにいつもより少しくしゃりとさせた髪が初夏の日差しに透けて、とても綺麗だと思った。

「どうかした？」

　真帆は自分がまじまじと彼を見ていたことに気が付いて、慌てて目を逸らした。

「い、いえ。スーツじゃない副社長が……なんだか、新鮮だなと思いました」

　蓮が微笑む。

「それは俺もだ。そんなにかわいらしい格好だとは思わなかった。慣れてないなんて言葉、信じられないな」

「なっ……！」

　さらりととんでもないことを言われて、真帆は言葉に詰まってしまう。

　あたりまえだが恋人同士になっても業務時間中は上司と部下で、蓮は仕事には手を抜かない。真帆が作る資料にも容赦なくダメ出しが入ることも珍しくはない。それを嫌だなどとは思わないが、その彼と同じ口から出たとは思えないほど甘い言葉だった。

「だが副社長はないだろう」

　そう言って蓮は眉を寄せる。そしてちょうど信号待ちになったのをいいことに、じろりと真帆を睨んだ。

「名前で呼べ」

　確かに、どこへ行くかはわからないがふたりでいるのに真帆が〝副社長〟なんて呼んでいたら、周りに変に思われるかもしれない。

　真帆は逡巡しながら口を開いた。

「と、藤堂さん……？」

　蓮が吹き出した。そして信号が青になって車を発進させても、くっくと笑い続けている。

「名字じゃない。下の名前だ」

「え！」

　真帆はびっくりして固まってしまう。

「え、じゃない。あたりまえだろう？　彼氏をそんな風に呼ぶ奴があるか」

　蓮は笑いを噛み殺しながら言う。

「そ、そりゃあ、普通の恋人同士ならそうかもしれません。でも私たちは……」

　そこまで言って、またじろりと睨まれてしまい真帆は口を噤む。

「い、いえなんでもありません」

　そうだ、釣り合わないだなんだと気にはしないとさっき決めたじゃないか。膝に乗せた手をギュッとにぎって蓮を見ると口元に笑みを湛えたまま、真っ直ぐに前を向いている。黙っていても、真帆の次の言葉を待っているのがわかった。

　彼はこのデートで、真帆に恋人同士になったと自覚させると言っていた。これはその第一歩なのだ。真帆はきゅっと唇に力を入れた。そして意を決して口を開く。

「れ、蓮……さん」

　蓮がふっと笑った。

「〝さん〟はいらない」

「い、いります！」

　真帆は勢い込んで言う。ここまでが真帆の精一杯だ。これ以上は無理だ。

「な、何事も段階が必要ですから！　い、いきなりハードルの高いことを要求しないで下さい！」

　蓮は、はははと笑って、「これくらいで？」と、言う。だが一応は納得したようで、それ以上はなにも言わなかった。

　真帆はホッと息を吐く。心臓がドキドキと鳴って顔が熱い。まだデートは始まったばかりなのに、これでは先が思いやられると、心の中でため息をついた。




　蓮が真帆を連れてきたのは、最近リニューアルオープンしたばかりの海辺の水族館だった。

「白状すると、俺だって女性と付き合うのは久しぶりだ。ましてや十も歳下の君がどこへ行けば喜ぶのかなんてわからなかったから、オーソドックスなところになってしまった」

　照れたように言う蓮に、真帆は目を細める。そして、けして自分を大きく見せようとしないところも彼の魅力だと思った。たくさんの人の上に立つ彼ならば弱みを見せることには、抵抗があってもおかしくはないはずなのに。自分の弱い部分を認めつつ、今いる地位に甘んずることなく努力し続ける彼だからこそ、周りの人たちは彼の力になりたいと思うのだろう。

「私もテレビで見て、新しくなったのは知っていましたから、来てみたいと思っていたんです」

　真帆が言うと、蓮は安堵したように微笑んだ。

「よかった」

　そして真帆の手を取り歩き出す。

「あ」

　真帆は思わず声をあげる。

　それに気が付いた蓮が、足を止めて振り返った。

「べつに手を繋ぐのは初めてじゃないだろう？」

　確かに。

　小夜子が運ばれたあの病院へ行く時も手を引かれた。その温もりに、不安で叫び出しそうだった心が慰められたことを思い出す。

　真帆が頬を染めてその大きな手を握り返すと、蓮が合格とばかりに微笑んだ。

「オーソドックスと言いながら実は俺が来たかったんだ。この水族館」

　大きな水槽のトンネルを見上げながら、蓮が言う。真帆は綺麗な青に染まる蓮の横顔を見つめた。

「魚が好きなんですか？」

　新しい展示方法をふんだんに取り入れた、見どころ満載のこの水族館は、確かにデートスポットには最適かもしれない。でも大人の男性が来たいというのはなんだか珍しいような気がした。

　首を傾げた真帆を振り返り、蓮が微笑む。

「釣りとダイビングが好きなんだ」

　その手放しの笑顔に、真帆の胸がドキンと大きな音を立てる。とても大企業を動かす立場にいる人物とは思えないほど無邪気な笑顔だった。

「いや、海が好き、かな。学生時代は南の島によく潜りに行ったけど、もうなかなか行けないからね」

　藤堂不動産はこの業界では珍しく、休暇をきちんと取ることができる会社だ。特に夏の休暇と年末年始は、他の会社よりも長く設定されている。それでも会社にとって不測の事態に備えるためには、役員である彼はそういうわけにはいかないのかもしれない。

　身近に海を感じられるこの場所に、彼が来たかったというのには頷ける。

「じゃあ、南洋の海の大水槽のエリアに行きましょう」

　真帆が微笑むと、蓮の大きな手が伸びてきて頭を優しく撫でた。

「あぁ、ありがとう。でも君はどこを見たい？」

　頭に乗った温もりは、やがて頬へ下りてきて、ふにふにと柔らかさを楽しむように触れている。真帆は、蓮にそうされるのをいつのまにか大好きになっている自分に気が付いた。そして、どうやら彼の方もそうするのがお気に入りらしい。

　自分を見下ろす眼差しが、これ以上にないくらいに優しい。

「わ、私は……」

　なんだか急に恥ずかしくなって真帆はうつむいた。

「私は、カピバラが見たいです」

「え」

　蓮の手がぴたりと止まる。真帆は不思議に思って彼を見上げた。

「なんですか」

「いや、べつに……でもあれ、かわいい？」

「かわいいですよ!!　動物園に行った時も私大好きだから必ず触れ合いタイムには触りに行くんですよ！　ほら、ここでも午後からエサやり体験ができます。絶対行きたいです」

　パンフレットを見せる真帆を、胡散臭そうに蓮が見ている。

「なんですか」

「いや、べつになにも」

　真帆はジッと蓮を見た。

「副社長、まさかカピバラ苦手なんですか？」

　蓮は苦々しい表情で答える。

「いや、苦手じゃないけど、あんなに大きいネズミがちょっと信じられないっていうか……」

　ごにょごにょと言いながら、視線を逸らす蓮に真帆は我慢できずに吹き出した。

「つまりは苦手なんですね!!」

　まだ入社して間もない真帆でも、不動産業が常に様々なリスクに晒されていることくらいは知っている。それでも、どんな時でも会社を成り立たせなくてはならない立場に彼はいて、実際にたくさんの修羅場を乗り越えてきたという。

　その彼が、まさかあんなにかわいいカピバラが苦手だなんて!!

　くすくすと笑いが止まらない真帆を蓮は頭をかいて見ている。

「べつに苦手ではない。いいよ、行こう。エサやり」

　ふてくされたように言うので、ますます真帆は笑いが止まらなくなってしまう。

「ふふふ。だ、大丈夫です。副社長が苦手なら私、諦めます！」

　そう言って南洋の海の大水槽エリアはどこかなと再びパンフレットを広げた時、突然ぐいっと引っ張られて、薄暗い柱と柱のくぼみに引き込まれてしまった。

「あ……」

　驚いて見上げると、蓮が不敵な笑みを浮かべて真帆を見下ろしていた。

　薄暗くて少し青い不思議な空間で、壁を背にして背の高い蓮に閉じ込められてしまった。からかうようなことを言って怒らせてしまったのだろうかと思ったが、そうではないことは彼の口元の笑みでわかった。とはいえ、びっくりするほど距離が近い。真帆の大好きな切れ長の綺麗な瞳がジッと真帆を見つめている。

「あ、す、すみません、副社長。笑ったりして」

　思わず口にした言葉に、蓮がわずかに目を細めた。

「そんなことで怒ったりはしない。でも真帆、俺の呼び方は？」

　ゆっくりと尋ねられて真帆は思わず声をあげる。

「あ……」

　いつのまにか元に戻ってしまっていた。

「す、すみません」

「謝らなくてもいい。でもまだ慣れないようだな。正しい答えを言って」

　真帆は一瞬、業務中にミスを指摘されているような気分になった。そういう時も彼は謝罪は特に必要としていない、ただ早期のリカバリーを要求する。

　真帆だって業務中のミスならばすぐにでもやりなおしに取り掛かる。

　けれどこの案件は……。

　残念ながら、にっこりと微笑まれてジッと見つめられては言えるものも言えなくなってしまうと真帆は思う。

「そ、そんなに見られたら、い、言えません。次はちゃんと言いますから」

　真帆は頬を染めてうつむいた。これなら業務中みたいに厳しくされた方がマシだとすら思う。

　だが蓮は許してはくれなかった。

「ダメだ。今日は君に俺の恋人だと自覚してもらうと言っただろう。真帆、言ってごらん？　俺は誰だ？」

　優しいけれど、けしてノーとは言わせない蓮の低い声に、観念して真帆はおずおずと口を開く。

「れ、蓮さん……です」

　かの鳴くような声でようやく言うと小さくため息をついた。無理やり言わされても、やっぱりしばらくは慣れなさそうだ。

　一方で蓮はそれで一応は満足したようで、「よくできました」と幼稚園の先生みたいに言った。そして安堵した真帆の唇に、ちゅっと音を立ててキスをした。

「な……！」

　驚いて、そして慌てて真帆は周りを見まわす。柱の陰になって誰にも見られていないことは確かだが、それでもこんなところで、キスされたなんて信じられない。真っ赤になって真帆は蓮を睨んだ。

「な、なにするんですか！　副社長、こんなところで……ん」

　抗議をする真帆の唇を、また蓮が唇で塞ぐ。そして、再び目を白黒させている真帆を至近距離でじろりと睨んだ。

「君がこんなにもの覚えが悪いとは知らなかった。業務中とは大違いだな」

　呆れたように言われてしまい真帆は恥ずかしいのと心外なのとで、すでに真っ赤になっている頬を盛大に膨らませた。

　真帆だって、まさか蓮がこんな小さなことにこだわる男ひ性とだとは思わなかった。

　上司としてはどちらかといえば寛大な方なのに。

「ふくしゃ……れ、蓮さんが私を名前で呼ぶのと、私がれ、蓮さんを名前で呼ぶのとではハードルの高さが違うと思います！　私は部下なんですから」

　真帆は精一杯の反論をする。

　蓮は眉を上げてはははと笑った。

「よく言うよ。すでに上司に対する態度でもないくせに」

「それは……！」

　痛いところを突かれて言葉に詰まる真帆を見て、蓮はもう一度はははと笑った。そして頭に大きな手を置いてくしゃくしゃと撫でた。

「それでいい。今日は上司も部下もないからな。でも呼び方は譲らない。次から間違えたら、その口をさっきみたいに塞ぐからな。そうしてほしければいくらでも間違えていいぞ」

「な……！」

　ニヤリと笑って勝手なことを決めて、蓮は真帆の手を引いて再び歩き出した。

　その後ふたりはそのまま手を繋ぎ、時間をかけて館内をまわった。南洋の海の大水槽では、ひらひらと舞うように泳ぐ魚たちが真帆の目を楽しませ、蓮は真帆に請われるままに魚の名前を披露した。遠くへの旅行経験がない真帆は、ダイビングに訪れたという蓮の南の島の話を目を輝かせて聞き、来年の夏休みには一緒に行こうと言われて頬を染めた。

　午後からのカピバラのエサやりでは、「ひとりでやります」と真帆がいくら言っても蓮は首を縦には振らず、結局一緒に参加した。そのくせ、絶対に触ろうとはしなかったので真帆は後でお腹を抱えて笑った。

　その間も何度かは、副社長と呼びかけてしまいそのたびにお仕置きをされてしまったが、水族館のすぐそばに広がる大海原がオレンジ色に染まる頃には、ちゃんと「蓮さん」と言えるようになった。

　恋人同士だと自覚させると言った通り、蓮は戸惑うくらいに真帆を大切に扱った。逞しい腕が真帆を人混みから庇かばい、綺麗な茶色い瞳は真帆を優しく見下ろしていた。

　真帆が彼を上司として意識しないようにわざと軽口を叩いたり、からかったりした。そして彼自身もしばしの間、普段の責任ある立場から解き放たれて、リラックスしているようだった。

「宇宙船に乗っているみたいですね」

　結局夕方まで水族館を楽しんだふたりは、クラゲの大水槽のエリアにいた。真っ暗な中にライトアップされたクラゲがふわふわと漂う幻想的な空間だ。昼間はたくさんいた親子連れはあらかた帰ってしまったようで今はもう蓮と真帆のようなカップルがちらほらいるだけである。

「クラゲが宇宙人？」

　耳元で囁かれて、真帆は水槽に夢中になっているうちに、いつのまにか自分が蓮に後ろから包み込まれるように抱かれていることに気が付いた。蓮の香りを強く感じてなんだかめまいがしそうだと真帆は思った。この世界にふたりだけしかいないような、そんな幸せな錯覚をしてしまいそうになる。

「初めは、宇宙人と人間くらい差があるって思っていました。蓮さんと私」

　クラゲを見つめながら、真帆は静かに言った。不機嫌に睨むだけだった上司の彼と、こんな時間を過ごすことになるなんてあの頃は想像もできなかった。

「アレが俺か」

　紫色に光りながら目の前をふわふわと漂うクラゲを見つめて、蓮が情けないように言う。真帆はふふふと笑った。

「まぁでも、そう言われても仕方がないな。本当に初めの頃の俺はひどかった」

「すごく怖くてなるべく関わらないでおこうって思っていました。総務課で蓮さんが副社長として社員から慕われてるって聞いても全然信じられなくて……ふふふ」

　それでもいつのまにか蓮は真帆の心に入り込み、真帆が仕事を頑張りたいと思う原動力になっていた。

　蓮が「本当にごめん」と耳元で囁く。真帆は首を横に振った。

「でもなぜか嫌いだとは思いませんでした。むしろなんだかその逆で……だから余計に寂しくて。なら、しっかり仕事をすればいいんじゃないかって思ったんです。ちゃんと仕事ができるようになれば蓮さんに認めてもらえるんじゃないかって、それで私……きゃっ」

　突然、蓮の腕の中で真帆はくるりとまわされてギュッと力強く抱きしめられる。驚いて一瞬目を見開いた真帆は、自分を包み込む蓮の温かさが心地よくて、ゆっくりと目を閉じた。

「まさかこんな風になるとは思わなかったですけど、でも付き合うってなってからも私、実感がなかったんです。やっぱりどこかで私と蓮さんはこの水槽の中と外みたいに住む世界が違うって思っていました。私は小鳥遊家とは縁が薄い、普通の家庭の人間ですから……でも」

　真帆は広い背中に腕をまわした。そして蓮の香りを胸いっぱいに吸い込んだ。想いが通じ合ってからずっと感じていた不安はもうない。今日一日で恋人になったことを実感したと同時に、すべて吹き飛んだ。

「でもそんなことないですよね。蓮さんと私は同じ世界にいて……、わ、私は蓮さんの恋人でいいんですよね」

「あたりまえだ」

　蓮の力強い声が、耳からだけではなく触れ合う身体から響いて、真帆の心を温かいもので満たしてゆく。

「真帆は俺の恋人だ。君は、親父たちの企みなんかに乗せられるものかと決めていた俺を、いとも簡単に陥落させた。今さら間違いでしたなんて、絶対に許さない」

　少し身体を離し、ひたいとひたいをくっつけて蓮が至近距離から真帆を見つめた。

「真帆、好きだ」

　強い視線、強い言葉に貫かれるように真帆は小さく震える。

　そして今まで感じたことがないような幸福感に包まれた。

「わ、私、私もです。蓮さんが大好きです」

　綺麗な茶色の瞳を見つめて、瞬きをする真帆の頬を一筋の涙がつたう。それを人差し指ですくって、蓮が真帆に囁いた。

「帰ろうか」




「大丈夫か？」

　眼前に広がる都心の夜景を楽しむこともできず、ソファに座りうつむく真帆に、蓮が静かに尋ねた。

　クラゲの水槽の前でお互いの気持ちを確かめ合ってから、ふたりは蓮の馴染みの寿司屋で食事をとった。それから再び車を走らせて、今は蓮のマンションである。

　日曜日である翌日も、珍しく休みが取れているという蓮は、「君が嫌でなければこのまま自分のマンションに連れて帰りたい」と言った。だがもちろん「無理強いはしない」とも。

　もう随分前に、真帆の携帯には小夜子からの【泊まってよし】メールが来ていた。

　初めてのデートで泊まるだなんて、真帆の想像の範はん疇ちゅうを超えている。しかもそれを親が勧めるなんてどうかしていると思ったが、父と母の情熱的な恋はどちらかといえば母が積極的だったという話だから、そんな彼女からしてみれば普通のことなのかもしれない。

　泊まる準備をしてこなかった真帆のために、蓮は大抵の物は揃うという品揃えのよい近くのコンビニに寄った。そのさりげない気配りに、経験値の違いを思い知らされて、真帆は少しだけ複雑な気持ちになった。

　真帆が予想外だった蓮の誘いに頷いたのは、はっきり言って雰囲気に流されたという感が否めないけれど、それならば余計に後には引けない。中学生のデートではないのだから、その先もあって然るべきだと真帆は自分に言い聞かせた。

　蓮のマンションは、会社の近くでとても便利な場所にあった。コンシェルジュがいてセキュリティも万全、上層階の蓮の部屋からはスカイツリーも望めるという、真帆がテレビでしか知らない世界だったけれど、残念ながらそれを楽しむ余裕は今の真帆にはない。

　促されるままにシャワーを浴びて、真新しいパジャマに身を包み、カチンコチンになってソファに座っている。同じくシャワーを浴びた蓮が隣に来ても、そちらを見る余裕はなかった。

「真帆？」

　うつむいたままの真帆を蓮が覗き込む。同じシャンプーの香りがふわりと香った。

「だ、大丈夫……です」

　真帆はギュッと目を閉じて言った。なにがどう大丈夫なのかは自分でもさっぱりわからなかったけれど。

　蓮がふっと笑った。

「無理しなくていい、泊まるだけでもいいんだぞ」

「無理なんてしてません！」

　思ったより大きい声が出て、真帆は目を開く。視線の先には優しい蓮の眼差しがあった。

　大きな手が少し湿った真帆の髪をかき上げて、頬を包む。

「真帆には成長してほしいと言ったが、このことに関しては完全に分けて考えていい。俺は真帆のペースに合わせるよ」

　頬の温かさを心地よく感じながらも真帆は口を開いた。

「本当に大丈夫です。た、確かに今日の今日こうなるとは思いませんでしたけど。でも、考えてみればこれでよかったのかもしれません。何事も勢いが大事ですから！」

　真帆が少し意気込んで言うと、蓮は驚いたように頬を撫でていた手を止めた。そして肩を揺らしてくっくと笑った。

「無理してるじゃないか」

「だから無理してません！　皆してるんだから、私にだってできるはずです！」

　蓮が今度は、はははと声をあげて笑った。真帆は心外だというように、蓮を睨む。

　一方で、こういう時の言動としてなにが正解かがわからずに少し不安になった。せっかく蓮がいい雰囲気でここまで連れてきてくれたのに、ムードを台無しにしてしまったかもしれない。

「君は本当に負けず嫌いだな」

　蓮がまだ口元に笑みを残したまま、真帆の頭をくしゃくしゃと撫でた。

「べつに、皆は気にしなくていい。競争じゃないんだから」

　確かにそうだ。

　そんなことはわかっている。

　でも皆ができているのに、自分ができないというのが悔しいわけではないと真帆は思った。

　そうじゃなくて……。

「でも……でも、蓮さんが」

「俺が？」

　蓮が、やや意外そうに眉を上げて先を促す。

　真帆はすぐには答えられなかった。

「俺がなに？　真帆」

　真帆は蓮の瞳をジッと見つめた。こんな時も落ち着いて、スマートでいられる彼が憎らしいと少し思う。

　子供っぽい意地だと自分でも思うけれど。

「確かに他の人は関係ないですけど。蓮さんは今までたくさんの人とお付き合いしたのでしょう？　だからそんな風に余裕でいられるんですよね」

　真帆は上目遣いに蓮を見た。

「それが、それがなんだか悔しいです……んっ！」

　ちゅっと音を立てて唇にキスが降ってきて、真帆は口を噤む。驚いて見上げるとニヤリと笑う蓮がいた。

「なるほど、俺の過去に嫉妬したのか」

「ち、ちが……」

　言い終わらないうちにもう一度キスが降ってきて、大きな腕に抱きしめられた。蓮は真帆の髪に顔を埋めてまるで大型犬のように鼻を擦り付ける。そしてくぐもった声を出した。

「違う？　本当に？」

　蓮の低い声が、まるで丸裸の脳に語りかけられているかのように甘く真帆の頭に響く。真帆は思わず背中をしならせる。

「あ、れ、蓮さ……」

　くすぐったいような甘い刺激に、真帆は身体をよじる。大きな胸に両手をついて、なんとかその刺激から逃れようとするけれどびくともしない。

　少し熱い蓮の吐息を耳下に感じて、頭がぼんやりとした。

「そんなに口を尖らせて？　まぁ、いい。じゃあ今夜俺は、真帆のその負けず嫌いにつけ込むことにするよ」

　耳に寄せていた唇が離れて、情欲を灯した蓮の視線が真帆を捉える。

　真帆はびくりと身体を震わせた。

「あ……」

　思わず声を漏らすと、まるで食むような激しい口づけが始まった。

「んんっ……！」

　熱い熱い蓮の吐息が直接口から注がれて、真帆の身体が一気に温度を上げていく。

　漏れる吐息も、こらえきれない声も、怯えて逃げ惑う舌も、なにもかもが俺のものだと言わんばかりに蓮が真帆の中で暴れまわる。真帆の中の奥の奥の奥まで暴こうと入り込む。

「んっ……あ、んん……！」

　今までの口づけとはまったく違う、その先を予感させる触れ合いに、真帆の頭が真っ白になってゆく。未知の刺激は少し怖い。

　嫌だとは思わなかった。

　ただ身体が熱くて、この熱をどうしていいかがわからない。蓮の胸元のシャツに手をつくと、そこも燃えるように熱かった。

「あ……や、ま、待って……」

　息継ぎの合間に口にした真帆の懇願は、再び蓮の口内に消えてゆく。

「ん、んっ……！」

　思考がぼんやりと霞んでゆく。まるで身体の中心を直接愛撫されている、そんな気分だった。

「真帆、真帆……」

　吐息を漏らすたびに、蓮が呪文を唱えるみたいに真帆の名を繰り返す。その声音が熱を帯びて聞こえて、彼もまた夢中になっているのかもしれないと真帆は思った。

「ダメだ、真帆」

　唇を離した蓮が、今度は真帆の耳に唇を寄せて荒い息を吐く。真っ赤に染まる真帆の耳を、舐り甘噛みしながら囁く。

「タイムアウトだ。もうやめてやれない」

　大きな手が真帆の身体を這いまわり始める。真新しいパジャマの隙間から、中へ入り込もうと舌舐めずりしながら入り口を探す。大きな腕にしがみつき、真帆はなす術もなく自身が陥落するのを待つのみである。

　怖くはない。

　ただ自分の身体が自分ではないように反応してしまうのが、たまらなく恥ずかしかった。

「あ、れ、蓮さん……！」

　息が上がって少し苦しい。

　目を閉じて、ただ愛しい人の名を呼べば、それが合図かのように蓮が真帆を抱いて立ち上がった。

「きゃっ」

　慌てて首にしがみつくと、少し野性的な蓮の香りが強く香った。

　スカイツリーの夜景をバックに蓮が微笑んだ。

「寝室へ行こう」










絶景の朝




　さんさんと差し込む太陽の光を感じて真帆の意識が浮上する。少し違和感を感じながら真帆はゆっくりと目を開けた。

　小夜子と暮らすアパートの真帆の部屋は、陽あたりが悪いというわけではないが、同じような高さのアパートが隣接していて、カーテンを引かなければプライベートが丸見えになってしまう。必然的にどんな季節の朝も少し薄暗いはずなのに。

　ぼんやりと頭が働かない真帆の目に、高層階から望む都心の景色が飛び込んできてハッとした。そうだ昨日は蓮の家に泊まったんだと思いあたって振り返ると、大きなベッドに彼はいなかった。

　キョロキョロと辺りを見まわしているとリビングへ続くドアが開いた。蓮だった。

「起きたのか」

　手にペットボトルの水を持っている。

「あ、おはようございます……寝坊してしまって、すみません」

　真帆は慌てて身体を起こす。今が何時かはわからないけれど、少なくとも窓の外の様子から察するに、早朝ではなさそうだ。

　蓮が微笑んで首を振る。

「べつにそんな寝坊でもないよ、俺もさっき起きたばかりだ」

　そしてベッドまで来るとペットボトルを差し出した。

「飲む？」

「ありがとうございます」

　それを受け取って、真帆は蓮が飲み物を取りに行ってくれたのだと思った。

　蓮は寝グセの真帆の髪をくしゃくしゃと撫でてから、自身もベッドへ上がってきた。

　そして真帆を背後からふわりと抱いた。

「身体は、大丈夫？」

　真帆の髪の香りを楽しむように頭に口づけながら、蓮が尋ねる。それが昨夜の出来事を受けての話だと気が付いて、真帆は耳まで真っ赤になった。

　昨夜の蓮は信じられないくらいに優しかった。未知の出来事にいちいち戸惑う真帆を丁寧に導き、ひとつひとつおしえてくれた。

　無理なこともつらいこともなにひとつない、幸せな幸せな体験だったけれど、最後は口もきけないくらいくたくたになって眠ってしまった真帆を心配してくれているのだろう。

「だ、大丈夫です……」

　真帆が答えると、蓮はパジャマの真帆の背中にキスをしながら「よかった」とくぐもった声を出した。

「れ、蓮さんは大丈夫ですか？」

　大型犬が甘えるかのように、背中に鼻を擦り付けてキスを続ける蓮に真帆は尋ねる。

　昨日のような行為が、男性の体力にとってどのくらいのことなのかは知らないが、この週末は彼にとっては貴重な休み、あまり疲労を感じていなければいいなと思いながら。

「俺？」

　蓮が答えて顔を上げると、背後から真帆を覗き込み頬にちゅっとキスをした。

「最高の気分、こんなにスッキリとした寝起きは何年ぶりかな」

　そして窓の外を見つめて目を細めた。

「このマンション、こんなに景色がよかったんだな」

「え、気が付かなかったんですか？　毎日ここで寝ているのに？」

「うん」

　蓮が真帆を抱く腕に力を込めた。

「このマンションは副社長になった時に、仕事に集中したくて借りたんだ。それからはほとんど寝に帰るだけだったから」

　せっかくの景色を楽しむ余裕もなかったということだろう。今一番近くでそれを見ている真帆は黙ったまま頷いた。

「真帆が、秘書室に来るって知った時、嫌がる俺に一条が言ったんだ。働きすぎだからそろそろペースを落とせって」

「室長が？」

「そう。真帆との見合いがうまくいけば、いい気晴らしになるとか言って」

　真帆はシルバー眼鏡の生真面目な一条の顔を思い浮かべた。上司に女性との付き合いを勧めるなんて、意外だなと思いながら。

「あの時は、女と付き合うことのなにが気晴らしだ、仕事の邪魔にしかならないって反発したけど……」

「けど……？」

　蓮が真帆の耳に唇を寄せた。

「真帆がいるからこの綺麗な景色に目を向けられるんだ。アイツの言う通りだったよ」

　そう言って真帆の耳を食んだ。

「きゃっ！……れ、蓮さ……」

　くすぐったくて、いやそれだけじゃなくて真帆は身をよじる。だが真帆をがしりと包む蓮の腕は、逃がさないぞとばかりにびくともしない。

「今から思えばアイツはすぐに気が付いたんだな。真帆が俺が嫌がるタイプのお嬢様じゃないって。知ってて黙っていたんだろう」

　真っ赤に染まる真帆の耳を、唇で蓮が弄ぶ。

「あ、……だ、ダメ」

　昨夜は何回もそうされて、そのたびに真帆の身体は火がついたみたいになった。その感覚が鮮やかに蘇り真帆は身を震わせる。明るい朝には、そぐわない触れ合いだ。

　蓮が真帆の耳元で笑う。

「真帆が見合いのつもりじゃなかったって知らない俺がさっさと手を出したらどうするつもりだったんだろう」

　結局出したじゃないですかと言いたくても、耳を甘く刺激されて真帆はうまく言葉を紡げない。

「ん……あ、だ、ダメです……」

「それにしてもいい景色だな。こんな風に、毎朝真帆がいてくれたらいいのに」

　すでに真帆は頭がぼんやりとして景色どころではなくなっているというのに、蓮は平然として話を続けている。

　手も足もでなくて陥落寸前の真帆は、せめてもの抵抗にかぶりを振った。

「ん？　真帆、これはいや？　耳は嫌い？」

　今気が付いたようにわざとらしく尋ねながら、蓮が大きな手で真帆の頭を包み固定した。まるで抵抗した罰とでもいうかのように。

「嫌……じゃないです……けど、んんっ！」

　再び耳への愛撫が再開して、真帆の背中がしなる。耳を愛撫されることがこんなに気持ちがいいなんて昨夜まで知らなかった。

「あぁ優秀だな、真帆の身体は。ちゃんと昨日おしえたことを覚えている」

　蓮の声音が艶めいて真帆の脳に甘く響く。呼吸が乱れて思考が霞んでゆく。

「……昨日の、おさらいする？」

　一段低い声で蓮がそう尋ねた時、ムーンムーンとサイドテーブルの蓮の携帯が震えた。ぴたりと動きを止めて蓮がそちらを見る。

　真帆は助かったというように振り向いて、蓮の身体を両手で押した。

「け、携帯、鳴ってますよ」

　蓮は小さくため息をついてから携帯に手を伸ばした。そして画面を見て「え、親父？」と呟いた。

　ベッドで鳴った携帯に出た蓮は何度か不機嫌に返事を繰り返した後、一旦寝室を出てリビングへ行った。そしてそこで話をして、やや苦々しい表情で戻ってきた。

　真帆はそれを少し不安な気持ちで見守った。蓮が『親父』と口にしたということは、相手は社長である和正なのだ。社長からの電話にやや不機嫌な蓮、とくれば会社でなにかトラブルが起きたのかもしれないと思ったからだ。

「なにかあったんですか」

　携帯を置いて再びベッドへ上がり込む蓮に真帆が問いかけると、彼は気まずそうな表情を見せたあと、小さくため息をついた。

「たいしたことじゃない。昨日のデートが親父にバレただけだ」

「ええ!?」

　思わず真帆は大きな声を出してしまう。まさか電話の内容が自分のことだとは思わなかった。それにしても昨日の今日でバレるなんて。和正は息子に探偵でもつけているのだろうか？

　だがもちろんそうではないことは蓮の口からすぐに明かされる。

「俺が土日両方とも休みを取るのは副社長に就任してからは初めてなんだ。親父は案外ゴシップ好きで、社員食堂の件もエントランスの件も全部把握してるから、これはなにかあると踏んだらしい。白状しないと月曜に真帆を社長室へ呼ぶと脅されて、まいったよ。でもまぁ、隠すことでもないし」

　なんでもないことのように言う蓮に、真帆は再び声をあげる。

「言っちゃったんですか!?　社長、怒ってらっしゃいました？」

　普通の家の出身だから、御曹司である彼とは釣り合わないなどとはもはや思わない。蓮もそれでいいと言っているが、蓮の父親である和正の考えは別だろう。

　一方で蓮はというと一瞬驚いたように真帆を見て、吹き出した。そしてはははと声をあげて笑った。

「なんでだよ！　喜んだに決まってるじゃないか。真帆の出勤初日に言ってただろう？　『君には期待している』って」

「え！」

　真帆は記憶を手繰り寄せる。そういえば出勤初日に突然真帆に会いに来てそのようなことを言っていたような。

　あれはそういう意味だったのか……。

　そうだ蓮は『親父が見合い相手を連れてきた』と言った。ということは、真帆と蓮が付き合うことは想定済みなのだ。なら安心、と胸を撫で下ろしかけた真帆は、いや待てよと首を傾げた。

「でも蓮さん、社長は私が小鳥遊家の外で育ったという話はご存知ないのでしょう？　お知りになったらやっぱりダメだとはならないでしょうか」

　小鳥遊家の娘ならと思っていたところ実は……となれば、余計に立腹するのではないだろうか。

　だがそんな真帆の不安を一蹴するように蓮はきっぱり言う。

「大丈夫だ」

　そして心配顔の真帆の頬を大きな手で撫でた。

「親父は俺がどんな見合い話にも見向きもしないもんだから、長い間やきもきしてたんだ。細かいことは気にしないはずだ」

「そうですか」

　蓮の言葉にとりあえずは安心して、真帆はうっとりと目を閉じる。こうやって彼の大きな手に撫でられるとなにもかも大丈夫だと思えるから不思議だった。

　一方で蓮の方は、真帆の頭を撫でながらやや大袈裟にため息をついた。

「親父は初めから真帆を気に入っていたから、俺たちが付き合ってると知って大喜びしていたよ。ただそれだけじゃ済まなくて結婚はいつにするんだとせっつかれて、まいったよ」

「え！」

　思いもよらない蓮の言葉に、真帆は驚いて目を見開いた。

「けっ、結婚ですか？」

　でも考えてみれば真帆と蓮の出会いはお見合いで、お互いに愛おしく想い合うようになったのであれば、すぐにそういう話が出てもおかしくはないのかもしれない。

　それでも真帆自身は知らなかったのだから、やはり少し唐突に感じてしまう。まだやっと初めてのデートが終わったところなのだ。昨夜のお泊まりですら、清水の舞台から飛び降りるような気持ちだったというのに。

　そんなことをぐるぐると考えて固まってしまった真帆を、蓮が抱き寄せる。そして安心させるように囁いた。

「心配するな。真帆がまだそこまで考えられないのはわかっているから、そこはうまく言っておいたよ」

　真帆はホッと息を吐く。

　蓮は真帆を抱いたままベッドにごろんと寝転がり、天井を見上げてふーと少し長いため息をついた。

「散々からかわれて、うんざりしたけど。でもこんな気持ち初めてだ。誰かとずっと一緒にいたいなんて今まで思ったこともなかったよ。結婚だって、べつにしてもしなくてもどっちでもいいって思ってた。周りはやいやいうるさいけど、放っておけばそのうち静かになるだろうってね。それなのに……」

　蓮はそこで言葉を切って、腕の中の真帆を見つめる。そしてなにかを思い出したように吹き出して、そのままくっくと肩を揺らして笑い出した。

「なんですか？　蓮さん」

　真帆は蓮をじろりと睨む。蓮はそんな真帆には構わずに今度は、はははと声をあげて笑い出した。

「本当に破壊力抜群だったよ、真帆は」

「えー！　蓮さん、私そんなに変でした？」

　蓮の言葉に真帆は頬を膨らませて問いかけた。負けず嫌いの真帆だから、馬鹿にされてるのだとしたらやり過ごせない。

　蓮が目を細めて、その頬を突いた。

「いや変っていうか。とにかく無理やり見合いをねじ込まれて、俺ちょっと意地になってたのに、そういうのぜーんぶ飛び越えてくるんだもんなぁ。……あぁ、これが恋に落ちるってことなのかって思ったよ」

　蓮が真帆を抱く腕にギュッと力を込める。そして真剣な眼差しで、真帆をジッと見つめた。

「だから本当は俺は、すぐにでも結婚したいんだ。親父なんかに言われなくても、いつだって……付き合うって決めた時からずっとそういう気持ちだった。俺は真帆以外はありえないし、真帆じゃないなら誰とも結婚はしない」

　突然の蓮のプロポーズに真帆は息が止まるほど驚いて、でも胸の中に温かいものが広がるのを感じていた。

　真帆だってこんな経験は初めてだ。手の届かない相手だといくら自分に言い聞かせても惹かれる気持ちを止められなかった。結婚するならば蓮以外ありえないと、心から思う。

　それでも、もう少しだけ時間がほしいのだ。真実を知ってから今日までの日々はあまりにも駆け足にいろいろなことが進みすぎた。仕事も、まだまだ一人前どころか半人前にも達していない。

　だから、もう少しだけ……。

「蓮さん、私……私も結婚は蓮さん以外はありえないです。それなのにすぐ返事をできなくて、ごめんなさい」

　真っ直ぐな蓮の気持ちにすぐに応えられないのが申し訳なくて、真帆は眉を下げて目を伏せる。

　すると唇にちゅっと音を立ててキスが降ってきた。

「謝らなくてもいいよ、俺はいつまでも待つから。真帆のペースに合わせるよ」

　昨夜と同じようなことを言って、蓮は真帆の頭をぐしゃぐしゃと撫でた。そして眉を上げて少し意味深なことを言った。

「ま、貸しひとつってとこだな」

「え？　貸し？」

　聞き捨てならない蓮の言葉に、真帆は眉を寄せる。蓮が「そうだ」と言ってニヤリと笑った。

「俺も真帆もお互いに結婚するならこの人だということは決めている。でも真帆の心の準備ができるまで、俺は待つ。いつまでも待つよ。でも貸しひとつだ」

「えぇ！」

　真帆は抗議の声をあげる。なぜだかわからないけれど、妙に悔しい。

　こういうことに関してはいつもいつも蓮が先を行っていて、それは仕方ないと頭ではわかっている。でもやっぱりちょっとしゃくだという気持ちが抑えられない。

「貸しとかそういうものでもないと思います」

　少しムキになって真帆は言う。が、蓮は取り合ってはくれなかった。

「貸しは貸しだよ。俺は待つんだから。べつに返してくれとは言わないけど」

「か、返します！　返しますよ！」

　真帆は思わず声をあげた。そして蓮の腕から抜け出して身体を起こして宣言をする。

「私もなにかひとつ、蓮さんの言うことをききます！」

　そんな真帆を蓮は枕に肘をついて愉快そうに見上げている。

　そうだ、すぐにでも結婚したいという蓮に待ってもらうのだから、こちらもなにか譲歩しなくてはと真帆は思う。ふたりが付き合っていく上でなにかとっても大事なことを。

「言って下さい、なんでもいいですよ。たとえば、蓮さんが忙しくて大変な時はデートができなくても文句は言わないとか、メールがなくても我慢するとか」

　意気込んで真帆は言う。本当のところちょっとそれは寂しいなとは感じるけれど、多忙な彼と付き合うのだから仕方がないだろう。

　蓮が満面の笑みを浮かべて口を開いた。

「べつに無理しなくていいよ。貸しは貸しだけど、貸したままで全然構わない。俺と真帆の仲だから」

　それをほんの少し胡散臭いと感じながらも、真帆の口は止まらなかった。

「いいえ、無理ではありません！　なんでも言って下さい！」

　その瞬間、蓮がニヤリと笑ったのを見て真帆の口から「あ」と声が漏れた。もしかしてこれは……。

　でも言ってしまった言葉は取り消せない。

　蓮がむくりと起き上がった。

「あ、あの」

「なんでも言っていいんだな」

　このひと言で真帆は蓮が真帆の負けず嫌いを逆手に取ったのだということを悟る。やられた。それでも、今さらノーとは言えなかった。

「あの、すごく難しいことは無理かもしれないです……」

　そう言うのが精一杯だ。

　蓮がにっこりと微笑んで、信じられない言葉を口にした。

「もちろん全然難しくはないことだ。そうだな、俺は真帆の気持ちが追いつくまで結婚を待つ。その代わり真帆は明日から、毎日ここへ帰ってきてほしい」

「えぇ!?」

　全然難しくないと言いながら、突拍子もない提案をする蓮に真帆は目を丸くする。

「ど、同棲ってことですか!?」

　蓮が得意そうに頷いた。

「簡単だろう？　家具は揃っているから引っ越しもいらない。身ひとつで来てくれれば必要な物は買い足すよ」

　簡単？そうなのだろうか。男性とのちゃんとした付き合いすら初めての真帆にはわからない。からかわれているのではないかと思うくらいだ。

「か、買い足すって。そういうわけには……、ちゃんと自分の物は持って来ます……て、え？　でも、本当に？」

　頭が混乱して、目を白黒させてしまう真帆の頭をもう一度ぐしゃぐしゃと撫でて、蓮が満足そうに頷く。

「あぁ、本当に」

　そして少し真顔になって外の景色に視線を移した。

「べつに貸しなんて冗談だから、真帆がどうしても無理だって言うならいいんだけど。ただ寝るだけだったこの場所が、こんなにも居心地がいいのは真帆がいるからだ。毎日そうだったらいいのになって思っただけだよ」

「蓮さん……」

　蓮が窓の外の都心の街を眩しそうに見つめて小さくため息をついた。

「これから秋にかけて、大きいプロジェクトが待っている。だからしばらくは忙しくなるだろう。多分ふたりの時間も取りにくくなる」

　真帆はこくんと頷いた。一番下っ端とはいえ、まがりなりにも同じ職場なのだからさすがにそのあたりは把握している。

　それは彼が副社長に就任してから一番大きなプロジェクトなのだという。成功すれば、藤堂不動産には若い有能な後継者がいると、世間にも印象付けることができるはずだ。

「以前だったら、なんの迷いもなく仕事だけに専念していた。でも今は……真帆も仕事も両方大切にしたいんだ。真帆がここに住んでくれたら、少しはふたりの時間も取れるだろう。まぁ、完全に俺の都合だけど」

　そう言って少し苦笑する蓮に、真帆は思わず飛びつくように抱きついた。

「蓮さん！」

　会社では数分ごとにスケジュールをこなし、働き詰めの蓮。会社にとって誰よりも必要な人。その彼と愛し合うというならば、今すぐにでも結婚をして彼を支える覚悟をするべきなのだろう。彼を結婚させたがる周りの人たちもきっとそれを期待している。それでも蓮は、今の真帆の気持ちを一番に優先してくれた。

　貸しとか借りとかそういうことではなく、彼のその優しさをただありがたいと心から思う。そして今度は真帆がそれに応える番だ。そう、簡単な方法で。

　蓮の腕が真帆をふわりと包む。そして、甘い甘い声が耳をくすぐった。

「同棲にも、心の準備が必要か」

　またまた真帆の負けず嫌いを逆手に取るような蓮の言葉に、真帆はくすくすと笑いながら、ゆっくりと口を開いた。

「ふふふ、大丈夫です。私も蓮さんと一緒にいたい。引っ越してきてもいいですか」

　真帆を包む蓮の腕にギュッと力が込められる。そして耳にかかる熱い息が、「ありがとう」と囁いた。










パーティで衝撃の発表




「今社内で副社長あなたが憂慮すべき噂は大きく分けて二種類存在します」

　夏の厳しい日差しが照りつける街を背にした蓮に、一条が言う。蓮は黙って耳を傾けた。

「ひとつは主に女性社員の間のもので、副社長と入江さんがお付き合いをしているというならば、〝許せない〟〝どうせ遊ばれている〟という類のものです」

　蓮は眉を寄せて頷いた。

　そもそも普段は社内の噂話など興味もない蓮が、一条に頼んで調べてもらったのは、この種の噂を偶然耳にしたからだ。放っておいても害がないものかどうか判断がつかなくて一条に調べさせた。

「一番反発が強いのは、他の役員の秘書室勤務の女性社員たちです。副社長秘書室勤務ではないものの自分たちが一番副社長に近いのだから、チャンスありと思っていたのでしょう。関連会社の社長のお嬢様方も多いですからね。〝なんであんな子供が〟と言ってまわってる方もいるようです」

　蓮は鼻を鳴らした。

　バカバカしいのひと言だ。

　それでも真帆が侮辱されるのは我慢ならないとも思った。真面目に仕事に勤しむ彼女が、自分との付き合いによって不利益をこうむるなら、なんとしても守ってやりたいと思う。

　真帆と過ごしたあの週末から数週間が経ったが、一緒に住むようになった後も会社での真帆は以前とまったく変わらなかった。一生懸命に、業務をこなしている。

　朝のコーヒーの時間だけは少しリラックスして蓮とたわいもない話をするけれど、蓮が少しでも近づこうとすると警戒して、お盆を盾にさっさと出て行ってしまう。どうやら深い仲になったからこそ、公私の区別をつけるべきだと思っているらしい。『朝の時間にキスしたら、室長に言って代わってもらいますよ』と頬を膨らませた真帆を思い出すと、蓮の口元は自然と緩む。あれはかわいかった。

　そんな彼女を侮辱されるなら……そんなことを考えている蓮に一条は意外なことを言った。

「まぁ、でもこちらは大丈夫じゃないでしょうか」

「どうしてだ？」

「噂が広まってから少し経って、秘書課以外の課の社員からの風当たりは弱まりつつあるようです。もともと入江さんは勤務態度が真面目で、他の課からの評判がよかったですから」

　蓮は頷いて、先を促す。

「主に総務課の方からその評判が広がって、〝この子は秘書課の他のお嬢様たちとは違うぞ〟と思っている社員も多いようです。総務課の遠山さんと親しくされているみたいですが、最近では彼女や他の社員とランチをとることもあるようです」

　そこで一条は言葉を切って、くすりと笑った。

「三十代四十代の社員からは結構かわいがられているみたいですよ。もちろん入江さんは副社長との交際を明言はされていませんが〝真帆ちゃんを弄んだらたとえ副社長でも許さない〟と言う強者もいるそうです」

　少し意外な一条の話に蓮は憮然としながらも、内心では安堵した。

　そうだ真帆には好きにならずにはいられない魅力がある。初めから色眼鏡で見ていた蓮ですら、その魅力にハマってしまったではないか。

「それよりも副社長が、注意すべきはもうひとつの噂です」

「もうひとつ？」

　蓮はシルバーの眼鏡の向こうでニヤリと笑う一条を見た。

「こちらはある一部の男性社員が言っていることですが。つまり〝入江さんに手を出した副社長はけしからん〟という話です」

　そこまで言って、一条は意味ありげな視線を蓮に送る。

「入江さんは副社長と噂になったことで、良くも悪くも注目を集めてしまいましたからね。見た目もかわいくて仕事熱心な彼女は、若い営業部の社員の格好のターゲットでしょう。それなのに副社長が手を出した……」

　一条は言葉を切ってわざとらしくため息をついた。

「御曹司である副社長ならば結婚はそれなりの家の女性とするだろうに、気まぐれで歳下の彼女に手を出すなんて許せない、といったところでしょうか」

「なんだと!?」

　蓮は思わず机を叩いた。

「俺が遊びで真帆と付き合っているとでも!?」

　一条がはははと笑った。

「周りから見るとそう見えるという話です。入社間もない若い秘書に手を出したのだから仕方がないでしょう。入江さんを副社長から守るなどといって合コンを計画する社員もいるそうですよ。もっともこれに関しては、とりあえず遠山さんのところで潰してもらっていますが、突破されるのも時間の問題かと」

　蓮は唖然として一条を見る。思いもよらなかった話だが、ありえないことでもないとも思った。

　蓮の脳裏に、真帆と社員食堂へ行った日に聞いた男性社員の囁きが、鮮やかに蘇よみがえった。

　自分の評判が下がるのはべつに構わない。それでも会社を率いていく自負が自分にはある。だが真帆に合コンをというのは聞き捨てならないと思った。業界一といわれる藤堂不動産の営業部には、ずばぬけて優秀な社員が多い。それが自社の強みだと思っていたが、なぜか今はそれを忌々しく感じた。

　タブレットをひらひらと振って一条が退室していく。

　そのドアを見つめながら、座り心地のいい椅子に身を沈めて蓮は呟いた。

「さて、どうするかな」




　都内の格式高い老舗ホテルの大会場を借り切って、年に一度の藤堂不動産社内表彰式が行われている。全国津々浦々にある店舗から、成績優秀な社員を招いてのパーティである。毎年恒例のこの行事の実行委員会に、真帆は副社長秘書室代表として参加した。

　入社から三カ月。初めての大きな仕事は慣れないことの連続だったが、その分充実した時間だった。総務課からの担当者は遠山ゆかりで、なにかと支えてもらったし、その他の社員とも交流が持てた。ライトアップされた壇上の上で、社員に労いの言葉をかける蓮を見つめながら今日で実行委員会が解散なのだと思い、真帆は少しだけ寂しい気持ちになった。

　表彰が終わると後は立食パーティである。

　飲み物や食べ物が行き届いているかのチェックは、もちろんホテルのスタッフの担当だが、真帆も会場の隅から隅まで目を光らせていた。かしこまった場所だとはいえ所詮は社内パーティ。すぐにあちらこちらで笑い声があがる和やかな場となる。それを見つめながら真帆は、どういう経緯であれこの会社に採用になったことは、自分の人生の中で一番の幸運だったと思った。

　そして普段はあまり交流がない役員と一般社員がにこやかに話をしているのを眺めていた真帆は、あることに気が付いてその場を離れた。

「石川常務、よかったら椅子をどうぞ」

　声をかけると石川は振り返り、目を細めて微笑んだ。

「やぁ入江さん、ありがとう。さすが副社長のお気に入り秘書さんだ。気が利くなぁ」

　真帆はつられて微笑んで、でも首を横に振った。

「このくらいで大袈裟ですよ。飲み物をお持ちしましょうか」

「あぁ、頼むよ」

　真帆は近くのスタッフに日本酒をお願いした。

「それにしても、昔はわしも社員を労うためにあちこちまわったものだが、今はもうすっかりその役目は若い副社長に引き継がれたな」

　石川の視線の先には、社員に囲まれる蓮の姿があった。

「まだまだ常務には敵わないと、副社長はおっしゃっていますよ」

　普段は会社を率いているのは蓮のような若い世代だが、重要な局面ではやはり石川や和正などの重鎮のアドバイスが存在感を発揮するのだと蓮は言っていた。

「いやいや。しかし、世代交代がうまくいきそうなのは嬉しい限りだ。我が社の先行きは明るいな。副社長は、会社の未来を背負う実力はお持ちだ。それは社長もわしもわかっていたのだが、少し自分に厳しすぎるところがあってな、それがわしは心配だった」

　真帆は少し意外な石川の話に、黙って耳を傾けた。

「会社経営は息の長い話だ。社員だけでなく自分も大切にしなければ、とてもじゃないが続かん。それで社長も躍起になって副社長のパートナーを探していたんだろう」

　真帆は、蓮のマンションで初めて朝を迎えた日に彼が言っていたことを、思い出していた。

　マンションから見る景色が絶景だということにすら気が付かないほどに働き詰めだった蓮。それは今もそれほどは変わらない。でも少しは力の抜きどころを覚えているようにも思う。巨大な企業を背負う彼に、ほんの少しだけでもいい変化をもたらすことができたのならば嬉しい、と真帆は思った。

　そうして自然と笑みを漏らした真帆を、石川は細い目をもっと細くして見た。

「社長から聞いたよ。彼が言っていた縁談の相手は君だったんだな」

　真帆は真っ赤になって頭を下げた。

「あ、あの時はまだ、そうではなかったんですが……い、いえ、そうですね。すみません」

「いや、謝らんでいい！」

　石川はカラカラと笑う。そしてホテルのスタッフから受け取った日本酒をぐいっと飲んだ。

「とにかく喜んでいるんだよ。そりゃ君はいい子で、本音ではわしの息子に……と思っとったから残念といえば残念だが」

　石川の息子は確か都内の店舗の店長をしているはずだ。今日のパーティにも出席している。

「なにはともあれ仲人はわしだと社長には約束させた。それは譲れん」

　石川はそう言って胸を張る。

　真帆は微妙な気持ちのまま微笑んだ。




「真帆、この後どうする？」

　パーティもお開きになろうとする頃、真帆はゆかりに尋ねられて首を傾げる。

「この後？」

「実行委員会の打ち上げよ！　参加するでしょう？」

　心なしかいつもより入念にセットされた巻き髪を揺らして、ゆかりが真帆の肩を掴む。ここ最近、お昼を一緒に食べる機会も増えた彼女とはすっかり仲よしだ。

「あぁ、そうだったね」

　真帆は、無意識に会場の中央で社員に囲まれている蓮の方を見てしまう。今日は実行委員会の打ち上げがあるため、帰りが遅くなることはあらかじめ伝えてはあった。

　ゆかりがニヤリと笑った。

「彼氏は飲み会に行くななんて言わないでしょう？」

　からかわれて、真帆は頬を染めて頷く。

「そ、それは大丈夫だと思う」

　社内的には公にしてはいない蓮との付き合いを、真帆はゆかりにだけは打ち明けていた。秘書室という比較的閉ざされた部署にいる真帆が、蓮と噂になってしまったことで孤立することを彼は心配していて、なるべく他部門との交流を持たせようとしてくれる。ゆかりに蓮との付き合いを話すことにも賛成してくれた。

　情報通のゆかりは、ふたりの噂がどのくらい広まっているのかなどを一条から調べてほしいと言われることもあるという。

　スパイみたいな仕事をさせて申し訳ないと謝る真帆に、ゆかりは「心配しないで、むしろラッキー」と言った。

　今まで憧れの存在ではあるが言葉を交わすことも叶わなかった一条と、接点を持てたからだ。備品配布に秘書室へやってきた際に、一条と打ち合わせて帰ってゆく彼女はすっかり恋する乙女の顔である。

「真帆知ってる？　表彰パーティはここからが本番なのよ」

　意味ありげにゆかりが真帆に囁く。

　真帆は目をパチクリとさせた。

「ここからが？」

「そう！」

　ゆかりが頷いて会場を見まわした。

「実行委員会の打ち上げは、ここの参加メンバーの二次会と合同でやるの！」

　だから？と再び首を傾げる真帆をゆかりがじれったそうに見る。

「いい？　真帆！　今日ここに集まっている男たちは天下の藤堂不動産の中でもトップを争うエリートたちなの！　そんな人たちとお知り合いになれるチャンスは、一年のうちでそう何回もあるわけじゃないもの。私がめんどくさい実行委員会を進んで引き受けるのは、こんなメリットがあるからなのよ！」

　真帆はなるほどと頷いた。

　普段は全国の店舗に散らばっているエリートと効率よく知り合いになれるというならば、女子率の高い総務課に所属する彼女からしてみれば絶好のチャンスなのだろう。

「でも、ゆかり」

　室長は？と言いかけた真帆は、彼女の背後に立つ人物を見て口を噤む。

　一条がにっこりとしてゆかりの肩を叩いた。

「気合い十分ですね。健闘をお祈りしています」

「い、一条さ……、いいえ、今のは嘘です！　ほ、本当に！」

　真っ赤になって言い訳をする彼女の隣で一条は愉快そうに肩を揺らして笑っている。

「たとえどんな動機でも実行委員を進んで引き受けてくれる社員はありがたい存在です。でも困ったな、あなたにはいつもいろいろとご協力いただいているのでこの後お礼に食事でも……と思っていたのですが、そういうことならまたの機会にしましょう」

「え!?　ほ、本当に？」

「ええ、でもせっかくのチャンスを棒に振らせるようなことはしたくはありませんから……」

「ま、ま、ま、待って！」

　真帆はくすくすと笑いながら、ぽんぽんと言葉のやり取りを続けるふたりからそっと離れた。いつもは生真面目な一条が、こんなに楽しそうにしているところは初めて見る。ゆかりは手が届かないといつも嘆いているが、案外そうでもないのかもしれない。そんなことを思いながら廊下に出た真帆は、肩を叩かれて振り向いた。

「君が、入江さん？」

　ダークブラウンの髪をふわりとさせた、背の高い男性が立っていた。

「あ、はい」

　相手が誰かはわからないが、少なくとも同じ会社であることだけは確かなのだから、とりあえず真帆は返事をする。

「あの」

　どちら様ですかと聞くわけにもいかず、まごつく真帆に男性はにこにことして名刺を差し出した。

「初めまして、石川良りょう輔すけです。入江さんのことは父から聞いています。とっても仕事熱心ないい子だって」

　ではこの青年がさっき石川が言っていた彼の息子なのだ。そういえば、なんとなく面影があると真帆は思う。彼は父親譲りの人のよさそうな目を細めてニカっと笑った。

「親父の言う通り本当にかわいいなぁ。入社してすぐいきなり副社長秘書室勤務なんだってね。堅物の副社長の秘書室じゃ息が詰まるでしょう？　僕の店舗に来ない？　ちょうど事務の子がひとり辞めちゃってさ」

　彼は確か都内でも一、二を争う成績優秀店舗の店長だ。初めましての相手ともこんな風に親しげに話せる話術はさすがエリート営業マンだなと真帆は感心して彼を見る。

　それにしても役員が揃うパーティの場で副社長である蓮を〝堅物〟と言い捨ててしまえるのは、彼もまた重役の息子だからだろうかと真帆が首を傾げていると、その疑問に答えるように良輔が言う。

「聞いてないかな？　僕と副社長は幼なじみなんだ。それから、入社の時に指導を受けた先輩でもある。今はもう僕は店舗にいるから会う機会は減ったけれど」

　なるほど、それであれば納得だ。

　父親の方の石川は社長である和正とも親しげであったし、会社経営が厳しい時も、ともに乗り越えてきた同志でもあると聞いたことがある。きっと家族ぐるみの付き合いがあったのだろう。

「そうなんですね」

　真帆が微笑んで頷くと良輔が大袈裟に反応した。

「ほんと、かわいいなぁ！　ねぇ、これから二次会行くんでしょ？　一緒に行こう！」

「え？　でも私、実行委員ですから少し残務処理があるんです。だから後で追いかける形になるので……」

　初めて話をする相手を気楽に誘う良輔のペースに真帆はついていけない。これがゆかりが言っていたたくさんの人と知り合えるということなのだろうとは思うが今の真帆にはまったく必要がないことなのだ。

　良輔が一歩近寄り真帆との距離を詰めた。

「待ってるよ！　夜道は危ないし女の子ひとりで行かせるわけにはいかない」

　尚も食い下がる良輔に、真帆は思わず後ずさりをする。そして必死に言い訳をした。

「い、いえ、近いですから大丈夫です。そ、それに……」

　言いながらもう一歩下がった時、人にあたってしまい慌てて振り返ると渋い顔の蓮だった。

「良輔、無理な飲み会への誘いはセクハラだと研修で習わなかったか？」

　そう言いながら蓮がぐいっと真帆を自分に引き寄せる。そして良輔から真帆を庇うように立ちはだかった。いつのまにか真帆と良輔の周りには、蓮以外にも若手の社員が集まっていた。普通は役員は二次会へは参加しないのだが、若手に人気のある蓮だから請われて参加することになったらしい。何人かを引き連れたまま廊下に出たら真帆たちに遭遇したというわけだ。

　真帆は変なところを見られてしまったなと思いつつも、良輔からうまく逃げられたことに安堵した。

「知ってますよ。でも、本当に夜道は危ないでしょう？　親切心です」

「あ、あのお気遣いありがとうございます。委員の同僚と一緒に行きますので大丈夫です！」

　広い蓮の背中に隠れたまま、真帆は良輔に向かって言った。

　周りを取り囲む社員たちから笑い声があがる。「石川君諦めなよ～！」と誰かが言った。

「ちぇ、今日は会社の売り上げに大きく貢献をした社員を労う会ですよね副社長」

　良輔が言い、蓮がもちろんだと頷く。

「だったらご褒美を下さいよ～！　かわいい秘書さんと合コンする権利！」

「なにを言ってるんだお前は。特別ボーナスが出ただろう！　あれが褒美だ」

　また笑いが起きる。

　やや乱暴な言葉のかけ合いだが、先輩と後輩の結びつきが強いこの会社では珍しくはないことだ。

「え～！　お金じゃイマイチ明日への活力が湧きません」

　良輔が口を尖らせる。

「堅物の副社長には思いつかない案かもしれませんが、若手をやる気にさせたければ女の子との交流、これが一番効果的です」

「お前は……」

　大袈裟にため息をつく蓮の後ろで、真帆もくすくすと笑い出した。石川と和正が盟友であるように、将来社長になった蓮の周りにも良輔のような役員がいて彼を支えるという未来図が頭に浮かんだ。

「俺も石川に賛成！　次の表彰式は会社主催の合コンでお願いします！　もちろんその秘書さんも参加で」

　周りの社員から思わぬ声がかかる。パーティでアルコールを飲んで皆いい気分だから軽口が出るのだとわかっていても、真帆の顔は真っ赤になった。

　本社の社員なら蓮と真帆がどうやら付き合っているらしいという噂を知っているだろうから、たとえ酔っていたとしてもこんな話にはならないだろう。恥ずかしくてたまらないけれど、店舗の社員たちは噂を知らないから仕方がないと真帆は目を瞑る。

　蓮が吹き出した。

「お前ら、そういうことしか頭にないのかよ!!」

　はははと笑う蓮に、つられて周りも笑い出す。「そういうことしか頭にありません！」と宣言する声があがる。

「ほんとに困った奴らだ。頼むからそういうのは社外で好きにやってくれ。それから」

　そう言って蓮は振り返る。そして素早く真帆の後ろにまわると、両肩を大きな手で包んだ。

「……え？」

　真帆は見上げるようにして蓮を振り返る。そこには、嘘くさいくらいに優雅に微笑む蓮の笑顔があった。

「この子はダメだ、良輔。諦めてくれ」

　真帆の胸がドキンと鳴る。嫌な予感がした。

「え？　なんで？　彼氏いるの？」

　良輔があっけらかんとして真帆に問いかける。父親の方の石川は真帆と蓮のことを承知しているようだったが、どうやら息子には言っていなかったらしい。

「石川、彼女は、副社長のお気に入りなんだよー、本社ではけっこう有名だぜ？」

　本社の営業マンと思しき人物から声がかかって、真帆は真っ赤になってしまう。〝お気に入り〟なんて耳を塞ぎたくなる言葉だ。

「ええ!?　本当に!?　意外だなぁ！　蓮兄さんがお気に入りを作るなんて！」

　石川が目を丸くして言った。本当に驚いているようで呼び方が完全にプライベートのそれになっている。

　真帆はますます真っ赤になってしまう。そしてチラリと蓮を見上げると彼は平然として、信じられないことを言った。

「お気に入りじゃない。彼女は俺の婚約者だ。だからこの後の二次会には参加するが、合コンはダメだ」

　えー!!とその場の誰もが声をあげて目を剥いた。通りかかって事態を見守っていた実行委員の女性社員からは、きゃー！と悲鳴のような声があがる。

　真帆は慌てて振り返った。

「ふふふ、副社長！　ななななにを言って……！」

「なんだ？　なにも間違っていないじゃないか。真帆は俺と結婚するんだろう？」

「そそそそうですけど、こんな公の場で……！」

「もう会社主催のパーティは終いだ。良輔、わかったな！　真帆にちょっかい出すなよ！」

　名指しされて良輔が口を尖らせる。

「ちぇ、父さんは僕にって言ってたのにな。侮れないね、蓮兄さんは」

　けれどすぐに父親譲りの人のよさそうな笑顔を見せた。

「まぁいいや、じゃあ僕はあそこにいらっしゃる蓮兄さんのファンと思しき女の子たちを慰めることに徹しよう！」

「あはは！　結構でーす！」と女子社員から声があがり、ずこっと転けて見せる良輔にまた笑いが起こった。

「やっぱりそうなんですね！　副社長、いつご結婚されるんですか？」

　今度は女性社員の固まりがやってきて、あっというまに真帆と蓮を取り囲んでしまう。こんなに大勢の社員の注目を浴びて、しかも重大発表をされてしまって真帆の脳内は完全にパニックだが、一方で蓮は憎らしいくらいに落ち着いていて、女性社員の質問にうーんと首を傾げて見せた。

「明日かもしれないし、十年後かもしれない」

「えー？　どういうことですか？」

　質問者が納得できずにもう一度尋ねる。蓮は真帆の腰に腕をまわして引き寄せてからにっこりとした。

「まだ付き合いたてだからね。なんにも決まってないんだけど、いつか一緒になることだけは決めている、そんな感じだな」

「きゃー！　すてきー！」とまた悲鳴があがる。そして今度は真帆が取り囲まれた。

「入江さん、やっぱりやっぱりやっぱりなのね？　なんで言ってくれなかったの？　水くさいんだから」

「言えなかったのよ、あなたの口が軽いから。そうよね？」

「でもでもでも、こんなところで発表しちゃうなんてとにかくびっくりだわ！　いつから？　いつから付き合ってるの？」

　実行委員で親しくなった社員たちに遠慮なく詰め寄られて真帆はたじろぐ。どの質問から答えたらいいのかもわからなかった。

「いや、あ、あの……」

　思わず後ずさると、逃がさないとばかりにひとりの社員にがしっと肩を掴まれた。そして意外なことを言われた。

「とにかくびっくり、でもおめでとう！」

「え！」

　真帆はパチクリと目を瞬かせて、声をあげてしまう。意外な言葉だった。

「祝福……してくれるんですか？」

　恐る恐る尋ねる真帆の言葉に、今度は彼女たちが目をパチクリとさせる。

「あたりまえじゃない。ていうか前からうすうすは気が付いていたけどね。なに？　入江さん、もしかして私たちがそんなに心の狭い女だとでも思ってた？　いくら副社長のファンだからって……」

「い、いいえ！　そういうわけじゃないですけど……。でも私、まだ会社では新参者だし……」

　ごにょごにょと言う真帆に彼女たちは今度は爆笑した。

「あっはは！　それ、関係ある？」

「ふふふ、入江さんってほんとおもしろい。新参者って……！」

「ねえ入江さん」

　肩を掴んだ社員が真帆をジッと見つめて言った。

「勤続年数なんて関係ないわ。あなたはこの実行委員の仕事をとてもよくやってくれたじゃない、もう立派な仲間よ。私たちあなたをここ数カ月見てきて、本当はもっと仲よくなりたいと思っていたんだけど、副社長との噂があるから、少し遠慮していた部分があるの」

　真帆は言葉を失って彼女を見つめ返す。そんな風に思われていたなんて意外だったが、とても嬉しかった。どんな経緯でも縁があって入社して、それぞれがそこで力を発揮してくれればそれでいいと言ったいつかの蓮の言葉を思い出した。

「その壁を副社長自らとっぱらってくれたんだから、これからは遠慮なく仲よくしてもらうわよ」

　そう言って微笑む彼女たちが真帆の視界で滲む。

「や、ちょっとどうしたの!?」

　こんなことで泣いてしまうなんて情けないと思うけれど、それくらい嬉しかった。入社の日、大きなビルを見上げながらここには以前の職場のような温かさはないだろうと覚悟したが、全然そんなことはなかった。

　巨大な企業でも働く人たちは皆優しい。

「ごめんなさい……、なんだかとても嬉しくて。あ、ありがとうございます」

　真帆は涙をふいて頭を下げる。

「やだぁ、私が泣かせたみたいじゃない。でも入社早々上司に迫られて大変だったんだよね。かわそうに……副社長」

　急に呼びかけられた蓮は眉を上げた。

「入江さんを泣かせたら、ダメですよ。なにかあったら私たちが敵にまわりますからね！　覚えていて下さい！」

　蓮は驚いたように一瞬止まってから、「君もか……」と口の中で呟いた。そしてニヤリと笑った。

「大丈夫、そんなことにはならないから」

　蓮は力強く宣言する。

　そして、再びきゃー！と歓声があがる中、優しい眼差しを真帆に送った。

　皆の前で交際宣言なんてどういうつもりなのかと思ったが、もしかしたら彼は初めからこうなるとわかっていたのかもしれない。

　副社長という立場のある蓮との付き合いは、前途多難だと勝手に思い込んでいたが、そうでもないのかもしれないという考えが真帆の頭に浮かんだ。

　真帆の視線の先で、蓮が小さく頷いた。










プロポーズのやりなおし




「バスルームからの夜景も絶景なんだな」

　ジャグジーの中に気持ちよさそうに身を沈めて、蓮が呟く。真帆はふたりで入ってもまだ余裕がある広いバスタブの中で、蓮と距離をとりながら、憮然としてそれを聞いていた。

　パーティの後、二次会へ参加したふたりは、案の定質問とからかいの総攻撃にあった。もともと注目されることに慣れていて質問ものらりくらりとかわせる蓮はともかく、真帆の方はそれはもう大変だった。だが遠慮のない質問の嵐は、完全に仲間として受け入れてもらえた証拠のようにも思えて、不思議と嫌な気はしなかった。

　そして二次会が解散になった後、ふたりで住むこのマンションへと手を繋いで帰って来た。

「ひとりで入りたかったのに……」

　ジャグジーにアゴまで浸かって真帆は蓮を睨む。お湯を張ったから先に風呂に入るかと聞かれて頷いたのが間違いだった。窓から見えるスカイツリーの夜景をうっとりと眺めていたら突然蓮が入ってきて、強制的にふたりジャグジーとなったのである。

「先に入るかと聞いたらうんと言ったじゃないか。そして俺は後から入ると言った」

　はははとバスルームに響くくらい楽しげに笑う蓮が憎らしくて、真帆は頬を膨らませた。

「信じられない……」

「ほら、ふくれてないでこっちへ来い」

「え？　や、きゃっ！」

　ザブザブと水音を立てて、蓮がバスタブの中で逃げ惑う真帆を捕まえる。あっというまに真帆は蓮の腕の檻に閉じ込められてしまった。

「真帆といると景色が綺麗に見えるんだ」

　蓮が真帆の髪に顔を埋めて囁いた。

「今まではシャワーだけだったからな。真帆が来て湯を張るようになったけど」

「ちゃんとお湯に浸からなきゃ、疲れが取れないですよ」

　真帆はつい小言めいたことを言ってしまう。彼は人望も実力もある誰もが認める藤堂不動産の次期リーダーだ。だが石川の言う通り、自分を一番後回しにするところだけは、直さなくてはいけないと思う。

「うん。でもひとりで入ってもなぁ……。毎日、真帆がこうやって一緒に入ってくれたらいいのに」

　蓮はそう言って真帆の頬にちゅっと音を立ててキスをした。

　そんなことをしたら身が持たないと真帆は思う。今だって恥ずかしくて彼の顔をまともに見られないというのに。

　そんな真帆の内心をよそに、蓮は真帆を覗き込んで少し意外なことを言った。

「勝手に婚約者なんて言ってしまって悪かったな」

「え？」

「俺と真帆の付き合いが噂になっていても、べつに社内恋愛なんて珍しくもないんだから放っておいてもいいだろうって思ったんだけど……。曖昧にしておくと却ってよくない憶測を呼んだりするのかもしれないと思って」

　そう言って蓮は真帆を見つめた。その優しい眼差しを見つめながら真帆はゆっくりと首を振る。

「私は大丈夫です。ちょっとびっくりしましたけど」

　蓮はよかったと微笑んで窓の外へ視線を移した。

「真帆が俺に遊ばれてるとかどうせ捨てられるとか耳障りのよくない噂もあったみたいだから。ちゃんと婚約者だと言っておけば、そんなことを言う社員も減ると思ったんだ。でもあまりかしこまった場で発表したりしたら親父が喜んで結婚まっしぐらだろう？　だからあんな感じになってしまった……ごめん」

　やっぱり、行き当たりばったりというわけではなかった。彼は噂の件に関しては付き合う前からずっと気にしてくれている。可能な限り守ってくれようとしたのだろう。

　真帆の胸が熱くなった。そして少し考えてから口を開いた。

「本当に、大丈夫です。それに……」

「それに？」

　蓮が鼻で真帆の髪をかき分けて、赤く染まる耳に囁いた。

「それに、なに？　真帆」

「結婚の話ですけど。なんだか、すぐにしたくなっちゃいました……」

　少し前に話した時は待たせるようなことを言ったくせにと自分でも思う。でも今日、社員たちに囲まれている彼を見ていて、それから自分も彼らに囲まれて自然とそんな気持ちになれた。

「真帆？」

　真帆はバスタブの中でクルリとまわされて蓮と向かい合う。蓮は眉を寄せて真帆を見ている。

「無理しなくていいんだぞ？　俺はいつまでも待つし、親父のプレッシャーからは守ってやる。真帆が本当に……」

「無理なんてしてません」

　真帆はかぶりを振って言葉を続ける。

「自分でも不思議ですけど、自然とそんな気持ちになれました。私……私と蓮さんが出身が違うから釣り合わないなんて思いませんけど、それでもやっぱりちぐはぐなカップルなんだって思っていました。蓮さんは何万人もの社員を率いるすごい人なのに、私はただの新入社員でしょう？　だから、付き合うだけならまだしも結婚なんて……って……」

　蓮が一瞬なにか言いたそうにして、でも口を閉じた。

「でも今日一日で、わかったんです。会社は経営陣だけじゃ成り立たないって。どんな小さな仕事でも裏方でも仕事は仕事なんだわ。それを一生懸命やってる限り自信を持っていいんですよね？　蓮さんとは釣り合わないなんて思わなくても……」

　蓮が頷いて真帆の頬を大きな手で包んだ。その感触に励まされるように真帆は言葉を紡ぐ。

「それに私には……もうひとつ、私にしかできないこともあるんじゃないかって思いました」

　真帆の胸がまるで告白をする直前のようにドキドキと鳴る。大それたことを言おうとしているという自覚はあるが、それでも伝えたかった。

「会社の未来を背負う蓮さんは、とても立派だけれどその分自分を犠牲にするでしょう？　休むのだって仕事だって言うわ。私がそばにいることで蓮さんが休めるなら私は……私はそうやって蓮さんを支えたい。ずっとずっと……蓮さん、私と結婚してくれますか？」

　突然の真帆のプロポーズに、蓮は一瞬言葉を失ったようだった。だが次の瞬間バチャンという水音がバスルームに響いて真帆は強い力で抱きしめられる。耳にかかる吐息を燃えるように熱く感じた。

「あぁ、結婚しよう。真帆……愛してるよ」

　目に映る蓮の肩ごしの夜景がみるみる滲んでゆく。真帆といると綺麗な景色に気が付けると蓮は言う。でも真帆だって蓮と一緒に見る景色は普段の何倍も何百倍も美しく思える。

「蓮さん……」

「真帆、ありがとう、すごく嬉しいプロポーズだ。ずっとずっと、一緒にいよう。一緒に、幸せになろう」

　間違いで出会ったようなものだった。

　初めからお互いに誤解だらけだった。

　お互いにお互いのいいところを知らないままに、嫌い合ってもおかしくはなかった。

　……でもそうはならなかった。

　不機嫌な上司だと思っていても真帆は彼に惹かれていたし、蓮も真帆のいいところを見てくれていた。

　運命的な出会いなんて古いドラマにしか出てこないと思っていたけれど、これがそうだと言わずになんだというのだろう。

　真帆は目を閉じて、自分を囲む逞しい腕にうっとりと身を預ける。

「私も……蓮さん。愛してます」

　ふたりで築く未来は始まったばかり。

　ふたりの夜も始まったばかり……。
















特別書き下ろし番外編










お見合いのやりなおし




「わぁ、綺麗」

　雲ひとつない秋晴れの空の下、白い水鳥がぷかぷかと池に浮かんでいる。そこに映るいろは紅葉は真っ赤に染まり真帆の目を楽しませていた。都心にあるとは思えないほど静かな日本庭園を、真帆は蓮と手を繋いで歩いている。

　日柄もいいこの日、藤堂家が懇意にしている料亭で結婚に向けての両家の顔合わせが行われた。

　今日真帆は、小夜子から譲り受けた振袖を身につけて会に臨んだ。それが母たっての願いだったからだ。

　真帆と蓮の出会いが、実は大叔父によって仕組まれたお見合いだったと知った小夜子は、驚いたと同時に少し残念そうにした。

「真帆ちゃんのお見合いだったらぜひ着てほしい振袖があったのに」

　それを聞きつけた蓮が、『じゃあ顔合わせで着ればいいじゃないか』と言って今日実現したのだ。庭園を見渡すことができる部屋を借りての会は和やかに進み、今は休憩がてらふたりで庭を散策している。少し冷たい秋の風が火照った頬に心地よかった。

「はぁ、それにしても緊張した」

　真帆は紅葉を一枚拾い上げてため息をついた。

　今日の参加者は、入江家側は小夜子と真帆、藤堂家側は蓮と和正、それからふたりの出会いの仕掛け人ともいうべき蓮の祖父だった。

　蓮の祖父は和正によく似た優しい雰囲気の紳士だったが、そうは言っても真帆にとっては勤め先の会長にあたる人物でその隣には社長も、となればカチンコチンになってしまうのは仕方がないだろう。

　そんな真帆を蓮が優しい眼差しで見つめている。

「そんなに気負うことなかったのに。真帆があまりにも大人しいから、まるで今、見合いしてるみたいだとからかわれたじゃないか。でも俺もなんか新鮮な気分だったな」

　珍しく少し照れたように言う蓮の言葉に、真帆はくすくすと笑った。

「お見合いをちゃんとやりなおせたみたいだって母は満足していましたけど。ふふふ、でも本当にこうやって出会っていたら結婚することになっていませんでしたよね。蓮さんお見合い嫌いなんだから」

　いつにもまして上質なスーツを身につけた今日の蓮はため息が出るほどカッコいい。

　こんな風に出会っていたら、真帆は一目で恋に落ちただろうが、蓮の方は違っただろう。

　だがそんな真帆の言葉に、蓮は首を傾げた。

「さぁ、それはどうだろう」

　そして繋いだ手にギュッと力を込めた。

「気乗りのしない見合いだったとしても今日の真帆を見て、断われていた自信はまったくないな。お母さまに感謝だな。こんなにかわいらしい真帆を見られるなんて」

　真っ直ぐな言葉で褒められて、真帆は真っ赤になってうつむいた。

　最近の蓮はふたりだけになるとすぐにこんな甘い言葉を口にする。出会った頃は無口で不機嫌で、それでも惹かれる気持ちを止められなかったというのに、このままではどうにかなってしまうと真帆は思う。

「ほ、本当かなぁ」

　恥ずかしい気持ちをごまかすように呟くと、ぐいっと腕を引かれてあっというまに蓮の大きな腕に抱き込まれた。

「本当だ」

　甘く囁かれてとろけそうになりながらも真帆は、慌てて彼の胸に両手をついた。

「蓮さん、ダメですよ。誰かが来るかもしれないのに」

　この庭園は貸切だから他の客が来ることはないだろうが、どちらかの親が様子を見に来る可能性は十分にある。それなのに蓮はそれがどうしたとばかりに少し眉を上げただけだった。

「本当の見合いみたいだとはしゃいで『あとは若いふたりで』と言ってたんだ。見に来るような野暮な真似はしないだろう」

「そ、そんなことわからないじゃないですか！」と真帆は声をあげた。

　どこかお茶目なところがある小夜子と和正だ。様子を見に来るどころかすでにこっそり覗いていてもおかしくはないのでは？とすら思う。

　そんな真帆の考えは蓮もわかっているようで、ニヤリと笑って信じられない言葉を口にした。

「べつにいいじゃないか見られても。お見合い気分を盛り上げてやろう」

　そしてそのまま真帆の頬に唇を寄せる。

「れ、蓮さん！」

　濃くなった蓮の香りに焦りを感じて、真帆は精一杯抵抗するが大きな腕はびくともしない。

「そもそもお見合いで、こんなことはしないですよ！」

　蓮が動きを止めて首を傾げた。

「どうかな？　たとえ初対面でも、こんなにかわいい真帆を見たら、手を出してしまっていたかもしれない。俺には前科があるからな。ほらもう諦めて、未来の旦那様を疑った罰だ」

「な……！　んっ」

　声をあげようとした真帆の口に蓮の唇が覆い被さる。

　池の水鳥が、バサバサと羽を鳴らして飛び立った。

　誰かに見られているかもしないという心配はすぐに頭の中から吹き飛んで、これ以上ないくらいの幸福感が真帆を包み込んでゆく。

　目を閉じて、蓮の温もりに身を任せながら、真帆は確かなものを感じていた。

　たとえどんな風に出会っても、この気持ちは止められなかったに違いない。

　そしてそれはきっと、蓮も同じ。

　真帆の手から紅葉が落ちて、ひらりと舞って水面に落ちた。
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　このたびは、私の二冊目の書籍化作品『お見合い夫婦の結婚事情～カタブツ副社長に独占欲全開で所望されています～』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか。

　このお話は、ちょっと変な出会い方をしたせいで誤解し合った男女がお互いに「おかしいなー」と思いながらも、惹かれ合っていくという作品です。

　前回の作品は、雰囲気の重い切ないシーンが多かったので、今回は少しコミカルな話にチャレンジしたいと思ったのです。当初、ラブコメディになればいいなと思っていたのですが、私の性格なのか……残念ながらコメディにはなりませんでした。それでも、ところどころにふふふと笑ってもらえるエピソードを入れたつもりですので、楽しんでいただけていたらいいなと思います。

　それにしても今回のふたりの出会いは最悪ですから、これ本当に両想いになるの？と、途中不安になりながら書いていました。なんとか無事にハッピーエンドを迎えることができてよかったです。

　そうして書き終えてみれば、すごくお気に入りの作品になりましたので、書籍化していただけるというお話をいただいた時は、本当に夢のようだと思いました。ベリーズ文庫の編集部様、ありがとうございました。

　イラストを担当してくださった花恋先生、素敵なカバーイラストをありがとうございました。先生のかわいい真帆に惹かれて、購入された読者の方もたくさんいらっしゃったことと思います。

　また、書籍化にあたっての様々な事柄にまだまだ不慣れな私を丁寧に導いてくださった担当編集者様にも、お礼を申し上げます。初歩的な質問にも優しく答えてくださいました。ありがとうございました。

　そして、またまた本を出すという大それたことに挑戦する私を、支え協力してくれた家族にも、感謝の気持ちを贈りたいと思います。

　最後に、私の作品を読んで応援してくださった読者の皆様に、心より御礼申し上げます。こうして作品を世に送り出す機会をいただけるのは、ひとえに皆様のお力です。本当にありがとうございました。
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